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新濶県のほぼ中央、やや海岸よりに位置します和島村は、古代において越後国古志郡の中枢部であった

ために、「沼垂城」と書かれた木簡や「郡司符」の出土で全国的に注目された国指定史跡『八幡林官術遺

跡』や、律令体制崩壊後の新たな支配者層の居宅と推定され、米・大刀といった物品の請求に関わる漆紙文

書が出土した『門新遺跡』など地域支配の担い手であった重要な官術遺跡が多く分布する地域として知ら

れています。

和島村役場庁舎から西へ500mの地点に位置します下ノ西遺跡もそのような官術遺跡のひとつです。こ

の遺跡は、昭和42年の村営プール建設時に多量の土器が出土したことにより発見され、平成8年度から12

年度まで、村道建設および圃場整備事業に伴いまして計6次の発掘調査が行われております。過去の調査

では、全長20mを超す巨大な掘立柱建物や完数値により計画的に配置された建物群、大規模な饗宴の開催

を物語る土器廃棄土坑、水神に捧げたとみられる馬骨が投入された井戸が検出され、遺物の面でも役人の

二重帳簿木簡や、刑罰の情景を描写した絵画板などの出土で話題を呼び、この第4次までの調査成果につ

きましては、すでに報告書が3冊刊行されております。

本書『下ノ西遺跡IV』は、平成11年度から12年度に行われた第5・6次調査分についてまとめたもので

あります。この2ヵ年にわたる調査は、県営圃場整備事業に伴い実施されたもので、「神亀二 （年）」とい

う奈良時代の年号が記された木簡が出土したほか、『大家駅』とも推定される官術中枢部が検出された点が

特筆されます。これにより、下ノ西遺跡が郡術以外の機能も併せ持つ複合的な官術群である可能性強ま

り、『出雲国風土記』意宇郡条にみえる「黒田駅 郡家同慮なり」と同じ景観が想定できるようになりまし

た。これらの成果を報告する本書が広く活用され、埋蔵文化財に対する理解が一段と深められることを

願っております。

なお、この度の発掘調査にあたりまして、文化庁 ・県文化行政課からは適切な指導をいただき、県長岡

農地事務所・ 三島郡北部土地改良区 ・村地域開発課をはじめ関係機関各位、地元の皆様方には多くのご協

力を賜りました。

また、木簡の解読をお願いしました新湿大学の小林昌二先生、長岡技術科学大学の相沢央先生、国立歴

史民俗博物館の平川南先生、早稲田大学大学院の小林洋介先生におかれましては、ご多忙の中貴重な原稿

を執筆いただき、ここに厚く御礼申し上げます。

平成15年3月

和島村教育委員会

教育長下村孝一



例 言
1. 本書は、新混県三島郡和島村大字小島谷に所在する、下ノ西遺跡の第5・6次発掘調査報告書である。

2. 今回の調査は、県営圃場整備事業（桐島桐原地区）に伴い、和島村が新濶県から受託して実施した。

3. 調査に要した経費は、確認調査については文化財保護担当部局が負担し、発掘調査については農政部

局が90.0%、文化財保護担当部局が10.0%を負担した。文化財保護担当部局分については、国庫および

県費の補助金交付を受けた。

4. 遺構番号は、平成8年度の第 1次調査から継続した通し番号とした。

5. 遺物等の注記は、平成II(1999)年度分については「99下西」、平成12(2000)年度分については「00

下西」 とし、ほかに調査地区・グリッド名等を記した。

6. 遺構平面図は、国土調査公共系座標を基準とし、 ラジコンヘリコプターによる航空測量で作成した。

7. 整理作業は、調査担当を中心に下記のメンバーの協力を得た。

小田富美子・久住幸江・近藤保• 関川たづ子・高橋智子 ・早川雅子 ・山口八千代（五十音順）

8. 木簡の解読については、新潟大学教授の小林昌二氏、長岡技術科学大学非常勤講師の相沢央氏、国立

歴史民俗博物館教授の平川南氏、早稲田大学大学院生の小林洋介氏よりご指導をいただいた。

9. 本書の執筆は、第V章 lについては小林昌二氏・相沢央氏、第V章2については平川南氏・小林洋介

氏から玉稿をいただき、そのほかは調査担当が執筆した。

10. 調査・整理体制は、以下の通りである。

◎平成11年度（第5次調査）

和島村教育委員会調査主体

調査担当

調査員

事務局

II 

◎平成12年度（第6次調査）
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調査担当
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II 
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調査担当

事務局

II 

II 

” 
II 

和島村教育委員会

JI 

II 

II 

◎平成13~14年度（遺物整理）

和島村教育委員会

II 

// 

教育長

主任

主事

事務局長

係長

教育長

主任

事務局長

係長

教育長

主任

事務局長

下村孝一

田中 靖

丸山一昭

藤井賢計

久住一雄

下村孝一

田中 靖

藤井賢計

大矢征司

下村孝一

田中

古室

靖

栄

大矢征司（平成13年度）

山口正則（平成14年度）

11. 発掘調杏から本書の作成に至るまで、下記の諸氏・機関から多大なご教示とご協力を賜った。ここに

II 
II 係長

II 
II 係長



厚く御礼を申し上げる。

相沢 央 ・浅井勝利 ・牛川喜幸 ・鹿島昌也 ・春日真実・金子拓男 ・北野博司 ・北村 亮・金田章裕

國島聡 ・ 小林昌ニ・坂井秀弥 ・ 笹沢正史 ・ 澤田敦• 関雅之 ・高橋保 ・高橋勉・舘野和己

寺崎裕助・寺村光晴・田海義正・戸根与八郎・平川 南・藤田富士夫 ・藤巻正信•藤森健太郎 ・ 古川知明

松村恵司（五十音順）

12. 【グリッドの設定と各地区の呼称】

平成9年度の村道建設に伴う確認調査時に設定したグリッドを踏襲した。それは、村道法線上の任意

の2点(AI点 X = 17 4341. 294 Y = 23928. 708、A25点 X=l74305. 730 Y=23681.250)を基準とし、

IOmx!Omを1区画としてグリッドを設定した。各グリッドの呼称は、南北方向をローマ数字、東西方

向をアラビア数字で表したが、今回の調査区は全て9年度に設定した Iラインより南に位置することか

ら、南北方向については一 I • -II • -ill ・・・・ ・ というように負の数字で表現した。

小グリッドについては、 1グリッドを 2mx2mの区画で25分割し、南東隅が1、北西隅が25となる

よう設定した。

29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 l -1 -2 -3 -4 -5 -6 

-... ① ti--I 
= i 

一 「一
~ ．一I 

1、， 
I '~ 

――’ 
路ヽ区

_A251 

水

＼ ジ寸―—

K"' 
¥ll ャヽ

盃
1"-I"-... 
卜

I ‘ こヽ
区

， 

路 ．-~ ドミ
、ミ

、ド

<: &,. 
~水l 3 ぽ

ヽ

‘ 、 l、
..._ VI 

I"-

I 

I' 

I ＇ I I 

窪

X
I
l
X
I
X
I
X
珊

V
l
I
V
I
V
w
m
l
I

1
1
1
皿

I
V
V
V
I
V
I
I
旧

I
X
X
X
i
x
l
l
X
I
I
淵

W
X
V
I

-
＿
-
―
-
＿
＿
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

第 1図 グリッドの設定と各地区の呼称



H 次

＿日

序

例

第1章調査に至る経緯と経過
1. 調査に至る経緯.• • . . . . . . . . . . . . . . • • . . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . . • • . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . . . • . . . • . . . . • . . . . . • . 1 

2. 発掘調査の経過.• . . . . • . . . ... . . • .. . . . • . . . .. • . . . • . .. . . .. . . • . . . • • . . . .. . . . ... . . • .. . . . .. . . • . . . . • • .. . . . • . 1 

(1) 平成11年度（第5次）調査.. • . . . • . . . . .. . . .. . • • . . .. . . . • • . . • • . . . • . • . . .. . . . . • • . . .. . . • • . • .. . .. • . 1 

(2) 平成12年度（第6次）調査..................................................................2 

3. 整理作業の経過....................................................................................3 

第II章遺跡周辺の環境
1. 地理的環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......4 
2. 歴史的環境..........................................................................................5 

第III章発掘調査の概要
1. 基本層序.............................................................................................8 

2. 遺構各説・・...........................................................................................10 

(1) V区検出の遺構.................................................................................10 

a. 掘立柱建物 b. 柵列 c. 溝 d. 井戸 e. 土坑 f. 道路

(2) 水路 l区検出の遺構 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20
a. 掘立柱建物 b. 柵列 c. 溝 d. 井戸 e. 土坑 f. その他の遺構

(3) 水路2区検出の遺構 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26
a. 掘立柱建物 b. 溝 C. 土坑

(4) 水路3区検出の遺構 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27
a. 掘立柱建物 b. 溝

(5) 水路4区検出の遺構...........................................................................28 

a. 掘立柱建物 b. 板塀 c. 土坑 d. 道路
(6) II区検出の遺構...............• ••...•..•....••.....•...•..............•....•....•..••.....••..• ・31 

a. 掘立柱建物 b. 溝

第1V章出土遺物
1. 概観 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

2 (1)土土：~-;·~·.:: : : : : : : : : : : : :: : : : : :: : : : :: : : : : : : : : : : :: : : : : : :: :: : : : : : : : : : : : : : : : : : :: : : : : : : : : : : : :: : :: : : : : : ;~ 

(2) 主要遺構出土土器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37
a. V区 b. 水路 l区 C. 水路2・3区 d. 水路4区 e. II区

3. その他の遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44
(1) 瓦 (2) 土製品 (3) 石製品 (4) 布製品 (5) 金属製品 (6) 木製品



第V章出土木簡
1. 第6次調査出土木簡につし)て..................................................................46 

(1) 木簡の出土状況.................................................................................46 

(2) 木簡の釈文および意義の概要...............................................................46 

(3) まとめ.............................................................................................47 

2. 下ノ西遺跡第3次調査出土第12号「今浪人司」関係木簡について……………… 49

(1) 木簡の出土状況.................................................................................49 

(2) 釈文.............................................................................................49 

i!; : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :: 
(5) 本木簡の意義....................................................................................51 

i~; !1!:~~· ・・:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~! 
第VI章まとめ
1. 遺構につし)て.......................................................................................54 

2'.1)出：ご門竺.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~: 
3. 遺跡の動態につIt)て..............................................................................61 

~=直：：竺..::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :: 
挿表目次

第 1表整理作業工程表

第2表 第6次調査出土木簡釈文一覧表

第3表 下ノ西遺跡周辺の道路遺構一覧表

第4表編年対照表

挿図目次

第 1図 グリッドの設定と各地区の呼称

第2図 周辺の遺跡分布図

第3図 下ノ西遺跡基本層序柱状模式図

第4図器種分類図（須恵器）

第5図器種分類図（土師器）

第6図 II区主要木簡出土位置

第7図 下ノ西遺跡・八幡林遺跡出土木簡

第8図 下ノ西遺跡検出V区官術および道路模式図

第9図 下ノ西遺跡出土食膳具編年概要



図版目次

図面図版 固版40 II区出土遺物(1)

図版 l 第 1.........,6次調査主要遺構分布図 圏版41 II区出土遺物(2)

図版2 遺構平面図割り付け図 図版42 II区出土遺物(3)

図版3 V区主要遺構分布図（古代） 図版43 II区出土木製品

図版4 V区主要遺構分布図（中世） 図版44 II区・水路 1区出土木簡

図版5 V区遺構平面図(1) 図版45 II区出土木簡

図版6 V区遺構平面図(2)

図版7 V区遺構平面図(3) 写真図版

図版8 V区遺構断面図(1) 図版46 ▲V区完掘状況・▼水路4区完掘

図版9 V区遺構断面図(2) 状況

図版10 水路 l区遺構平・断面図(1) 図版47 V区調査状況(1)

図版11 水路 l区遺構平・断面図(2) 図版48 V区調査状況(2)

図版12 水路 l区遺構平・断面図(3) 図版49 水路 1区調査状況(1)

図版13 水路 l区遺構平・断面図(4) 図版50 水路 l区調査状況(2)

図版14 水路2区遺構平・断面図(1) 図版51 水路2・3区調査状況

図版15 水路2区遺構平・ 断面図(2) 図版52 水路4区調査状況

図版16 水路3区遺構平・断面図(1) 図版53 II区調査状況

図版17 水路3区遺構平・断面図(2) 図版54 V区出土遺物(1)

図版18 水路3区遺構平・断面図(3) 図版55 V区出土遺物(2)

図版19 水路4区遺構平面図 図版56 V区出土遺物(3)

図版20 水路4区遺構断面図 図版57 V区出土遺物(4)

図版21 II区遺構平 ・断面図(1) 図版58 V区出土遺物(5)

図版22 II区遺構平・断面図(2) 図版59 V区出土遺物(6)

図版23 V区出土遺物(1) 図版60 水路 l区出土遺物(1)

図版24 V区出土遺物(2) 図版61 水路 l区出土遺物(2)

図版25 V区出土遺物(3) 図版62 水路 l区出土遺物(3)

図版26 V区出土遺物(4) 図版63 水路 l区出土遺物(4)

図版27 V区出土遺物(5) 図版64 水路 l区出土遺物(5)

図版28 V区出土遺物(6) 図版65 水路 l区出土遺物(6)

図版29 水路 l区出土遺物(1) 図版66 水路 l区出土遺物(7)

図版30 水路 l区出土遺物(2) 図版67 水路 1区出土遺物(8)

図版31 水路 l区出土遺物(3) 図版68 水路 1区出土遺物(9)

図版32 水路 l区出土迫物(4) 図版69 水路2・3区出土遺物

図版33 水路 l区出土遺物(5) 図版70 水路4区出土遺物

図版34 水路 l区出土遺物(6) 図版71 II区出土遺物(1)

図版35 水路 l区出土遺物(7) 図版72 II区出土遺物(2)

図版36 水路 l区出土遺物(8) 図版73 II区出土遺物(3)

図版37 水路 l区出土遺物(9) 図版74 II区出土木製品

図版38 水路2・3区出土遺物 図版75 II区・水路 l区出土木簡

図版39 水路4区出土遺物 図版76 II区出土木簡



第1章 調育に至る経緯と経過

1 . 調杏に至る経緯

下ノ西遺跡は、新潟県三島郡和島村大字小島谷地内に所在する。本遺跡の公式な発見は、村営プール建

設に伴って多量の土器が出土した昭和42年にさかのぽる。その後、県営圃場整備事業（桐島桐原地区）が

計画され、平成5年度に施工予定地域に対し行なった分布調査の結果、周知の下ノ西遺跡の北側水田部、

東西350m・南北200mの広大な範囲で遺物の散布が認められ、迫跡の範囲が大幅に拡大した。

平成 8 ~1 0年度には、迫跡中央部を東西に縦貫する村道建設に関連して確認 • 本調査が実施され、地点

によって若干の粗密はあるが、全ての調査区で飛鳥時代から平安時代にかけての迫構 ・遺物が検出された

（第 1~3次調査）。この村道建設に伴う調査では、桁行7間級の巨大な掘立柱建物や完数値により計画

的に配置された中小の建物群、南北方向に延びる規模の大きな道路跡、 1,000個体近い土師器椀を廃棄した

土坑、水神に捧げたとみられる馬骨が投入された木枠を持つ井戸などが検出された。このような様相は、―

般集落のそれとは大きく異なり、何らかの公的施設あるいは郡司級の居宅である可能性が強まった。追物

の面では、 II区の掘立柱建物を囲む区画溝から出土した奈良時代前半の木簡群が注目された。内容的に

は、「出挙」や「国司借貸」について記した記録簡や郡符木簡の習書とみられるもの、「越後國高志郡…」

と国名から記載し都への貢進を意図した付け札、刑罰の情景を描写した可能性がある絵画板など、郡の職

掌に関わる記載が目立ち、本遺跡が越後国古志郡術に関連することを如実に示すものであった。

平成10年12月、下ノ西遺跡周辺の県営圃場整備事業が平成12年度に実施される見通しとなり、長岡農地

事務所と遺跡の取り扱いについて協議を行なった。その結果、田面高の調整で遺跡の破壊を最小限にとど

めることと、村道建設に伴う調査では明らかにできなかった遺跡の南北方向への伸び、遺構確認面までの

深度等のデータを得ることを目的に、平成11年4月から確認調査を実施することで合意した。

平成11年4月~8月にかけて行なわれた確認調査の結果、山際および線路北側が過去の圃場整備の影暫

で確認面までが非常に浅く、当初の田面高では本調査対象面積が極めて大きくなることが明らかになっ

た。これを受け和島村教育委員会は、県文化行政課 ・長岡農地事務所 ・三島郡北部土地改良区 ・村地域開

発課と協議を行なった。その結果、調査費用 ・期間の増大が圃場整備の遂行に重大な支障となることや、

下ノ西遺跡が越後の古代史を考える上で極めて重要な迫跡であることを考慮し、外部からの搬入土で田面

高を上げる処置をとることで合意した。また、この処置によっても破壊がやむを得ないV区の一部と排水

路敷については、早急に本発掘調査に入り平成12年夏前後をめどに調査を終了することになった

2. 発掘調査の経過

(1) 平成11年度（第5次）調査

8月27日の県文化行政課 ・長岡農地事務所 ・三島郡北部土地改良区 ・村地域開発課との協議結果を踏ま

え、 9月10日より本調査の準備に入る。調査対象範囲のうち山際のV区から着手することにし、草刈りと

湛水部の排水作業を行なう。

9月16日~10月6日、バックホーを使用しV区の表土剥ぎを行う。本地区は、過去の圃場整備により大



きく削平を受けており、水田耕作土を除去するとすぐに、基盤層である硬い黄褐色土が露出する状況で

あった。そのため、表土剥ぎが終了した地点から順次作業員を投入して、遺構確認作業に入る。

10月19日までには、遺構の分布状況がほぼ明らかになる。過去の圃場整備で著しく削平を受けた南側の

山際および、沢筋にあたる西側では遺構の分布は希薄であったが、調査区北側では高密度に分布し、多数

の掘立柱建物の存在が予想された。追構の検出凪 ・重複状況からみて、これらの処理に多くの日数がかか

ることは確実であり、 V区を完了した時点で降雪期を迎える可能性が強まった。

10月20日から本格的に遺構掘削作業に入る。追構覆土は、 ①炭化物 ・灰を多く含む黒味の強いもの、 ②

基盤層との識別がやや困難な暗黄褐色土、 ③基盤層のブロックを含む灰褐色土、の 3種類に大別される。

共伴遺物から、おおむね①は10世紀および中世、 ②は7世紀代、 ③は9世紀代の遺構であることが判明し

た。下ノ西遺跡において、中世の遺構が確認されたのは初めてである。

11月10日までで、新旧迫構の重複が著しいSK568の一部を除き迫構掘削をほぼ終了し、翌11日にはラジ

コンヘリコプターによる空中写真測量を実施した。SK568周辺については、撮影成功の報告を受けた12日

から断ち割り ・下層遺構の完掘作業に入る。これに合わせ未発見柱穴の再精査と柱穴の並びの検討作業を

行い、追加された遺構については順次 1/40スケールの平面図を作成した。この補足調査は11月25日まで

続けられ、最終的には21棟もの掘立柱建物が把握されることとなった。

12月1日~2日にかけて遺構の砂埋め作業を行い、 12月9日の機材撤収をもって11年度の現場作業を終

了した。

(2) 平成12年度（第6次）調査

連休明けの 5月12日から、プレハブ設置・器材搬入等の事前準備に入る。

5月18日~29日、バックホーを使用して水路 1区の表土剥ぎを行なう。昨年度調査したV区とは異な

り、包含層が良好に残存していることが明らかになった。

5月29日から全作業員を投入し、包含層の掘削および遺構確認作業に入る。出土遺物は9世紀代のもの

が主体で、 7世紀後半から 8世紀初頭頃のものも定量存在する。5月31日には、大型土坑 (SKI053)の上

面から黒漆塗りの帯金具が出土する。水路 l区の包含層掘削・追構確認は、 6月12日をもってほぼ終了し、

全長120mの調査区全域に濃密に遺構が分布することが判明した。

6月13日から水路 l区の追構掘削作業に入る。6月27日、 SE956を調査したところ、中層から完形の土

師器椀が20個体以上と木簡（第22号）が出土し注目された。同区の遺構掘りは、 7月3日で終了する。

7月4日~7日まで水路2・3区の表土剥ぎ（バックホー）を実施し、 7日からは人力による追構確認

作業に入る。両区では、遺物の出土鼠は非常に少なく遺構も希薄であったが、掘立柱建物となるであろう

柱列 ・溝などが検出された。

7月24日~26日、逍跡西端に近いII区の表土剥ぎ（バックホー）を実施。同区の本格的な調査は、水路2.

3区の遺構掘りが完了した 7月31日から開始する。8月2日には、「越後國」と書かれた注目すべき木簡

（第16号）が出土。その後の遺構確認の結果、 SD202の覆土中に含まれていたことが明らかになった。3

日、この木簡の件で新潟大学教授の小林昌二氏が来跡される。

8月4日~24日、 SD202を調査する。覆土下層を中心に二次加工された木簡や墨痕があるケズリ屑が20

点近く出土し、 11日に「志多々美」と記された完形の付け札（第18号）、 22日に「神亀二 （年）」と読める

可能性が高い木簡（第29号）が検出された。

8月25日~29日、本年度調査全地区の清掃と遺構の白線引きを行なう。
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8月30日、ラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施する（水路1~3区 ・II区）。

9月19日~20日、平成II年度の第5次調査区のうち官術中枢部とみられる部分について、 川砂を除去し

現地説明会に備える。20日、新潟大学教授の小林昌二氏 ・京都大学教授の金田章裕氏が来跡し、官術中枢

部南側に所在する「馬の洗い場」状の土坑 (SK504)についてご教示いただく 。

9月21日、第5・6次調査の成果について記者発表を行なう。

9月23日、 一般向けの現地説明会を開催。県外を含む約250名が迫跡を訪れた。

9月25日~26日、水路となる部分以外の遺構砂入れ。本来ならばこの作業をもって調査完了の予定で

あったが、圃場整備計画にエ法変更があり、排水を直接小島谷川に流すことになったため、新たに排水路

敷となる部分（水路4区）に対し追加調査の必要が生じた。

10月31日~II月2日、水路4区の表土剥ぎ（バックホー）を実施。

1 I月6日~9日、人力による包含層掘削および遣構確認作業。平成8年度の調査で検出されていた大型

建物 (SB17)の延長を確認。当初予想した総柱の構造ではなく四面庇付きとなる可能性が強まった。

11月10日~28日、迫構掘り下げおよび土層断面図作成。

11月29日、ラジコンヘリコプターにより水路4区の空中写真測姐を行なう 。

12月1日、器材撤収。本日をもって第6次の現地調査を終了する。

3. 整理作業の経過

整理作業は平成12年度の冬季および、平成13~14年度に実施した。各年度の作業内容・経過については、

下表の通りである。

~ 
平成13年 平成14年

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 I 2 3 4 5 6 7 8 9 IO II 12 I 2 3 

遺物水洗注記 I 
土器接合復元 I I I 
遺物実測トレース I I I 
遺物写真撮影 I I 
遺構図面整理

遺構台帳作成

遺構トレース I I I 
図版作成 I 
原稿執筆 I 
校正

第 1表整理作業工程表

3
 



第II章遺跡周辺の環境

I . 地理的環境

和島村の地形は、 三島山地から派生する東側丘陵 • 海岸に面した西側丘陵 ・両者に挟まれた島崎川沿い

の沖積低地の三種類に分類されている（藤田 ・長谷川1996)。

東側丘陵は、寺泊町の大河津付近を北端とし、南は与板町・三島町・さらに西山町に広がっており、「三

島丘陵」 ．「小木ノ城丘陵」 ・「西山丘陵」などとも呼ばれている。和島村内における同丘陵は、 三島町境に

ある笠抜山 (202.9m)が最も高く、このほか目立ったビークとしては、寺泊町・与板町との境界にある仏

山 (136.3m)があげられる程度で、稜線の起伏が乏しい。本丘陵を水源に島崎川に流れ込む中小河川とし

ては、梅田川 ・小島谷川 ・荒巻川などがあげられる。

それに対し西側丘陵は、西山町別山付近で東側丘陵から分かれて北北東にのび、先端は弥彦 ・角田山塊

に連なっている。和島村内では、大字両高の背後に標高101.lmを計測するビークが存在する以外に100m

を超える地点はなく、稜線の起伏も全体的に乏しい。本丘陵は「寺泊丘陵」とも呼称され、稜線が著しく

海側に偏在する特徴がある。これは、丘陵の海側が海水の作用で侵食された結果と考えられており、海岸

部では直線状の急崖（海食崖）が明瞭に認められる。本丘陵の稜線を割って日本海に流れる落水川と郷本

川は、いずれも島崎川低地の悪水を排水するために掘られた人工河川であり、自然の河川は全て島崎川低

地に向かって流れている。

島崎川沿いの沖積低地は、中央を貫流する島崎川とその支流である梅田川・小島谷川 ・荒巻川などの中

小河川がもたらした堆積物によって形成されたものである。基本的には南側が高く、北側の寺泊町との境

界付近での標高が約1l. 5mであるのに対し、最も南の出雲崎町との境界付近ではほぼ20mに達する。この

間の高低差は約8.5mを測るが、この数値を距離で割った面の傾き（勾配指数）は、 0.14というきわめて小

さい値であり、肉眼ではその傾斜を認識できないほどである。

水田が広がり極めて平坦に見える島崎川低地も、詳細に観察するといくつかの微地形が存在することに

気づく 。一つ目は、東保内（籠田）に所在する東西lOOm・南北80mほどの微高地である。この部分は、 地

元では椿ノ森と通称されており、周囲の水田部より最大で3mほど高い。これは、東西いずれかの丘陵の

残丘と推定され、付近では縄文時代の遺物の出土も報告されている。

二つ目は、大字上桐の西側500~800mに所在する帯状の微高地である。この付近は、第 1次耕地整理以

前までは畑地が点在し、長雨による周辺の湛水に際しても唯一水がかからない地域であった。平成6~8

年度に実施した門新追跡と上新田遺跡の発掘調査では、この微高地に沿う形で数条の河道跡が確認されて

おり、この付近の高まりが自然堤防に起因することを如実に物語っている。

三つ目の微地形としては、小島谷川の谷出口に広がる微高地が上げられる。これは、小島谷川の堆積物

によって形成された扇状地と考えられる。本書で報告する下ノ西遺跡はこの上に立地しており、小島谷川

を挟んで対岸には、中世を中心とする堀田遺跡が確認されている。

これら沖積低地中の微地形も、 二度にわたる圃場整備によって大きく姿を変え、現状で旧地形をうかが

うことは非常に困難になった。
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2. 歴史的環境

新混県のほぼ中央部、中越地方の海岸寄りに位置する和島村は、古代において古志郡に属していたと考

えられている。近年、下ノ西遺跡から出土した「越後國高志郡・ ・・・・ 」と書かれた付け札や、八幡林

遺跡出土の「古志」と記された墨書土器は、その説が正しいことを物語っている。

古志郡は、現在の三島郡および長岡市周辺の信濃川流域にほぽ比定されており、 9世紀代に三嶋郡が分

離する以前には、柏崎市と刈羽郡一帯を含む広大な領域をもっていた。八幡林遺跡出土木簡には、「多岐郷

戸主物マ五百足 ．．」という後の三嶋郡の郷名を記したものも出土している。10世紀前半に成立した『和

名抄』には、 三嶋郡分立後の古志郡の郷として、大家・栗家 ・文原 ・夜麻の4郷が記載されており、大家

郷については、八幡林遺跡における「大力家騨」と記された墨書土器の存在からみて、和島村周辺に郷域

を設定できる可能性が高い。郡内の延喜式内社は、 三宅 (2座） ・桐原石部 ・都野 ・小丹生・宇奈具志神社

の5社6座があり、このうち桐原石部 ・小丹生 ・宇奈具志神社は、和島村を中心とした島崎川流域に集中

している。この式内社の分布や郡家（八幡林・下ノ西迫跡）の所在に象徴されるように、和島村を含む島

崎川流域は、古志郡の中枢部としての役割を担う地域であった。

古志郡を通過する古代の官道「北陸道」は、従来海岸ルートと内陸ルートの 2説が考えられていた。し

かし、八幡林遺跡で「大力家騨」の墨書土器が出土したことや、下ノ西遺跡で検出された「馬の洗い場」

状土坑を伴う施設の存在から、島崎川沿いの内陸ルートをとる可能性が非常に高くなった。下ノ西遺跡の

施設を「大家駅」とするには、北陸道に該当する遺構が未発見であるなど更に検討が必要と思われるが、

そうであるならば『出雲国風土記』意宇郡条にみえる 「黒田駅 郡家同慮なり」と同じ景観が想定できよ

う。『延喜式』兵部省では、「越後国駅馬 愴海八疋、鶉石、名立、水門、佐味、三嶋、多太、大家各五疋、伊神二

疋、渡部船二疋」と記載されており、「大家駅」には駅馬五疋が置かれていた。

次に古代に位置付けられる周辺の遺跡について概観する。

和島村を含む島崎川流域は、第2図に見られるように古代の遺跡が非常に多く分布しており、製鉄遺跡

や須恵器窯跡などの生産遺跡が集中することでも知られている。この中で注目される古代遺跡として、横

滝山廃寺（寺泊町竹森）・八幡林遺跡（和島村島崎、両高） ・下ノ西遺跡（本書報告） ・門新遺跡（和島村上

桐）があげられ、以下ではこの4遺跡の概要を記す。

東側丘陵の北端に近い丘陵頂部に立地し、昭和51年度以来4次にわたる調査がおこなわ
横滝山廃寺

れ、白鳳期の瓦 ・博仏などとともに木造基壇外装を持つ建物が発見されている。この建物

とセットになるような建物は今のところ見つかっておらず、 一堂の寺院となる可能性も指摘されている。

横滝山廃寺以外でまとまった量の瓦が出土している迫跡としては、旧北辰中学校瓦窯跡およびその製品

が多量に搬入されている下ノ西迫跡があげられる。この 2遺跡で出土した瓦は、横滝山の資料とは明らか

に型式が異なり、年代的にも 8世紀前葉頃に下るものと推定される。その消費先については未確認である

が、比較的多くの瓦が出土する下ノ西遺跡周辺に、この瓦を使用した未知の寺院跡の存在が予想される。

本地域に建立された寺院の造営勢力としては、八幡林 ・下ノ西遺跡を拠点に地方支配を行った「石屋大

領」など郡司層を中心とする在地寂族の関与が考えられる。

下ノ西遺跡の北800mの地点に所在し、平野部に半島状に突き出した丘陵部と周囲の低湿
八幡林遺跡

地を取り込み、約40,OOOrriの広がりを持つ。本遺跡は、平成2年度から 4次にわたる発掘

調査がなされており、四面庇付建物を中心とする建物群や井戸・道路などの追構および、墨書土器・木簡・
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奈良三彩 ・帯金具 ・太刀外装具 ・皇朝銭 ・漆器の優品等注目される遺物が検出されている。

追跡の存続期間は8世紀前半からIO世紀初頭にかけてで、 8世紀後半に遺構 ・遺物がほとんど確認でき

ない空白期間を挟む。また、 9世紀後半には、施設名称を記す墨書土器が前段階の「南力家」「南殿」から

「北家」「北力殿」に変化しており、この時期に四面庇付建物の廃絶や官徊内部のレイアウトの変更および

下ノ西遺跡への機能移転等が想定されている。

本追跡の具体的な性格については、共伴した多獄の文字資料および下ノ西追跡出土木簡の記載内容から

みて、創建期 (8世紀前半）が国司第三等官の「橡」が管轄する国レベルの官術（石屋城？）。9世紀前半

から中葉が古志郡の長官である「大領」の館であった可能性が高い。

小島谷川の谷口に形成された扇状地上に立地し、約70,OOOrriの広がりをもつ。平成8年度
下ノ西遺跡

から 6次にわたる発掘調査が実施されており、平面積が250rriを超える巨大な四面庇付建

物を最大とする70棟以上の掘立柱建物や、],000個体近い土師器椀を廃棄した土坑、南北方向にのびる道路

跡など、重要な迫構が発見されている。遺物の面でも、「出挙」および「国司借貸」について記した帳簿様

の木簡や、越後国府に設置されていた「今浪人司」から差出された「謹牒」の書式をとる木簡、「越後國高

志郡」と国名から記す付け札、刑罰の情景を描写したとみられる絵画板など注目される資料が多く出土し

ている。

下ノ西遺跡の存続期間は、 7世紀中葉から10世紀前葉におよび八幡林遺跡よりかなり長い。7世紀後半

段階において、すでに掘立柱建物を中心に構成され広い範囲で棟方向を揃えている点や、 一辺 lmを超え

る掘り方をもつ大型建物の存在は、官徊や有力者層の居宅と共通する特徴を示している。

本遺跡の性格については、文字資料に記載された内容から郡レベルの官術であったとみられる。しか

し、単純に機能を郡術に限定するには問題もあり、平成11年度調査（本書記載の第5次調査）で検出され

た「馬の洗い場」状土坑を伴う官術ブロックの存在は、「大家駅」など異なるレベルの官街が併存していた

可能性を示すものといえよう。

沖積低地中の自然堤防上に立地し、東西40m・南北750mほどの帯状の範囲に古墳時代前期
門新遺跡

～中期 • 平安時代の遺物散布が見られる 。 本遺跡は平成 5~7年度に 3 次にわたる発掘調

査が行われており、平成6年度の調査（谷地地区）では、自然河川および人口の溝で区画された東西40m・

南北80mの範囲に、卓越した規模の主屋（平面積209rri) と副屋 ・ 鍛冶工房 ・ 倉庫 • 井戸屋などの付属施設

を整然と配置した、官徊あるいは有力者層の居宅と推定されるブロックが確認されている。出土遺物で

は、主屋の雨落ち溝から 2つの塊になって出土した9点の漆紙が注目される。このうちの4点には文字が

確認され、 1点は「延長六年十月十二日」という年紀が記された文書の末尾部分。そのほかは、大刀 ・米

など物品の請求に関わる内容であった。

門新遺跡が官面的な様相をもつのは、古志郡術に関連する八幡林・下ノ西遺跡が廃絶した直後にあたる、

10世紀第2四半期前後のごく短期間であったことが判明している。律令体制が崩壊し、地方支配の担い手

であった郡が機能しなくなるこの時期、規格性をもって建物が並ぶ本遺跡は特異な存在といえる。この施

設の性格としては、前述した時代背景から新たに郡街施設が設置されたとは考えにくく、寺社系の荘園も

当該期までには衰退 ・荒廃したとされることから、荘園の管理施設（荘家）である可能性も少ない。以上

の状況からみて「より私的な施設」、すなわち八幡林・下ノ西遺跡が機能していた時代に郡司を歴任してい

た首長層や、私出挙などの私的経済活動によって急成長した富豪層が、郡術の解体とともに郡のもつ機能

の一部を掌握し、さらなる勢力拡大のために造営した新しい地域支配の拠点（開発領主の居宅）と捉える

のが最も妥当であろう。
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▲ 製鉄遺跡

第2図 周辺の遺跡分布図
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第m章 発掘調査の概要

I . 基本層序

下ノ西遺跡の基本層序は、第3図のとおりである。

遺跡の現況はほとんどが水田として利用され、過去の第 1次圃場整備の実施で若干の地形改変を受けて

いる。その影響は山際に所在する II区とV区において顕著で、 20~30c!Ilを測る耕作土 ・床土の直下で基盤

層に達し、ノーマルな迫物包含層は部分的にしか確認できなかった。

II区以外の基盤層は、非常にしまりがあるVII層である。同層は酸化状態では黄褐色の色調を示すが、背

後の丘陵から続く沢筋にあたる水路2~3区では、還元され青灰色に色調が変化している。II区では、こ

のVII層の上位に茶褐色の泥炭 (VI層）が厚く堆積しており、奈良～平安時代の遺構はこのVI層上面で確認

できる。VI層とVII層の境界部が露出する II区ーIll-25グリ ッド付近では、背後の山からの滲み出しによる

湧水が著しく、この環境が本地区における木製品の迫存に好条件をもたらしたものと推定される。

遺構確認面である、 VI・VII層のレベルを比較すると、南北方向ではV区の最も山側である凶付近で

l6.38m、北部の水路 l区Jでは15.36mを測り、 150mほどの間で約 lmの比高差がある。南北方向では、

沢筋の西寄りにある水路 3区(g)が15.47mと最も低く、東側のV区(a)では16.42m、西側の II区jでは

l5.68mという値を示す。

（土層説明）

層

層

層

層

層

O

I

I

I

皿

W

盛土

黄褐色砂質土…………水田耕作土。

暗灰色砂質土•………••水田床土。 しまり強。褐鉄鉱で部分的に汚れる。

暗灰色粘土……………しまり中。中世～近世の陶磁器が稀に出土する。

灰褐色土………………古代の遺物包含層。しまり中。炭化物の小粒を含む。水路2~3区

のレベルの低い部分では、同層が局所的により暗い色調（暗灰褐色）

v 層

VI 層

VII 層

灰褐色粘土……………古代の遺物包含層。

を呈するものに変化する。

しまり中。炭化物の小粒および未分解の植物遺

体を多く含み、 II区および水路2~3区に分布する。

茶褐色泥炭層……… • ••水分を多く含みやや軟弱。 いわゆるガツボ層で植物遺体に富む。 II

区だけに存在し、この上面で古代の遺構が確認される。平成10年の第

3次調査では、本層中から縄文時代中期前葉の土器が出土 している

が、いずれも著しくローリングを受けており、背後の丘陵からの二次

堆積とみられる。

黄褐色土………………基盤層。しまり非常に強い。水路2・3区の沢筋にあたる部分で

は、還元されて青灰色を呈する。水路 1・ 4区、 V区では、直径2~

5mmを測る高師小僧（褐鉄鉱）が見られる。
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2. 遺構各説

第 5~6 次調査で検出された遺構は、掘立柱建物42棟 ・ 柵列 4 条 • 井戸12基 ・ 道路 2 条 ・ 土坑・溝 ・ ビッ

卜多数など、おびただしい数に達している。以下では、地区別に主要遺構の概要を述べる。

(1) V区検出の遺構

a. 掘立柱建物

21棟が確認されている。建物の主軸方向・構造・共伴遺物などからみて、飛鳥時代から中世までの年代

幅が想定できるが、 主体をなすのはN-14°-E前後の方位を示す建物群である。この建物群は、溝によっ

て方形に区画された内郭と、その外側に展開する外郭に 2分できる。前者には、左右対称形を意識した建

物配置が認められるなど、官徊中枢部に特徴的な構造を持つ。この方位の建物群の時期は、内郭で確認さ

れた同方向の長大な土坑SK504やSE669出土土器の年代観から、おおむね9世紀代に機能していた可能性

が高い。

S832 
-XIT • 2~3 グリッドで検出した、梁行 2 間 (5.Om)・桁行3間(7.2m) 

の東西棟で、北面に庇 (1.9m)を持つ。方位はN-13°-Eを向く 。柱

間寸法は、梁行が南より2.7m・2. 3m、桁行はほぼ2.4m等間である。西妻の中央柱

穴が未確認であり、さらに西側に建物が伸びる可能性もある。柱掘り方は円形ある

いは楕円形で、身舎が長径60~80cmを測るのに対し、庇部分においては30~40cm程

度で、 二まわりほど小さい。柱穴内部で確認された柱痕跡は、直径20cm前後の円柱

であった。

本建物は、官術風の配置を示す建物群の中の一棟であり、位置関係および庇を持

つ点からみて、内郭の中心的な建物（主屋）と推定される。

一刈 ・2グリッドで検出した、梁行2間 (3.Om)・桁行2間 (3.8m) 
S833 

の東西棟である。総柱の構造を持ち、方位はN-12°-Eを向く 。柱間

寸法は、梁行がl.9m等間、桁行が2.4m等間である。柱掘り方は長径60~80cm円形

あるいは楕円形で、方形に近いものもある。中心にくる柱穴は、外のものより一ま

わり小さく浅い。柱穴内部で確認された柱痕跡は、直径25~30cmの円柱であった。

柱穴のうちP-509・616・618・623から須恵器壷蓋 ・有台坪等が出土しているが、

いずれも小片である（図版26-78~82)。

本建物は、ほぼ同じ位置で重複するSB49と共に、内郭の南東隅に位置する。両者

は位置関係からみて、中心建物に対する『東後屋』であったと考えられる。柱穴の

切り合い関係では、 S849より新しい。

-XII • 4 グリッドで検出した、梁行 2 間 (3 .4m)・桁行4間 (5.8m) 

の南北棟である。総柱の構造を持ち、方位はN-15°-Eを向く 。柱間
SB34 

寸法は、梁行が1.7m等間、桁行が南より 1.4m・1. 4m・1. 4m・1. 7mである。柱掘

り方は円形あるいは楕円形で、大きさは長径50~100cmの範囲でばらつきがある。

内部の柱痕跡は比較的明瞭で、直径30cm前後の円柱であったと推定される。

本建物は内郭の南西隅に位置し、南北棟と東西棟の違いはあるがSB45とは同位
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置で重複する。柱穴の切 り合い関係では、 SB45より新しい。このSB34とSB45は、

長大な土坑SK504を挟んで、前述したSB33・SB49と対になる可能性が高く、内郭を

構成する建物の中の『西後屋』であった と推定される。

本建物の南I.3mの位置には、柱筋が通るSA07があり、目隠し塀的な機能を想定

できよう。

S835 
-XII・2グリッドで検出した、梁行2間 (4.Om)・桁行4間 (6.2m) 

の東西棟である。方位はN-14°-Eを向き、建物北辺より 1.2mの位

置に並行してSA05があるが、柱穴の規模が著しく 小さい点より庇ではなく柵とし

た。柱間寸法は、梁行が2.0m等間、桁行が南より I.6m・I. 6m・I. 5m・I. 5mであ

る。柱掘り方は、一辺40~60cmを測る方形のものが多く、柱痕跡は直径15~20cm前

後の円柱であった。

本建物は、位置関係からSB32(主屋）に対する『東脇屋』である可能性が高く、

調査範囲外には、対になる建物『西脇屋』の存在が予想される。

SB35に関連する遺構としては、前述したSA05・建物の東面と南面の一部を「L」

字形に囲うSD653・SB33との中間 (I.8m)地点に設置されたSA06があげられる。

SA06は、目隠し塀もしくはSB33とSB35の空間を分ける区画施設としての機能を想

定できよう。

S836 
-XII • 5~6グリッドで検出した、梁行2間(3.4m)・桁行3間(4.2m) 

の南北棟である。総柱の構造を持ち、方位はN-8°-Eを向く 。柱間

寸法は、梁行がI.7m等間、桁行が1.4m等間である。柱穴のうち北東隅の一個は、

精査したが発見することはできなかった。柱掘り方は、長径40~60cmの円形あるい

は楕円形である。柱痕跡は 2ヵ所で確認でき、直径25cmほどの円柱であった。

SB36は外郭建物群の中で最西端に位置しており、本建物の西辺からさらに西へ

約18m(溝の中心まで）の位置には、外郭の西辺を区画するとみられるSD1063・1064

がある。本建物の主軸方向は、官徊を構成する建物の平均値N-14°-Eより若干西

に振れ、中世に下る建物のそれに近い。しかし、柱穴の規模 ・覆土の状況 ・中世の

ピッ トに切られている点から、官術の外郭を構成する建物の一棟と判断した。

-)(jj]・3~4グリッド付近で検出した、梁行2間 (3.6m)・桁行2間
S837 

(3. 4m)以上の南北棟である。南側がさらに調査区外に伸びるため詳

細は不明だが、柱穴の規模からみて桁行き 3間クラスになるものと推定される。官

術の外郭を構成する一棟とみられ、方位はN-13°-Eを向く 。柱間寸法は、梁行が

西から1.7m・1. 9m、桁行が1.7m等間である。柱掘り方は長径25~40cmの円形を呈

し、柱痕跡は直径15cmほどの円柱であった。

SB37の中軸線は、内郭中軸線の延長とほぼ一致しており、配置に綿密な計画性が

うかがえる一棟といえる。本建物はSB46と重複しており、切り合い関係から同建
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物より新しいことが判明している。

一刈・2グリッド付近で検出した、梁行2間(3.6m)・桁行3間(7.6m) 

の南北棟である。官徊の外郭を構成する一棟とみられ、方位はN-
S838 

13°-Eを向く 。柱間寸法は、梁行が1.8m等間、桁行は南から2.7m・2. 7m・2. 2m 
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である。柱掘り方は長径30~50cmの円形あるいは楕円形で、柱痕跡は直径15cmほど

の円柱であった。

S838は、 2間X3間という建物規模・柱掘り方の大きさのわりに桁行の柱間が長

く、長大な印象を受ける建物である。柱穴内部からは、所属時期を明示するような

遺物は出土していない。

S838の北側柱列の延長上には内郭西面を区画するSD567があり、綿密な計画性の

上に造営されたことがうかがえる。また、本建物の西側に所在するSD608は、隣接

する建物との機能空間を分ける区画溝である可能性が高い。

S839 
-)(\/ • 1 ~2グリッドで検出した、梁行2間(4.6m)・桁行 l間 (3.Om) 

以上の東西棟である。官術の外郭を構成する一棟とみられ、方位はN

-11°-Eを向く 。本建物は、さらに東側調査区外に伸びており、桁行きの柱間が約

3.0mと広いことを特徴とするほか、西妻の中央柱穴については、精査したが確認す

ることはできなかった。柱掘り方は長径50cm前後の円形を呈する。内部の柱痕跡は

直径20~25cmほどの円柱で、柱が半ば粘土化した状態で遺存する場合もあった。

-)(J]]. 1グリッドで検出した、梁行2間 (3.7m)・桁行2間 (3.4m) 
S840 

以上の東西棟で、さらに東側調査区外に伸びる。方位はN-8°-Eを

向く 。柱間寸法は、梁行が北から1.Sm・1. 9m、桁行が西から1.8・1. 6mを測る。

柱掘り方は長径40~45cmの円形あるいは楕円形を呈し、柱痕跡は直径15cmほどの円

柱であった。

SB40の主軸方向は、前述したSB36と同じく中世のものに近いが、柱穴の規模 ・

覆土からみて官術外郭を構成する一棟と推定される。

-)(J]] • 3 グリッド付近で検出した、梁行 2 間 (3. lm)・桁行3間(4.8m)
S842 

の南北棟である。官術の外郭を構成する一棟とみられ、方位はN-

15°-Eを向く 。柱間寸法は、梁行が1.6m・1.5m、桁行は南からI.5m・I. 5m・I. Sm 

である。建物の東辺は西辺より若干短く、平面形がややゆがむ。柱掘り方は長径30

~40cmの円形あるいは楕円形であるが、削平のため掘り方が失われ、沈下した柱根

部の痕跡のみが確認できた柱穴もある。柱痕跡は、直径15cmほどの円柱であった。

-)N・1グリッド付近で検出した、梁行2間(4.2m)・桁行2間(6.4m) 
S843 

以上の東西棟で、さらに東側調査区外へと伸びる。方位はN-4°-E

を向く 。柱間寸法は、梁行が2.lm等間、桁行は南から3.2m等間である。柱掘り方

は長径40cm前後の円形あるいは楕円形を呈し、内部に直径15~18cmほどの円形の柱

痕跡が確認された。

SB43は、官術を構成する建物群の主軸方向 (N-14°-E前後）より 10度ほど西に

傾いており、時期差に起因する可能性が高いが、柱穴内部から時期を明示するよう

な遺物は出土していない。

-X[ • 1グリッド付近で検出した、梁行2間(4.4m)・桁行2間(4.Om) 
S844 

SB38 

口
S839 

三
S840 

日S842 

口
S843 

以上の東西棟であり、北面に庇 (l.3m)がつく 。方位はN-11°-Eを

向き、さらに東側調査区外へと伸びるため詳細は不明だが、構造 ・柱穴規模からみ

て桁行き 5間クラスになるものと推定される。柱掘り方は、身舎 ・庇ともに方形を
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呈し、大きさは前者が一辺50~70cm前後の方形であるのに対し、後者では一辺40cm

前後で一回り小さい。柱痕跡は身舎が直径20cmほどの円柱で、庇部分では抜き取り

穴のために確認できなかった。

SB44の柱穴のうち、 P-644・647・658から完形品を含む須恵器無台坪が出土して

いる（図版26-83~84等）。その年代観からみて、本建物は内郭と外郭で構成される

官術の時期より明らかに先行し、 8世紀代に位置付けられる可能性が高い。

-Xl[•4 グリッド付近で検出した、梁行 2 間 (3 . Sm)・桁行3間(4.5m) 
S845 

の東西棟である。総柱の構造を持ち、方位はN-10°-Eを向く 。柱間

寸法は、梁行がl.3m等間、桁行が1.5m等間である。柱掘り方は、長径50~80cmの

円形あるいは楕円形のものが多いが、方形に近い柱穴もある。内部の柱痕跡は、直

径25~30cmほどの円柱であった。

SB45は内郭の南西隅に位置し、南北棟と東西棟の違いはあるが前述したSB34と

は同位置で重複する。切り合い関係から、 SB45→SB34の順序で建て替えられたこ

とが判明しており、両者はいずれも内郭を構成する建物の一つ『西後屋』になるも

のと推定される。

S846 
一刈.3グリッド付近で検出した、梁行2間(3.2m)・桁行3間(5.2m) 

の東西棟である。方位はN-18°-Wを向き、 V区に所在する他の建

物の方向より大きく西に振れる。柱間寸法は、梁行が1.6m等間、桁行は南から

I.Sm・I.Sm・I. 6mである。柱掘り方は長径45~70cmを測る円形あるいは楕円形で、

内部の柱痕跡は直径25~30cmほどの円柱であった。SB46は内部に床束の痕跡が確認

されており、床張りを持つ建物であったと推定される。

本建物の所属時期は、主軸方向が第4次調査（和島村2000)で検出されている

SB29など7世紀後半~8世紀初頭頃の建物と一致し、この年代幅の中に収まる可

能性が高い。柱穴のうちP-540から、図版26-89の須恵器有台坪小片が出土してい

る。

S847 
-X[• 3グリッド付近で検出した、梁行2間(4.4m)・桁行4間(6.8m) 

の東西棟である。方位はN-14°-Eを向き、南辺の柱穴 2個は、

SK504によって破壊されている。柱間寸法は、梁行が2.2m等間、桁行が1.7m等間

である。柱掘り方は、長径70~100cmの円形あるいは楕円形のものが多い。内部の

柱痕跡は、直径20~30cmほどの円形を呈する。柱穴のうちP-698から、図版26-91

の須恵器無台坪小片が出土している。

SB47は内郭南端のやや東に寄った位置に所在しており、位置関係からみてSB32

に先行する『主屋』 (SK504掘削以前の主屋）である可能性もあろう。

一刈.3グリッド付近で検出した、梁行2間(4.Om)・桁行3間(6.2m) 
S848 

の東西棟である。方位はN-14°-Eを向き、南辺の柱穴2個全ては、

SK504によって破壊されている。柱間寸法は、梁行が2.0m等間、桁行が西より

1. Sm・2. 2m・2. 2mという数値を示す。柱掘り方は、長径40~65cmの方形に近い円

形で、内部の柱痕跡は、直径15~20cmの円形である。柱穴内部から時期を明示する

ような遺物が出土していないため詳細は不明だが、他遺構との切り合い関係を見る

口卸pp 

田
SB45 

P-540 

ロ
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と、 SK504・SB32よりは古い。

SB48は前述したSB47と同位償で重複しており、同じ位置での建て替えと推定さ

れる。内郭南端のやや東に寄った位置に所在しており、位置関係からみてSB32に

先行する『主屋』 (SK504掘削以前の主屋）である可能性もあろう。SB48とSB47の

先後関係については、遺構相互の切り合い関係がないため不明である。

-X111 • 2 グリッド付近で検出した、梁行 2 間 (2 . Sm)・桁行3間 (4.0m)
SB49 

の南北棟である。西面に庇 (l.3m)がつくが、庇部分の柱列は身舎と

同じ 3間ではなく 2間になる特異な構造を持つ。方位はN-14°-Eを向く 。柱間

寸法は、身舎の梁行が1.4m等間、同じく桁行が北より l.3m・l. 4m・1. 3mであり、

2間となる庇の桁行きでは2.0m等間であった。柱穴のうち 3個は、新しい遺構に

よって破壊されている。柱掘り方は、身舎・庇ともに直径30~40cmの円形で、内部

の柱痕跡は、直径20~25cmの円柱である。柱穴P-744からは、図版26-90の須恵器

有台坪が出土している。

S849は前述したS833と同位置で重複しており、同じ位置での建て替えと推定さ

れる。両者はS834・45(西後屋）に対応する『東後屋』である可能性が高い。S849

とSB33の先後関係については、柱穴相互の切り合い関係からSB49→SB33の順に構

築されたものと推定される。

-Xlf • 2 グリッド付近で検出した、梁行 2 間 (5. 6m)・桁行3間(6.5m) 
S850 

の東西棟であり、北面に庇 (1.6m)がつく 。方位はN-14°-Eを向く 。

柱間寸法は、身舎の梁行が2.8m等間、桁行が身舎 ・庇ともに西より2.2m・2. 2m・ 

2. lmという数値を示す。柱掘り方は、直径40~50cm(身舎） ・25~35cm(庇）を測

り、いずれも円形を呈する。内部の柱痕跡は、身舎が直径18cm前後、庇が直径12cm

前後の円柱であった。柱穴P-626からは、図版26-92の須恵器無台坪（小泊窯の製

品）が出土している。

SB50は内郭に所在する他の建物と比較して、掘り方が小さく梁行の柱間が広い

点が特徴である。建物規模は、内郭を構成する建物の中では最大 (47rri)であり、

庇を持つ点からみても、ある段階の中心的な建物であったとみられる。建物の所属

時期は、柱穴が小型化していることおよび薄手の小泊窯の製品を伴う点からみて、

内郭建物の中では最も新しい段階に位置付けられよう。

S851 
-XII • 4~5 グリッドで検出した、梁行 l 間 ( 1.9m)以上 ・桁行3間

(5. Om)の東西棟と推定される。建物はさらに北側の調査区外に伸

び、方位はN-12°-Eを向く 。柱間寸法は、梁行が1.9m、桁行が西より 1.7m・ 

I. 7m・I. 6mという数値を示す。柱掘り方は、直径30~50cmのほぼ円形を呈し、柱

痕跡は直径18cm前後の円柱であった。

SB51は、内郭西辺を区画する溝SD399を切って構築されている。このことから、

方形区画が廃絶してからの建物と推定されるが、柱穴内部から所属時期を明示する

ような遺物が出土していないため、詳細は不明である。

-XIII • 1~2グリッド付近で検出した、梁行2間 (3.Sm)・桁行4間
S852 

(9. 8m)の南北棟である。本建物は総柱の構造を持ち、さらに東西両
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面に庇（各1.4m)がつく 。方位はN-6°-Eを向く 。柱間寸法は、身舎の梁行が

1.9m等間、桁行が身舎・庇ともに北より2.5m・2. 5m・2. 5m・2. 3mという数値を

示す。柱掘り方は、身舎と庇に差はなく、直径30~50cmの円形を呈する。内部の柱

痕跡は、いずれも直径15cm前後の円柱であった。柱穴P-635からは、図版26-93の

土師器小皿が出土している。

SB52の所属時期は、前述した土師器小皿の年代観からみて、 13世紀頃に位置付け

られよう。

S853 
-XIl• 3~4グリッドで検出した、梁行2間(3.6m)・桁行4間(7.2m) 

の東西棟である。本建物は、西の妻中央柱穴を確認できなかったが、

総柱となる可能性が高い。方位はN-3°-Eを向く 。柱間寸法は、身舎の梁行が

1.8m等間、桁行が北より2.Om・l. 6m・l. 6m・2. Omという数値を示す。柱掘り方

は、直径25cm前後の円形を呈するものが主体で、柱痕跡は、直径15cm前後の円柱で

あった。

柱穴から時期を明示する遺物は出土していないが、主軸方向 ・黒味の強い覆土か

らみて、中世の建物である可能性が高い。

b. 柵列

V区全体で3条が確認されており、いずれも内郭の内側に所在する。

SA05 
-XII•2 グリッドで検出した、東西 4 間 (6. 2m)の柵である。本柵

は、内郭建物SB35の北辺からI.2mの位置に並行して設置されている。

主軸方向は、 SB35と同じN-14°-Eを向く 。柱間寸法は、西より 2番目の柱穴が未

確認のため詳細は不明だが、西より 3間目までI.5m等間、最後の 1間はI.7mにな

るとみられる。柱掘り方は、直径20cm前後の円形を呈し、内部の柱痕跡は、直径12

cm程の円柱であった。

SA05は、位置的にみてSB35の庇となる可能性もあるが、柱の通りが若干悪いこ

とから柵列とした。

-X11•2~3 グリッド付近で検出した、東西 4 間 (8. 6m)の柵であ
SA06 

る。本柵は、内郭建物SB33とSB35の中間（各I.Sm)の位置に並行し

て設置されている。主軸方向は、 SB33・35と同じN-14°-Eを向く 。柱間寸法は、

西より 1間目が2.3mを測り、それ以外は2.lm等間となる。柱掘り方は、直径25~

35cmの円形を呈し、内部の柱痕跡は、直径12cm程の円柱であった。

SA06は、位置的にみてSB33とSB35の機能空間を分けるための、区画施設である

可能性が高い。

-XII • 4 グリッド付近で検出した、東西 2 間 (3. 7m)の柵である。本
SA07 

柵は、内郭建物SB34の南辺から1.3mの位置にほぼ並行して設置され

ている。主軸方向は、 S834に近いN-16°-Eを向く 。柱間寸法は、 1.9m等間とな

る。柱掘り方は、直径25cmの前後の円形を呈するが、内部の柱痕跡は未確認である。

SA07は、位置的にみてS834の南面を隠す目隠し塀的な機能を想定できる。
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c. 溝

V区全体で18条の溝が確認されている。以下では、内 ・外郭を区画する溝と、遺物が出土した溝を中心

に説明を加える。

内郭西辺および南辺の一部を区画する溝で、幅25~50cm・深さは深い部分で15cm程を測る。
S0399 

全体的に後世の削平を受けており、かろうじて基底部が残存している状況であった。覆土は

他の区画溝と同じく灰褐色土を基調とするが、内部から所属時期を示すような遺物は出土していない。切

り合いからみた他遺構との関係は、 SB46より新し<S851・SE512よりは古い。（図版7~8)

S0556 
-JW• 2で検出された東西方向の溝である。規模は、全長5.4m・最大幅96cm・ 深度10cm前後

を測り、断面形は「U」字形を呈する。覆土は、基盤層であるVII層との識別が非常に困難な

暗黄褐色土を基調としている。検出された遺物としては、土師器の甕 ．壷や須恵器の無台椀（図版26-101

~104)などがあり、完形に近い資料を含んでいる。

本溝は、共伴遺物から 7世紀代に位置付けられる。この事実は、主軸方向を同じくするSB46の年代観を

補強するものといえよう。（図版5・8)

SD560 
-XII • 1から一刈 ・2にかけて検出された南北方向の溝である。規模は、幅50cm前後 ・深さ

10cm前後を測り、断面形は「U」字形を呈する。覆土は暗黄褐色土を基調としており、土師

器の小片 (7世紀代？）が少量出土している。

本溝は、覆士・共伴遺物から 7世紀代の遺構と見られ、内郭東辺の区画溝SD567や中世の建物SB52に切

られている。（図版5・8)

-XIJ・1に所在し、前述したSD560から枝分かれするものである。溝の形状 ・覆土の状況は、
S0561 

SD560と同一である。内部からは、土師器小片および図版26-99~100に掲載した須恵器の瓶

類と臆が出土しており、 7世紀代の遺構と見られる。（図版5)

SD567 
内郭東辺を区画する溝で、南北方向に全長9.8m程を確認した。幅70cm前後 ・深さ10~15cm

程を測り、断面形は「U」字形を呈する。覆土は灰褐色土を基調とするが、内部から所属時

期を示すような遺物は出土していない。他遺構との切り合い関係では、 SB44およびSD560より新しい。

（図版5・8)

-)W・2にある南北方向の溝。主軸方向は内郭のそれに近く、全長7.6m程を確認した。規模
SD569 

は、幅30cm・深さ 5cm前後を測り、断面形は「U」字形を呈する。覆土は灰褐色土を基調と

するが、内部から所属時期を明示するような遺物は出土していない。他遺構との切り合い関係では、外郭

の建物であるSB43より古い。（図版6・8)

SD653 
-XII・2に所在し、内郭の建物SB35の東 ・南面の一部を「L」字形に囲う雨落ち溝。規模は、

幅幅70~100cm・深さ10~15cm前後を測り、断面形は「U」字形を呈する。覆土は灰褐色土を

基調とし、内部からは図版26-94~96に掲載した須恵器無台坪（小泊窯の製品を含む）やロクロ土師器の小

甕などが出土している。（図版5・8)

SD742 
一畑・ 2に所在し、全長5.8mが検出された。内郭南面の区画溝とみられるが、過去に行なわ

れた圃場整備による削平のため、部分的にしか確認することはできなかった。残存部分で

は、幅65~100cm・ 深さ!Ocm前後を測り、断面形は「U」字形を呈する。覆土は灰褐色土を基調とするが、

内部から所属時期を明示するような遺物は出土していない。（図版5・8)

S0805 
-XII・3~一畑 .3に所在し、大型土坑SK504の北 ・西 ・南面の一部を囲うような形で検出

された。規模は、幅20cm前後 ・深さ 7cm程を測り、断面形は「U」字形を呈する。覆土は灰
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褐色土を基調とするが、内部から全く遺物は出土しなかった。

本溝は、 SK504に伴う排水溝的な機能が想定される。本来は、土坑の全周を囲う形であった可能性が高

いが、過去の圃場整備に伴う削平の影響で、確認することはできなかった。（図版5・8)

し)

d. 井戸

V区全体で11基の井戸が確認されている。これらは全て素掘りで、木枠を持つものは確認されていな

゜

SE506 
一刈・ 2に所在する。平面形は、上場で長軸1.2mを測る不整楕円形である。深度は、確認面

から最大で100cm程と浅いが、良好な湧水を見る。覆土は炭・灰を多量に含む暗灰色土を基調

としており、内部から土師器の小片が出土した。本井戸は、覆土の特徴からみて中世に位置付けられる可

能性が高い。（図版5・8)

-J<lll • 2に所在する。平面形は、上場で直径1.2m程の円形を呈する。深度は、確認面から最
SE507 

大で120cm前後。覆土は、上層に炭・灰を多量に含む黒味の強い土がレンズ状に見られ、その

下に未分解の植物遺体を含む暗灰色土が厚く堆積している。内部から須恵器細片（図版25-50~53)などが

出土した。これらは、いずれも周囲からの流れ込みとみられる。井戸の時期は、覆土の特徴からみて中世

に位置付けられる可能性が高い。（図版5・8)

-XII • 4~5 に所在する 。 平面形は上場で長径 I.6m程の楕円形を呈する。深度は、壁の崩落
SE512 

のため未確認である。覆土は、炭・灰を多量に含む暗灰色土を基調としている。内部から須

恵器やロクロ土師器の細片などが出土したが、いずれも周囲からの流れ込みとみられる。本井戸は、内郭

を区画する溝SD399を切って構築されており、覆土の特徴からみて中世に位置付けられる可能性が高い。

（図版7・9)

-XII • 5 に所在する 。 平面形は上場で長径I. Imを測る楕円形。深度は、確認面から最大で
SE513 

115cm前後。覆土は、炭・灰を含む暗灰色土を基調とする。内部からロクロ土師器の無台椀片

（図版25-64)などが出土した。本井戸の時期は、出土迫物・覆土の状況からみて10世紀前半に位置付けら

れる可能性が高い。（図版7・9)

一畑・ 2に所在する。平面形は、上場で直径80cmを測る円形。深度は、確認面から最大で
SE555 

135cm前後。覆土は、上層に炭・灰を少凪含む黒味の強い土がレンズ状に見られ、その下に暗

灰色土を基調とする層が厚く堆積している。内部から珠洲焼の播鉢片（図版25-63)が出土した。本井戸の

所属時期は、出土遺物・覆土の状況から中世に位置付けられる可能性が高い。（図版6・9)

SE559 
-'IN • 1に所在する。平面形は、上場で長径1.2mを測る楕円形。この付近は、過去の圃場整

備で大きく削平されており、 SE559の最大深度は確認面から60cmにすぎず、井戸の基底部の

みが残存している状況であった。覆土は、炭 ・灰を多凪に含む黒味の強い土を基調とする。内部からは、

金属器模倣の須恵器有台坪、灰釉陶器有台椀、ロクロ土師器無台椀の細片（図版25-60~62)が出土した。

これらは、いずれも周囲からの流れ込みとみられる。井戸自体の時期は、覆土の状況から10世紀前半以降、

中世に位置付けられる可能性が高い。（図版6・9)

-XII・2に所在する。平面形は、上場で直径80cmを測る円形。深度は確認面から最大で95cm
SE562 
程と浅いが、良好な湧水を見る。覆土は、上層に暗茶褐色土がレンズ状に堆積し、その下に僅か

に地山ブロックを含む黒灰色土が厚く堆積している。本井戸は、内郭に所在する建物 (SB35)の雨落溝

(SD653)を切って構築されており、内部から須恵器甕、ロクロ土師器無台椀（図版25-65~66)などが出
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土した。これらの遺物は、いずれも周囲からの流れ込みとみられる。本井戸の時期は、出土遺物 ・覆土の

状況からみて10世紀前半に位置付けられる可能性が高い。（図版5・9)

SE564 
-XII・2から一刈 ・2にかけて所在する。平面形は、上場で長径 lmを測る不整楕円形。深

度は、確認面から最大で110cm前後。覆土は、炭・灰を含む黒味の強い土を基調とし、内部か

ら珠洲焼の壷底部片（図版25-67)が出土した。本井戸の所属時期は、出土遺物・覆土の状況から中世に位

置付けられる可能性が高い。（図版5・9)

-XII • 2 に所在する 。 平面形は、上場で長径I . 2mを測る不整楕円形。深度は、確認面から最
SE565 

大84cm程と浅いが、良好な湧水を見る。覆土は、炭 ・灰を含む黒味の強い土を基調とし、最

下層に西側から流れ込む形で黒色炭化物の薄層が堆積している。本井戸は、内郭に所在する建物 (SB33)

の柱穴を切って構築されており、内部から須恵器無台坪 ・甕、 ロクロ土師器無台椀などが出土した。これ

らの遺物は、いずれも周囲からの流れ込みとみられる。本井戸の時期は、覆土の状況からみて中世に位置

付けられる可能性が高い。（図版5・9)

一刈・2に所在する。平面形は、上場で直径85cmを測る円形。最大深度は、確認面から110cm
SE575 

前後。覆土は、暗灰色土を基調としており、内部からは、須恵器長頸瓶や、完形品を含むロ

クロ土師器無台椀などが出土した（図版25-54~59)。本井戸の時期は、共伴遺物から10世紀前半頃に位置

付けられよう。（図版6・9)

SE669 
-XII・1~2に所在する。平面形は、上場で直径1.4mを測る円形。最大深度は、確認面から

140cm前後。覆土は、暗灰褐色士を基調としており、前述した10世紀以降の井戸の覆土より黒

味が少ない。内部からは、図版24-35~49に示した須恵器坪蓋・有台坪 ・無台坪、黒色土師器無台椀などが

まとまって出土している。これらの一群は、井戸廃絶の際投入された可能性が高い。本井戸の時期は、共

伴遺物から 9世紀後半頃を下限に考えることができよう。（図版5・8)

SE734 
-XII•3 に所在する 。 平面形は、上場で直径1. 4mを測る円形。 最大深度は、確認面から 11 0

cm前後。覆土は、上部2層に黒味の強い土がレンズ状に堆積し、以下は植物遺体を含む暗灰

褐色土を基調とする。内部からは、図版25-70~71に示した須恵器無台坪および、ロクロ土師器無台椀が出

土しているが、いずれも周囲からの流れ込みとみられる。本井戸の所属時期は、形態および覆土の状況か

らみて、 9世紀後半~10世紀前半頃と推定される。（図版5・9)

e. 土坑

V区全体で20基以上の土坑が確認されている。以下では、遺物が出土したものを中心に説明を加える。

-)cl]]. 3に所在する長大な土坑。後世の削平により部分的にしか確認できなかったが、周囲
SK504 

に排水溝 (S0805)が巡る可能性が高い。平面形は短冊形で、長さ6.8m・幅1.5m・ 最大深

度32cmを測り、短軸方向で切った断面形は幅広の逆台形を呈する。底面は比較的水平であり、土坑西端か

ら東へ1.3mほどがスロープ状となっている以外、深度の差があまりない。底面には、連続した円形の浅い

くぼみが観察され、馬の足跡ではないかとの指摘もなされている。

覆土は、大きく 4層に大別できる。この内最も厚い③層は、炭化物の薄層と灰褐色土の細かな互層から

なっており、層理面に乱れはなく水平に堆積している。この堆積状況は、土坑が長く開口状態に置かれ、

周囲からの流入土により少しずつ埋没したことを示している。土坑内部からは、 9世紀前半に位置付けら

れる須恵器坪蓋 ・有台坪・無台坪 ・横瓶、土師器無台坪 ・長甕がまとまって出土している（図版23~24・

1 ~33)。中でも、 1の坪蓋内面には「騨」と読める可能性がある墨書が見られ、遺構の性格を考える上で
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注目される資料と言えよう。

SK504は、内郭南端の中軸線よりやや東に片寄った位置に構築されている。主軸方向の一致からみて、

ある段階の内郭建物群に伴うものとみられる。形態的には、平城宮跡の馬寮で確認された「馬の洗い場」

とされる土坑SK6350(奈良国立文化財研究所1985)をコンパクトにしたものに近く、前述した土坑の埋没

状況や底面に見られる足跡状のくぼみの存在からも、同様な機能が想定できるのではないか。

本土坑の時期は、共伴遺物から 9世紀前半頃を下限に捉えることができる。他遺構との関係では、内郭

建物SB47・48の柱穴を破壊しており、両建物廃絶後に構築されたことが判明している。（図版5・9)

SK505 
-Xll • 3 に所在する方形土坑。 規模は、東西285cm · 南北215cm・最大深度10cmを測り、後世

の削平のため基底部のみが残存している状況であった。底面は若干凹凸があり、壁の立ち上

がりは比較的緩やかである。覆土は炭化物を少量含む暗灰色土の単層で、内部から珠洲焼摺鉢の大型破片

（図版24-34)が出土した。

SK505は、中世の掘立柱建物SB53の南東隅に近接して構築されており、主軸方向の一致から両者は併存

していた可能性が高い。土坑の時期は、共伴迫物から13世紀前半頃に位置付けられよう。（図版5・8)

一刈・4に所在する楕円形の土坑。規模は、長径270cm・短径190cm・ 最大深度7cmを測り、後
SK544 

世の削平のため基底部のみが残存。底面には若干凹凸があり、壁の立ち上がりは緩やかであ

る。覆土は炭化物を少量含む暗灰褐色土を基調とし、内部から古墳時代前期に位置付けられる尖底単孔の

甑 ・甕などが出土している。（図版7~8)

一刈 ・3~4に所在する短冊形の土坑。規模は、東西280cm・南北75cm・最大深度5cmを測
SK547 

り、後世の削平のため基底部のみが残存。底面は比較的平坦であり、壁の立ち上がりは緩や

かである。覆土は炭化物を少量含む暗灰褐色土を基調とする。内部からロクロ土師器無台椀の小片が出土

しているが、他の平安時代の遺構と比較して主軸方向が大きく異なっている。（図版6・8)

-Xlf • l~2 に所在する三 日月形の土坑。 規模は、長軸290cm · 短軸200cm・最大深度20cmを
SK563 

測る。底面は播鉢状を呈し、壁の立ち上がりは緩やかである。覆土は炭化物を少量含む暗灰

色土を基調とし、内部から黒色土師器高坪（図版25-68)が出土した。本土坑は、 S835・44・52の柱穴に

切られており、共伴遺物からみて8世紀前半以前の追構と考えられる。（図版5・8)

-Xlf・3に所在する楕円形の土坑。規模は、長径170cm・ 短径130cm・ 最大深度20cmを測る。
SK567 

底面は比較的平坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は炭化物を少量含む暗灰褐色土を

基調とし、内部から、酸化炎焼成の須恵器甕・坪蓋（図版25-76~77)が出土した。本土坑は、内郭の建物

S847・48の柱穴に切られており、共伴遺物からみて8世紀前半頃の遺構と考えられる。（図版5・9)

SK568 
-X[. 3に所在する不整楕円形の土坑。規模は、長径390cm・ 短径220cm・ 最大深度25cmを測

る。底面は播鉢状をなし、北側に一段深い部分を持つ。全体的に壁の立ち上がりは緩やかで

ある。覆土はSK567のそれと近似するが、所属時期を明示するような遺物は出土していない。本土坑は、

内郭の建物SB32の柱穴および、井戸SE734に切られている。（図版5・9)

-)4\1• 1に所在する。主要部分が東側調査区外に伸びるため平面形は不明だが、検出範囲で
SK583 

の規模は、長軸220cm・深度10cm前後を測る。底面は若干凹凸があり、壁の立ち上がりは緩や

かである。覆土は炭化物を少量含む暗灰色土の単層で、内部から須恵器高坪・土師器長甕・黒色土師器坪・

漆漉し布（図版25-72~75)等が出土した。本土坑の所属時期は、共伴遺物から 7世紀中葉頃に位置付けら

れよう。（図版6)
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f. 道路

調査区の東端付近で、中世の道路跡が 1条検出されている。

SX510 
-XIT•l~ ―刈・ 2 にかけて確認。 南北方向、総延長llmにわたり波板状痕跡が連続する 。 両

側溝・硬化面は確認できなかったが、道路跡になるものと推定される。波板状の浅いくぼみ

の幅は平均で40cm前後を測り、深度は確認面から 5~20cm程で若干ばらつきがある。覆士は、中世の遺構

に特徴的な黒味の強い土であった。出土遺物としては、飛鳥～平安時代の須恵器類・土師器の細片が整理

箱で2箱検出されたほか、珠洲焼の甕体部片が 1片のみ出土している。

本道路跡の年代は、珠洲焼の共伴および掘立柱建物SB52の柱穴を破壊している点からみて、 13世紀以降

に位置付けられる可能性が高い。（図版5・9)

(2) 水路 l区検出の遺構

a. 掘立柱建物

10棟が確認されている。建物の主軸方向は、 ①N-12~17°-Eを向 <V区検出の官術様建物群のそれと

共通するもの、 ②N-5°-E~N-7°-Wを向くもの、 ③N-17°-Wを向くもの、の 3種類に大別され

る。これらは、共伴遺物・同方向の溝の時期からみて奈良時代から平安時代までの年代幅が想定でき、飛

鳥時代や中世の建物は、本地区では確認できなかった。

S841 
-XI・1グリッドで、東西 l間 (2.lm)・ 南北2間 (4.9m)分の柱列

を検出した。さらに調査区外に伸びるため、全体の規模は不明。主軸

方向はN-13°-Eを向き、 V区検出官術のそれに近い。南北方向の柱間寸法は、北

より2.5m・2.4mである。柱掘り方は、直径35~50cmの円形。内部の柱痕跡は、直

径15cm前後の円柱であった。

SB41はV区から続く官徊内郭の北西隅に位置し、建物北辺より I.5mの地点には、

内郭北面を区画する可能性が高い溝SD954が所在する。本建物は、共伴遺物が無い

ため所属時期の詳細は明らかでないが、位置関係からみて内郭を構成する一棟『東

前屋』である可能性が高い。

I・I~-I・Iグリッドで、東西2間 (4.8m)・ 南北3間 (7.8m) 

分の柱列を検出した。さらに調査区外に伸びるため、全体の規模は不

明。主軸方向はN-5'-Eを向く 。本建物の柱穴の配置 ・形状・規模は、隣接する

S854 

I区東から水路4区にかけて検出された四面庇付建物SB17のそれに近く、同様の

構造を持っていた可能性が高い。推定される建物規模は、梁行2間 (5.2m)・桁行

5間 (12.Om)の身舎で4面に庇が付き、庇の出は東西2.4m・ 南北2.6mであった

とみられる。柱間寸法は、梁行が身舎 ・庇ともに2.6m等間、桁行が同じく 2.5m等

間と推定される。

柱掘り方は、長径90~120cmの円形あるいは楕円形で、方形に近いものもある。身

舎東妻の中央柱穴が他のものより若干小さい以外、身舎と庇で柱穴の大きさに差は

ない。確認された 8個の柱穴のうち、身舎の 3個と庇の 1個に柱根が遺存してお

り、長径35cm前後の半割材および円柱が使用されていた。

S854は構造・規模からみて、既調査時に検出されているSB13・17・20と同様に、

下ノ西遺跡の中では中枢的な建物であったと推定される。本建物の所属時期は、整

汀
S841 

0柱根遺存

SB54 
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地層 (SX852)を切って構築されていることから、 9世紀後半頃を上限に考えるこ

とができる。ほぼ同時期とみられるSBl7とは近接して所在しており、両者が併存

していたのか、あるいは微妙に時期差を持つか否かについては、今後の検討課題で

ある。

S855 
-II•l~-ID·l グリッドに所在する東西棟。 主軸方向はN-7 °

-wを向く 。建物の規模は、梁行2間 (4.Sm)・桁行き l間 (2.lm) 

以上で、さらに東側調査区外に伸びる。梁行の柱間寸法は、 2.4m等間である。柱掘

り方は 1辺60~80cmの方形を呈する。確認された 5個の柱穴のうち、 2個に柱根が

遺存しており、いずれも直径18cm前後の円柱であった。柱穴内部からは、所属時期

を明示するような遺物は出土していない。

S855の北面と南面には、主軸方向がほぼ同じ溝SD848・849とSD882が所在し、

本建物に伴う区画施設であった可能性がある。このうち、北面に所在するSD848・

849からは、 9世紀中葉頃の須恵器無台坪（小泊窯産）が出土しており、本建物の年

代観を示唆するものといえよう。

-ill •l~ -IV ·l グリッドに所在する東西棟。 主軸方向はN-17° -
S856 

Wを向く 。東西の妻が未確認であるため詳細は不明だが、梁行2間

(4. 8m)・桁行 l間 (2.lm)以上で、さらに東西方向に伸びる。柱掘り方は 1辺65

cm前後の円形。確認された4個の柱穴のうち、 3個に柱根が遺存しており、いずれ

も直径20cm前後の円柱であった。柱穴内部からは、所属時期を明示するような遺物

は出土していないが、切り合い関係からみて、前述したSD882より新しい。

-N・1グリ ッドに所在する東西棟。主軸方向はN-1°-Eを向く 。
S857 

さらに西に伸びるため全容は不明だが、梁行2間 (4.8m)・桁行 I間

(2. 4m)以上の身舎を持ち、北面に庇 (1.Sm)が付く 。柱掘り方は長径55~120cm

を測る楕円形で、若干大きさにばらつきがある。確認された 6個の柱穴のうち、身

舎の2個に柱根が遺存しており、いずれも直径20cm前後の円柱であった。柱穴から

時期を明示する追物の出土はない。他遺構との関係では、 8世紀初頭頃の溝

SD1030を切って構築されている。

-v・1グリッドに所在する東西棟。主軸方向はN-7°-Eを向く 。
S858 

さらに西に伸びるため全容は不明だが、梁行2間 (4.8m)・桁行 l間

(2. Om)以上の規模を持つ。梁行の柱間寸法は、 2.4m等間である。柱掘り方は長

径65~75cmを測る楕円形で、確認された4個の柱穴のうち、 1個に直径20cmの柱根

が遺存していた。柱穴から時期を明示する遺物の出土はない。他遺構との関係で

は、 8世紀初頭頃と推定される溝S01030を切り、 10世紀前半の井戸SE956に切られ

ている。

S859 
-VI・1グリッドに所在する南北棟。主軸方向はN-7°-Eを向く 。

さらに東に伸びるため全容は不明だが、梁行 l間 (4.8m)以上・桁行

3間 (5.4m)の規模を持つ。桁行の柱間寸法は、 I.Sm等間と推定される。柱穴の

規模からみて、梁行は2間となろう。長径48~64cmを測る円形あるいは楕円形の掘

方を持ち、内部の柱痕跡は、直径16~25cmの円柱であった。柱穴から時期を明示す
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る遺物の出土はない。他遺構との関係では、 9世紀後半の土坑SK939に切られてい

る。

S860 
-IX・1グリッドに所在する東西棟。主軸方向はN-12°-Eを向く 。

さらに西に伸びるため全容は不明だが、梁行2間 (3.Om)・桁行 l間

(1. Sm)以上の規模を持つ。梁行の柱間寸法は、 I.5m等間である。長径40~50cm

を測る円形あるいは楕円形の掘方を持ち、内部の柱痕跡は、直径16~25cmの円柱で

あった。柱穴から時期を明示する追物の出土はない。他遺構との関係では、 9世紀

中葉の竪穴状遺構SXIOOSに切られている。

-VI・1グリッドに所在する南北棟？主軸方向はN-17°-Eを向く 。
S861 

南北方向に 3間 (4.2m)分を確認。建物は東側調査区外に伸びる。桁

行の柱間寸法は、 I.4m等間と推定される。掘方は長径40~56cmを測る円形あるい

は楕円形で、確認された4個の柱穴のうち 1個に、直径20cmの柱根が遺存していた。

柱穴から時期を明示する遺物の出土はない。他追構との関係では、 8世紀後半の土

坑SK1053を切っている。

-VI・1 ~-VII・1グリッドに所在する東西棟？主軸方向はN-2° ― 

Eを向く 。さらに東側調査区外に伸びるため全容は不明だが、梁行2
S862 

間 (3.6m)・桁行 l間 (2.2m)以上の規模を持つ。梁行の柱間寸法は、 1.Sm等間

である。掘方は長径40~45cmを測る円形あるいは楕円形で、確認された4個の柱穴

のうち 1個に、直径15cmの柱根が遺存していた。柱穴から時期を明示する遺物の出

土はない。他遺構との関係では、 8世紀後半の土坑SK1053を切っている。また、前

述したSB61とも 1部重複するが、両者の前後関係は捉えられなかった。

b. 柵列

水路l区では、 1条が確認されているのみである。

-I・1グリッドにおいて東西 1間 (1.7m)分を検出したが、さらに
SA08 

東西の調査区外に伸びる可能性が高い。主軸方向は、 N-7°-Wを

団
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向く 。柱掘り方は、 一辺60cm前後の方形を呈し、直径18cm程の円柱が遺存していた。

C. 溝

いわゆる畝状の小溝も含めると水路l区全体で38条以上の溝が確認されている。以下では、遺物が出土

した溝など、主要なものを中心に説明を加える。

-II・1グリッド検出した東西方向の溝。主軸方向は、近接するSB55のそれに近い。規模
S0848 

は、幅75cm・深度18cm前後を測る。断面はU字形で、壁の立ち上がりは北側のそれが急であ

る。覆土は2層に大別され、暗灰色土を基調とする。内部から図版37-383の須恵器無台坪が出土した。切

り合いからみた他遺構との関係では、同方向の溝SD849に切られ、 10世紀前半に位置付けられる井戸

SE1009に切られている。（図版10)

-II・1グリッド検出した東西方向の溝。主軸方向は、前述したSD848と同一であり、わず
SD849 

かに北に振れた位置で重複する。規模は、幅80~90cm・深度18cm前後を測る。断面はU字形を

基本とするが、南岸に幅20cm前後のテラスを持つ。覆土は2層に大別され、上層にSD848より黒味の強い黒
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灰色土が堆積する。内部から圏版37-382・384の須恵器無台坪が出土した。（図版10)

SD882 
-m • 1グリッド検出した東西に伸びる溝。主軸方向は、前述したSD848・849に近い。規模
は、幅120~130cm・ 深度30cm前後を測る。断面は箱形を基本とするが、南岸に幅30cm前後の

テラスを持つ。覆土は 3層に大別され、暗灰色土を基調とする土が、主に南岸方向から流れ込む状態で堆

積している。内部からは、所属時期を明示するような遺物は出土していない。他遺構との切り合い関係で

は、掘立柱建物SB56の柱穴に切られている。

SD882は、 SD848・849とともに、同方向の掘立柱建物SB55に関連する区画施設であった可能性が高い。

その年代は、上記の溝の共伴遺物から 9世紀中葉頃に位置付けられよう。（図版11)

-VIII・1グリッド検出した東西に伸びる溝。主軸方向は、 V区で検出した官術様建物群のそ
S0926 

れに近い。規模は、幅135cm・深度20cm前後を測る。断面はU字形を基本とする。覆土は 3層

に大別され、最上層に黒味の強い黒灰色土、地山ブロックを含む暗灰色土を基調とする土が堆積する。内

部から所属時期を明示するような遺物は出土していないが、主軸方向からV区の官徊様建物群に伴う可能

性が高い。

S0926関連遺構で注目されるものとして、北4mの位置にある同方向の溝S0959が上げられる。両溝に

挟まれた間は、遺構がほとんど分布しない帯状の空白域となっており、両者を南北の側溝とみるならば、

この間を道路として捉えられる可能性も出てくる。しかし、道路側溝とするには両溝の規模に差があり過

ぎる点がネックであり、今後の検討課題といえよう。（図版12)

-VI • 1グリッド検出したL字形に屈曲する溝。主軸方向は、 V区で検出した官術様建物群の
S0944 

それに近い。規模は、幅30cm・ 深度7cm前後を測り、断面U字形を呈する。覆土は炭化物を

少量含む暗灰色土を基調とするが、内部から時期を明示するような遺物は出土していない。SD944は、ほ

ぼ同じ規模のSD925と接続して、 SB59を囲う方形区画となる可能性があろう。（圏版11)

S0947 
-X • 1グリッド検出した東西溝で、延長約I.2mを確認。主軸方向は、 V区で検出した官術

様建物群のそれに近い。規模は、幅130cm・深度10cm前後を測る。断面はU字形を呈し、覆土

は炭化物を含む黒灰色土を基調とする。内部から図版37-380~381に示した須恵器坪蓋 ・無台坪が出土し

た。（図版13)

-XI・1グリッド検出した東西に伸びる溝。主軸方向は、 V区で検出した官術様建物群のそ
SD954 

れに近い。規模は、幅45cm・ 深度6cm前後を測る。断面はU字形を呈し、覆土は炭化物を含

む暗灰色土を基調とする。内部から所属時期を明示するような遺物は出土していないが、主軸方向 ・位置

関係からみて、内郭北辺を区画する区画施設である可能性が高い。内郭南辺を区画するS0742との距離

は、溝の心々で約27m(約90尺）の完数値となる。（図版13)

SD959 
-VIII・1グリッド検出した東西に伸びる溝。主軸方向は、 V区で検出した官術様建物群のそ

れに近い。規模は、幅30cm・ 深度8cm前後を測る。断面はU字形を基本とし、覆土は黒味の

強い黒灰色土である。内部から所属時期を明示するような遺物は出土していないが、主軸方向が同じV区

の官術様建物群や、前述したSD926と同時期である可能性が高い。（図版12)

S01030 
-ill • l~-V · l グリッドで検出した南北溝。 一 V·1 付近で直角に屈曲し、さらに西へ

伸びる。主軸方向は、 7世紀後半の溝SD400に近い。規模は、―ill・l~-IV・l付近が幅

40~50cm・ 深度10cm前後であるのに対し、一V・1付近で徐々に幅広となり、屈曲後は幅150cm・深度15

cm前後を計測する。断面はU字形を呈し、覆土は地山との識別が困難な暗灰色土である。内部からは、須

恵器有台坪 ・無台坪 ・高坪、土師器甕（図版37-385~391)などが出土しており、他追構との関係では、
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SD882・SE956・SB57・SB58など、重複する遺構全てに切られている。

SD1030の時期は、主軸方向および共伴した遺物からみて、 8世紀初頭頃に位置づけられるものと推定さ

れる。（図版11)

S01041 
-IX・1グリッドで検出した東西溝。主軸方向は、 V区で検出した官術様建物群のそれに近

い。溝の北辺は凹凸が激しく、幅55~130cmを計測するなど不揃い。深度は10cm前後である。

断面はU字形を呈し、覆土は地山との識別が困難な暗灰色土である。内部からは、須恵器有台坪 ・無台坪

（図版37-401・405)などが出土している。他遺構との関係では、 SK1043を切る。（図版13)

d. 井戸

水路 l区全体で2基の井戸が確認されている。これらはいずれも素掘りで、木枠を持つものは確認され

ていない。

SE956 
-V• 1に所在する。平面形は、上場で長径1.7m・ 短径1.3mを測る楕円形である。深度は、

確認面から最大で160cm程である。覆土は4層に大別され、上3層に炭・灰を含む黒味の強い

土がレンズ状に堆積し、以下、暗灰色土と青灰色度の混土層となる。内部から多量の土師器椀（図版29-168

~195)・須恵器坪蓋 (196)・有台坪転用硯 (197)・ 輔羽口 (198)・砥石 (199)・獣骨 ・呪符木簡（図版44-

第22号）などが出土した。これらのうち多くは、井戸廃絶時に執り行われた祭祀に伴い投入されたものと

推定される。SE956の所属時期は、共伴遺物から10世紀前半頃を下限に位置づけられよう 。（圏版11)

-II・1に所在する。SE1009は、井戸本体とテラス部分 (SX998)からなる。平面形は、テ
SE1009 

ラスの上場で長軸3.3m・短軸2.3mを測る瓢形である。井戸本体は、テラスの北東側にやや

片寄って所在し、直径l.5m (中上場）・確認面からの最大深度85cm程と浅いが、良好な湧水を見る。覆土

は大きく 3層に大別できる。最上層には炭・灰を多量に含む黒色土がレンズ状に堆積し、以下2層は暗灰色

土を基調とする土となる。SEl009およびそのテラスであるSX998からは、完形の土師器椀を中心とした多

量の土器（図版30-200~229)が出土している。これらのうち多くは、井戸廃絶時に執り行われた祭祀に伴

い投入されたものと推定される。SE1009の所属時期は、共伴遺物から10世紀前半頃を下限に位置付けら

れ、前述したSE956とは同時期に機能していたものと推定される。（図版10)

e. 土坑

水路 l区全体で7基の土坑が確認されている。以下では、遺物が出土したものを中心に説明を加える。

SK939 
-VI・1に所在する不整円形の土坑。規模は、長径190cm・短径150cm・深度15cm前後。底面

は比較的平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は 2層に分けられ、上層が炭化物を多量に

含む黒灰色土。以下、暗灰色土と青灰色土の混合土となる。土坑内部からは、図版33-274~276に掲載した

須恵器有台坪と無台坪（小泊窯跡産）が出土している。本土坑の時期は、共伴土器からみて 9世紀後半頃

に位置付けられよう 。他遺構との切り合い関係では、 SB59より新しい。（図版12)

-I・1 ~-Il・1に所在する土坑。東側調査区外に伸びるため全容は不明である。確認で
SK952 

きた部分での規模は、長軸220cm・深度20cm前後を測る。底面は比較的平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。覆土は3層に分けられ、中層の暗青灰色土層を挟み上下に暗灰色土を基調とする士が堆積す

る。土坑内部からは、図版33-278~281に掲載した須恵器の有台坪・無台坪 ・瓶類と土師器無台椀が出土し

ている。本土坑の時期は、共伴土器からみて 9世紀前半頃に位置付けられよう 。（図版10)
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SK999 
-VII • 1に所在する不整円形の土坑。規模は、長径180cm・ 短径170cm・深度25cm前後を測る。

壁の立ち上がりは東が急で、西側は緩いスロープ状を呈する。覆土は 2層に分けられる。上

層に炭化物を多凪に含む黒灰色土と青灰色土の混合土がレンズ状に堆積し、以下暗灰色土を基調とする層

となる。土坑内部からは、図版33-282~285に掲載した須恵器の坪蓋・有台坪．と土師器小甕が出土してい

る。本土坑の時期は、共伴土器からみて9世紀前半頃に位置付けられよう。（図版12)

-IX・1に所在する土坑。SDJ04l・1042、SK1044によって破壊されている部分が多く平面
SK1043 

形は不明。残存部位での最大深度は約5cmを測り、覆土は炭化物を多量に含む暗灰褐色土と

黄褐色土の混合土である。土坑内部からは、図版33-286~290に掲載した須恵器の坪蓋・有台坪・長頸瓶と

黒色土師器高坪などが出土している。本土坑の時期は、共伴した土器からみて 7世紀後半頃に位置付けら

れよう。（図版13)

-IX・1に所在する楕円形の土坑。規模は、長径120cm・短径100cm・深度20cm前後を測る。
SK1044 

覆土は炭化物を含む暗灰褐色土と黄褐色土の混合土である。土坑内部からは、図版33-294に

掲載した須恵器の無台坪が出土している。（図版13)

-Xl・l~-Xll・l~に所在する土坑。一部調査区外に伸びるため全容不明だが、不整楕円
SK1049 

形を呈する。確認された部分での最大深度は15cm前後を測り、壁の立ち上がりは緩やかであ

る。覆土は炭化物を含む暗灰褐色土と黄褐色土の混合土である。土坑内部からは、図版33-298に掲載した

須恵器の長頸瓶が出土している。（囮版13)

-VI • 1 ~-VII・1に所在する大型土坑。東側が調査区外に伸びるため全容は不明である。確
SK1053 

認できた部分での規模は、長軸440cm・最大深度55cmを測る。底面は比較的平坦だが、北と南

の壁際に土坑状の施設を持つ。覆土は 5層に分けられ、上3層は炭化物を多量に含む黒灰色土を基調とし、

その下層が炭化物を含む暗灰色土となる。最下層の⑤層は、南側壁際の落ち込み底面にのみ見られ、未分

解の植物を含む暗灰色土であった。土坑内部からは、図版31-230~259・図版32-260~273に掲載した須恵

器の坪蓋 ・有台坪 ・無台坪 ・鉢と土師器無台椀．鉢・長甕 ・小甕、帯金具の巡方が出土している。本土坑

の時期は、共伴土器からみて 8世紀後半頃に位薗付けられよう。（図版12)

f. その他の遺構

前項までに述べた遺構種類に該当しないものを一括して取り上げる。

I・l~-I・1にかけて確認した大きな窪地状の地形。さらに調査区外に伸びるため、平面
SX852 

形は不明。確認した部分での最大深度は約20cmを測る。覆土は 3層に分けられ、暗灰色土を

基調とするが、中層に炭化物を多量に含む黒灰色土を挟む。内部からは、図版34-299~333・図版35-334~

349に掲載した須恵器の坪蓋 ・有台坪 ・無台坪 ・鉢と土師器無台椀 ・長甕 ・小甕がまとまって出土してい

る。本落ち込み検出土器は、 308のように古手の資料も一部含むが、おおむね9世紀後半頃を主体とするも

のである。

SX852の具体的性格については、大型建物SB54建設に先行して実施された整地行為に関連する可能性が

高いが、調査が局所的であるため詳細は不明である。（図版10)

-¥IIIl・1 ~-IX・1にかけて確認した方形の竪穴状遺構。主軸方向は、 V区で検出した官術
SX1008 

様建物群のそれに近い。さらに西調査区外に伸びるため全容は不明だが、確認できた東辺の

長さ約350cm・深度15cm前後を測る。覆土は2層に分けられ、いずれも暗灰色土を基調とする。内部から

は、図版36-350~354に掲載した須恵器有台坪・無台坪・瓶類と土馬が、底面からやや浮いた状態で出土し
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た。

SX1008はいわゆる竪穴建物となる可能性が高いが、鼈については未確認である。（図版13)

-VII・lで確認した竪穴状の遺構。南北290cm・ 最大深度15cm前後を測るが、調査区内で東
SX1011 

西の端を捉えることができなかったため全容は不明である。底面には若干凹凸が見られ、北

東側に一段高いテラス状の部分が存在する。覆土は3層に分けられ、図版36-355~379に掲載した須恵器

有台坪・無台坪・瓶類と土師器坪が、いずれも底面から浮いた状態で出土した。本遺構に伴う鼈 ．柱穴等

は未確認である。（図版12)

(3) 水路2区検出の遺構

a. 掘立柱建物

調査区の幅が狭く、柱列としてしか確認できなかった場合も多いが、 3棟以上が存在するようである。

建物の主軸方向は、 N-8°-Eを向くものと、 N-I 0-Eを向くものがある。建物の所属時期を明示する

ような共伴遺物はないが、周辺出土土器のほとんどは 8世紀前半に位置付けられる資料に限定される。

-x・9~10グリッドで、 5個 ・2列の柱穴の並びを確認。これらが
S863 

全て同一の建物を構成すると仮定した場合、梁行2間 (3.Om)・ 桁行r
最低5間 (11.5m)の東西棟となり、柱間は梁行1.5m・ 桁行2.3m等間と推定され

よう。建物の主軸方向は、 N-8°-Eを向く 。掘り方は、長軸60~80cmを測る方形

に近いものが多く、内部の柱痕跡は直径20~25cmの円柱である。

-X・9グリッドで、 2個の柱穴の並びを確認。前述したSB63とは柱
S864 

筋が通り、ほぼ同規格の長大な建物が回廊状に直列している可能性も

あろう。検出した柱穴2個には、直径15cmと18cmを測る柱根部がそれぞれ遺存して

いた。

S865 
-x・10グリッドで、東西方向に 2個の柱穴の並びを確認。建物の主

軸方向はN-1°-Eを向き、前述したSB63・64より 7度東に傾く 。柱

間は2.3mを測り、掘り方は長軸80~100cmの楕円形。内部の柱痕跡は直径20cmを測

る円柱であった。

｀
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b. 溝

小規模なものも含めると水路2区全体で11条の溝が確認されている。以下では、遺物が出土した溝な

ど、主要なものを中心に説明を加える。

SD1063 
-XI・7~-Xll・7グリッド検出した南北方向の溝。主軸方向は、 V区で検出された官術様

建物群のそれに近い。規模は、幅110cm・深度27cm前後を測る。断面はU字形で、壁の立ち

上がりは東側がやや急である。覆土は、暗灰色土を基調とする。内部から図版38-422の須恵器有台坪が出

土した。他遺構との切り合い関係では、後述するS01064に切られている。

SD1063とSD1064は、ほぼ同一位置で重複している点からみて、同じ溝の掘り直し（改修）である可能

性が高い。（図版14)

-XI • 7~-XII · 7 グリッド検出した南北方向の溝。 S01063 とほぼ同一位置で重複しており、
S01064 

同溝を切って構築されている。規模は、幅160cm・深度20cm前後を測る。断面はU字形で、壁

の立ち上がりは緩やかである。覆土は、黒灰色土を基調とする。内部から図版38-421の須恵器有台坪が出
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土した。（図版14)

SD1080 
-IX • ll~-X·ll グリッド検出した南北方向の溝。 SD1081 とほぼ同一位置で、 同溝を切る

形で重複している。主軸方向は、 SD1081より若干西に偏っており、東側に隣接するS865の

それに近い。規模は、幅260cm・深度20cm前後を測る。断面はU字形で、壁の立ち上がりは緩やかである。

覆土は、暗灰色土を基調とする。内部から図版38-419の須恵器有台坪が出土した。

本溝は、前述した同方向の建物SB65に伴う可能性が高い。（図版15)

S01081 
-x・11グリ ッド検出した南北方向の溝。前述したSD1080に切られている。規模は、幅130

cm・ 深度20cm前後を測る。断面はU字形で、壁の立ち上がりは東側が急である。覆土は、

SD1080より明るい色調の暗灰色土を基調とする。

SD1081は、東側に隣接して確認されたSB63・64と主軸方向が一致し、同建物に関連する施設である可

能性が高い。（図版15)

c. 土坑

水路2区で検出された土坑は、 1基のみである。

-x・9~10に所在する楕円形の土坑。調査区外に伸びるため、北東側が一部未確認。規模
SK1072 

は、長径170cm・短径50cm・深度15cm前後。土坑底面は比較的平坦で、壁は緩やかに立ち上が

る。覆土は、青灰色土がわずかに混じる暗灰色土。土坑内部からは、図版38-420に掲載した須恵器有台坪

が出土している。本土坑の時期は、共伴土器からみて 8世紀前半頃に位置付けられよう。（図版15)

(4) 水路3区検出の遺構

a. 掘立柱建物

調査区の幅が狭く、柱列としてしか捉えられなかった場合も多いが、最低でも 5棟が存在するようであ

る。建物の主軸方向は、 N-4~5°-Eを向くものと、 N-2°-Wを向くものの2方向が確認できる。建

物の所属時期については、柱穴内共伴遺物および周辺出土土器の様相から、おおむね8世紀前半の短期間

に限定できる可能性が高い。

-VIII・13~14グリッドで、東西4間 (10.Om)分の柱穴の並びを確認。

東西の妻および対辺の柱穴が未確認のため、南北どちらの方向に伸び
S866 

る建物かは不明。主軸方向は、 N-5°-Eを向く 。柱間間隔は、最も

西側の 1間が2.8mを測り、他の 3間分は2.4m等間となる。掘り方はほぽ方形で、

一辺100cm前後のものが多いが、西端の柱穴のみ一回り小さく一辺60cmであった。

本建物に伴う 5個の柱穴のうち 2個には抜き取り穴が観察され、そのうちのP-1100

からは、図版38-432に掲載した須恵器坪蓋が出土した。

-Vil・15~16グリ ッドで、東西4間 (7.2m)分の柱穴の並びを確認。

東西の妻および対辺の柱穴が未確認のため、南北どちらの方向に伸び

る建物かは不明。主軸方向は、 N-4°-Eを向く 。柱間間隔は、全て

1.8m等間。掘り方はほぽ方形で、一辺70~90cmを測る。本建物に伴う 5個の柱穴

のうち 2個には抜き取り穴が観察される。

SB67 

P-1100 
L 

. -~ 
S866 

．． 

A
 • • • • • 
S867 

S868 
-VIl・16~-VIl・20グリッドで、東西3間 (6.2m)分の柱列および、

東妻の中央柱穴とみられるピット 1個が確認された。これらが全て同
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ーの建物だと仮定した場合、梁行2間 (5.4m)・桁行4間 (8.Om)程度の規模とな

ろう 。主軸方向は、 N-2°-Wを向く 。柱間間隔は、梁行が2.7m前後、桁行が西

から2.2m・2. 2m・I. Sm・I. Smを測る。掘り方は円形あるいは楕円形で、長径60

~90cmを測るが柱痕跡は不明。P-IOSSから図版3S-433に掲載した須恵器坪蓋が出土

した。

SB6Sは後述するS869・70と重複しており、同位置での建て替えが行なわれた可能

性が高い。柱穴の切り合いからみた新旧関係は、 SB6S→S870およびS869→S870 

（いずれも古→新）である。SB6SとS869の関係は、相互の切り合いがないため不明

である。

S869 
-VI・16~-VII・16グリッドで、東西 l間 (2.Om)分の柱列および、

東妻の中央柱穴とみられるピット1個が確認された。SB68・SB70と

ほぼ同位置で重複し、主軸方向はN-2°-Wを向く 。柱間間隔は、梁行がI.9m前

後、桁行きが西から2.0m等間になるものと推定される。長径60cm前後の円形ある

いは楕円形の掘り方を持ち、内部の柱痕跡は直径20cmの円柱。

S870 
-VI • l6 グリッドで、東西 2 間 (4 .Om)分の柱列を確認。東西の妻お

よび対辺の柱穴が未確認のため、南北どちらの方向に伸びる建物かは

不明。主軸方向はN-2°-Wを向く 。長径60cm前後の円形の掘り方を持つが、柱

痕跡は不明であった。

b. 溝

Pl日
SB68 

Q 
S869 

A 
• • • 
S870 

小規模なものも含めると水路2区全体で7条の溝が確認されている。以下では、遺物が出土した溝な

ど、主要なものについて説明を加える。

-V • l8グリッド検出した南北方向の溝。 規模は、幅100~190cm ・ 深度1 0~1 5cm 前後を測り、
SD1085 

壁の立ち上がりは極めて緩やかである。覆土は暗灰色土を基調とし、内部から図版38-444に

掲載した平瓦が出土した。本溝は他の溝と比較して輪郭ラインが不規則であり、底面の形状が一定しない

点などから自然流路の可能性もあろう。（図版18)

S01105 
-VII•l5グリッド検出した南北方向の溝。 主軸方向は、西に隣接する SB67のそれとほぼ直交

する可能性が高いが、溝の検出距離が短いため断定はできない。規模は、幅150~190cm・深

度25cm前後を測る。断面はU字形を呈し、壁の立ち上がりは緩やかである。覆土は粘土質の強い暗灰色土

を基調とする。内部から所属時期を明示するような遺物の出土はない。

本溝は、主軸方向および位置関係からみて、掘立柱建物SB67に関連する区画溝あるいは雨落ち溝として

の機能が想定できるが、調査区の制約のため詳細は不明。（図版17)

(5) 水路4区検出の遺構

a. 掘立柱建物

水路4区は、平成8年度に第 1次調査を実施した『 I区東』の南側に並行して設定された調査区である。

今回の調査では、第 1次調査で部分的に検出されていた 2棟の建物の延長が確認されたが、調査区の幅が

狭く新たな建物の発見はなかった。
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I · -2~-4 、 -I•-3~-4 グリッド

で検出した東西棟。今回の調査では、身舎南

側柱列を中心に10個の柱穴が確認されたが、

建物はさらに南側調査区外に伸びている。主軸方向は、 N

S817 
P-12 

-1°-Eを向く 。

SB17は当初、総柱の構造をとるものと想定されていた

が、今回の調査成果から四面庇付建物となる可能性が強

まった。四面庇付きとした場合の規模は、東西21.0m(身

舎5間、東西両面に庇、柱間は身舎・庇ともに3.0m=IO尺等間）、南北12.0m(身舎2間、南北両面に庇、

ロ
S817 

柱間は身舎 ・庇ともに3.Om=IO尺等間）となり、庇部分を含めた平面積は252rriに達する。

本建物の掘り方は、身舎と庇で大きさに差はなく直径IOO~l20cmを測る円形のものが主体、柱痕跡は直

径30cm前後の円柱であった。柱は全て抜き取られており、柱根部が遺存するものはない。断面観察の結

果、基盤層と同じ青灰色シルトで抜き取り穴を埋めている事実が判明した。柱穴内部からは、図版39-455・

459に掲載した土師器無台椀と須恵器長頸瓶が出土したが、いずれも抜き取り穴の埋め土に含まれていた。

本建物の所属時期は、 9世紀中葉頃を下限とする道路側溝を切って構築されていることや、抜き取り穴

出土土器の年代観からみて、おおむね9世紀後半代に位置付けられるものと推定される。この時期は、八

幡林遺跡において中心となるC地区の四面庇付建物（平面積I80rri)が廃絶し、 I地区の墨書土器に記され

た方位が南（南殿 ・南家）から北（北殿・北家）に変化する画期とも重なり、八幡林遺跡から下ノ西遺跡

への中枢施設の移転なども考慮する必要があろう 。

S820 
I・-1 ~-2、で検出した東西棟。今回の調査では、
柱穴4個を新たに確認できた。主軸方向は、 N-37°-E

を向く 。建物規模は、梁行2間 (6.Om)・桁行4間 (12.Om)以上の

身舎を持ち、北面に庇（庇の出2.6m)が付く 。本建物は、さらに西側

調査区外（現村道下）に伸びるものと推定される。柱間間隔は庇の出

を除き、梁行・桁行ともに3.0m等間であったと推定される。掘り方は

いずれも円形あるいは楕円形を呈し、規模は身舎で長径50~80cm、庇

部分で長径30cm前後を測る。現在までの調査で確認された12個の柱穴

二
．．． 
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0柱根遺存

のうち、身舎5個 ・庇 1個において柱根部が良好に遺存していた。身

舎では直径28~35cm、庇部分では直径20cm程の円柱である。

本建物に関連する遺構としては、主軸方向が同じ長大な土坑SKOl(平成8年度調査）があげられる。

S820 

SKOiは、 SB20の北辺より2.8mの位置に所在し、内部から],000個体近い土師器椀が出土しており、大量の

土器を使用する何らかの祭祀の実施が想定されている。今回の調査で検出されたSKI151も、規模こそ小

さいが同様の祭祀に関わるものであろう 。

SB20の所属時期は、柱穴の切り合いから前述したSBl7より確実に新しく、関連する祭祀土坑SKOi・

SKll51出土土器の年代観からみて、 10世紀前葉頃に位置付けられよう 。

b. 板塀

平成8年度の第 1次調査時に検出されたものの延長である。
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S007 
I•-3~-I•-3 グリッドに所在し、 主軸方向は道路SX223 と同じ N-14 ° -Wを向く 。

構造的には、幅50~60cm・深度30cm前後を測る溝状の掘り方を持ち、その中に厚板を連続し

て建て並べ、埋め込んだものであろう。使用された板材は、土層断面および掘り方底面の痕跡からみて、

幅12~18cm・厚さ 7cm前後の大きさであったと推定される。板材の下端が掘り方底面より20cm前後深く沈

み込んでいる点は、設置にあたって打ち込みも併用していることを示している。各板材は遺構廃絶時に抜

き取られており、断面には明確な抜き取り穴が観察される。

本板塀は、抜き取り穴出土土器（図版39-460)の年代観からみて、道路が機能した最終段階（下限=9

世紀中葉頃）に伴うものであろう。（図版19~20)

c. 土坑

水路4区で検出された土坑は、 2基のみである。

SK1151 
I・-2~-3グリッドに所在する不整楕円形の土坑。規模は、長径220cm・短径100cm・深

度15cm前後。土坑底面は若干凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、炭化物を多量

に含む黒灰色土を基調とする。土坑内部からは、図版39-445~454に掲載した須恵器有台坪・土師器無台椀

が出土している。本土坑の時期は、土師器無台椀の形態から10世紀前葉頃と推定されるが、 445のようにや

や古相を帯びた資料も含んでいる。（図版19~20)

I• -4~-I•-4 グリッドに所在する楕円形の土坑、さらに南側調査区外に伸びる 。 確
SK1168 

認できた部分での規模は、長軸210cm・ 幅120cm・ 深度10cm前後を測る。土坑底面は比較的平

坦であり、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は、炭化物を少量含む暗灰色土の単層である。土坑内部からは、

土師器細片が少量出土したのみで、所属時期は明確にできなかった。（図版19~20)

ct. 道路

平成8年度の第 1次調査で確認した、南北道路の延長が検出された。

SX223 
I•-3~-I • -3 グリッドに所在し、主軸方向はN- 1 4 ° -Wを向く 。 東西両面に側溝を

持つが、後世の削平により硬化面等は確認できなかった。本道路跡は、溝の断面観察より数

回の改修が想定される。西側溝については、幅270cmの間で最低3本の溝 (SD06・08・1194)が重複して

おり、 一時期における側溝幅は80~100cm・深度30~50cm程と推定される。それに対し、東側溝での溝の

重複は西より 1本少ない 2本 (SD09・10)で、 一時期における側溝幅は60~80cm・深度15~35cm程であっ

た。しかし、平成8年度の調査区では西側溝SDlOの外側1.3mの位置にもう一本の溝SD90があり、今回の

調査区では後世の削平等の理由で確認できなかった可能性が高い。東西の側溝位置から推定した道路幅

は、 4.9~5. 3m (溝の心々距離）を測る。

次に本道路跡が機能した時期について考えたい。道路の上限は、主軸方向が8世紀初頭以前に位置付け

られる掘立柱建物のそれに近いことや、西側溝の中では最も古いSD06とは直交し同時に機能したとみら

れるSD85から 8世紀初頭頃の須恵器有台坪が出土していることから、奈良時代以前に構築された可能性

が高い。他遺構との切り合い関係からみた下限の時期は9世紀中葉頃と推定され、以後旧道路敷をまたい

で、 SB17など大型建物の建造が始まる。

SX223は、数時の改修によって長期間維持された、極めて重要度の高い道路である。進行方向や規模か

らみて北陸道の本体とは考えられないが、小島谷川に沿って南下し峠越えで信濃川方面（東古志）に抜け

る、連絡路としての機能が想定されよう。（図版19~20)
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(6) II区検出の遺構

a. 掘立柱建物

本地区は第 1次圃場整備時に大きく削平を受けており、遺構の遺存状況はあまり良好とはいえなかった

が、調査区の東側で平安時代の掘立柱建物が1棟確認された。平成9年度以来3次にわたる調査の中で、平

安時代の建物の発見は今回が初めてである。

S871 
ー田 ・23~24およびーN ・23~24グリッドで検出した東西棟。主軸方

向はN-14"-Eを向き、 V区における官術様建物群のそれに近い。梁

行3間 (5.2m)・桁行3間 (6.4m) とするA案と、梁行 2間 (5.2m)・桁行 3間

(6. 4m) とするB案がある。梁行の柱間間隔は、 (A案）北から1.6m・2. Om・1. 6m、

(B案） 2.6m等間、桁行については、 A・B案ともに西から2.1 m ・2. Im・2. 2mと

いう数値を示す。掘り方は一辺50cm前後の方形のものが多く、確認された柱痕跡は

直径15cm程の円柱であった。P-1108からは、図版40-505に掲載した須恵器有台坪が

出土している。

SB71の所属時期については、共伴遺物から 9世紀中葉頃と推定され、建物周囲に

わずかに残る包含層からは、この時期前後の土器がまとまって出土している。

b. 溝

P-1108 

□i 
戸31
0柱根遺存

S871 

近現代の陶磁器を含むものを除き、 2条の溝が検出された。そのうちの一本は、平成9年度の第2次調

査で確認されたS0202の延長と推定される。

SD202 
-I・25~ -II・ 25グリッド検出した南北方向の溝。規模は、幅80~100cm・深度最大30cm

を測るが、後世の圃場整備の影響で、山側（南）へ行くほど浅くなりやがて消滅する。断面

はU字形を呈し、壁の立ち上がりは緩やかである。覆土は 2層に分けられ、いずれも暗灰色砂質土を基調

とする。覆土下層を中心に、土器、木簡、木製祭祀具（斎串 ・刀形・琴柱）、曲物底板など、 8世紀前半に

位置付けられる多量の遺物が出土した（図版40-475・483・497、図版41-531~532・537、図版42-543・546、

図版43~45の内557・第12号 ・第22号以外）。

本溝に関する特記事項としては、溝のルート上に大きな切り株が除去されずに残り、上面から細い溝を

刻むことで水抜きを行なっている点である。溝開竪時に遭遇したこの障害は、除去に多大な労力を要する

ことから、抜根をあきらめ前述したエ法を取った可能性が高い。

SD202は、これと直交する溝SD201・ SD1016を伴って方形区画を構成しており、内側にあるSB23に関

連し、土地の区画 ・排水を意図して掘られたものである可能性が高い。これらの溝から出土した多様な木

簡群は、内部にあった施設の具体的性格を考える上で、重要な示唆を与える資料と言えよう。（図版22)

-I・25・26~-II・26グリッド検出した東西方向の溝。規模は、幅30~50cm・深度最大20
S01016 

cmを測るが、後世の削平で山側（西）へ行くほど浅くなりやがて消滅する。断面はU字形を

呈し、幅の割に深さがある。覆土は暗灰色砂質土の単層で、内部から 8世紀前半の土器や、算木、馬形な

どが出土した。本溝は前述したSD202と直交し、方形区画を形成するものとみられる。（図版22)
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第1V章出土遺物

1 . 概観

出土遺物は、平成11年度の第5次調査時がコンテナ42箱、平成12年度の第6次調査時が同じく 146箱を数

ぇ、 2ヵ年の総合計は188箱に達する。これらの遺物は、平成12年度の冬季から平成14年度にかけて遺物整

理を行なった。その結果、古墳時代後期から中世にかけての遺物が連綿と存在することが明らかになっ

た。その中でも出土量が多いのは、 7世紀後半から10世紀前半の資料である。以下では、種類 ・器種を分

けて分類した上で、出土状況を考慮し地区 ・遺構別に概要を記載して行きたい。なお、個々の資料の詳細

な属性については、巻末の観察表に掲載した。

2. 土器

(1) 土器の分類

（須恵器）

坪 H
身に蓋受け部を持つ古墳時代タイプの坪である。口縁部が高く立ち上がり体部下半の1/3

をヘラケズリした古手のものがII区で出土しているほか、口縁部の立ち上がりが形骸化しロ

径が著しく小さくなった資料がV区で出土している。後者は、坪Hが消滅する直前の段階とみられる。こ

れらの身とセットになる坪蓋は、第5・6次調査では確認されておらず、第4次調査田区l出土資料中に

1点存在するだけである。

坪蓋
有台坪および、無台坪 ・無台椀の一部とセットになる蓋である。7世紀中葉～後葉段階の返

りを持つタイプと、返り消滅 (8世紀初頭）以降の端部が下に折れるタイプに分けられる。後

者は、他地域の例から、返りを持つものとの併存も考えられるが、良好な一括資料に恵まれていないため

詳細は不明である。なお、 7世紀後葉の出雲崎町梯子谷窯跡（春日真実ほか2001)では、返りを持つタイ

プのみで構成され、端部が折れるタイプは未確認であった。

有台坪
高台を持つ坪である。7世紀中葉頃には出現するとみられるが、出現期のものは未確認。平

成11年度の第3次調査における検出例 (SK494)から、 7世紀後葉段階には確実に存在する。

口径は、 11.6cm ~ 17. 2cmのものが見られ、身の深さから通常の浅いタイプと、椀に近いタイプに細分でき

る。身の深いタイプは、 II区SD201での共伴例（平成10年度第3次調査）から、 8世紀前葉には出現して

いる器種である。有台坪は、法量によってさらに幾つかのまとまりに分けられ、時期により組成・中心と

なる大きさが変化する。

無台坪
高台を持たない坪。口径7.3cm ~9. 2cmを測る、小型やや深身の坪Gと、口径10.6cm ~14. 6cm 

を測る、 一般的な坪Aに大別される。前者はほぼ7世紀中葉頃に限定される可能性が高く、

返りを持ち乳頭形あるいは宝珠形のつまみが付された小型の坪蓋とセットになる。後者は基本的に無蓋と

なるが、 7世紀後半代の小型の一群には、坪Gと同様に蓋が伴う可能性もあろう。
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椀
坪H蓋を逆さにしたような形態の椀が 1点、 V区SD556から出土している。緩く屈曲する口

縁部と、丸底気味の底部を持つ。同様の器種は、 SD400(第4次調査）などでも確認でき、

7世紀中葉~8世紀初頭頃における食膳具構成器種の一つと見られるが絶対量は少ない。

高坪
ものに細分される。後者はいずれも破片資料で、全形をうかがえる個体はないが、既調査時

出土資料から見て、口径に比して身の深い坪部を持つものと推定される。本器種は、奈良時代以前に隆盛

し、以降も数を減じながら 9世紀代まで残存するが、掲載資料は7世紀中葉~8世紀初頭頃に位置付けら

中型と小型の 2種類が出土している。前者はさらに浅い皿状の坪部をもつものと、身の深い

れるものに限定される。

鉢
最大径が端部付近にくる鉢形の土器。口縁部が緩く 「く」の字に屈曲し、体部が丸味をもっ

て立ち上がる土師器の鍋に近いプロポーションのものと、口縁部が直線的に立ち上がり、バ

ケツ状を呈するものの、 2タイプが確認されている。いずれも底部の形状をうかがえる資料はないが、前

者は、 他遺跡の例から見て高台が付く可能性が高い。

長い頸部を持つ瓶類を一括した。口縁部を欠失した瓶類の中で、残存部位から推定し本器種
長頸瓶

に含めたものがあるため、形態的に似る他の壷 ．瓶類を含む可能性もある。 7世紀後半~10

世紀前半の各期のものが出土しており、 7世紀代の図版33-289は、沈線 ・櫛歯列点文など装飾性が高く、

前時代からの伝統を色濃く残している。本器種は、多くの場合高台を持つが、図版39-459は唯一無高台の

例である。

直立する短い口縁部を持つ壷。全形をうかがえる資料はないが、偏球形の体部を持ち、肩が
短頸壷

強く張るものと、ややなで肩のものとがあり、肩部に数条の沈線を施した、装飾を持つもの

も存在する。本器種は、多くの場合蓋を伴う。

壷蓋
前述した短頸壷とセットになる蓋。全形をうかがえる資料はないが、天井部中央に扁平な擬

宝珠形のつまみを持つものと推定される。口縁部は、直角に垂下するものと、やや内傾気味

になるものとがある。

提瓶
立てた偏球上部に口縁が付加され、両肩に環状の吊手あるいは、それが退化したボタン状の

粘土粒貼り付けが施されるもの。本器種は6世紀代に隆盛するものであるが、その変形した

タイプは、 7世紀後半までは確実に残存するようである。

漣
遜は、壷の体部横に単孔を有するものである。特徴的な単孔部を残す資料はないが、残存部

位の形状から聡と判断できるものが2点出土している。本器種は、須恵器の出現期から 8世

紀前葉頃まで存続するが、掲載資料は 7世紀代に位置付けられる可能性が高い。

甕
壷 ・瓶類より大型で、低部が丸底あるいは尖底状となる貯蔵用の器種。全容がうかがえる資

料が少なく詳細は不明だが、個体により何段階か法量のまとまりが存在する。本器種は、ロ

縁部が直立あるいは「く」の字に短く立ち上がる単純な個体のほかに、口縁部が長く伸び、外面に突帯や

凹線 ・沈線 ・波状文を数段にわたって施した加飾性の高いものも存在する。

横瓶
俵を横にした形状の体部に、「く」の字に短く立ち上がる口縁部を持つもの。左右いずれかの

体部横には、円盤による閉塞痕跡が明瞭に残る。破片が小さい場合や残存部位によっては、

前述した甕との識別が困難な場合が多い。

今回の調査ではV区の包含層から 1点が出土したのみである。硯の海から脚部にかけての破
円面硯

片であり、側面に 1条の突帯を有する。小断片のため、脚部の透かし穴の有無等は不明。
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（土師器）

坪
古墳時代タイプの坪。外側に屈曲する比較的長い口縁部を持つもので、内面は黒色処理され

る。V区および水路 l区で確認されているが出土蜃は少なく、図示できた資料としては、 V

区SK583出土の 1点（図版25-73)が唯一であった。

高台を持たない坪。須恵器と同じ形態 ・技法を持つものと、それとは全く異なり、器面調整
無台坪

にハケ目や手持ちヘラケズリが多用されるものの2タイプが存在する。前者には還元不十分

な須恵器との識別が困難な資料を含むが、須恵器とは明らかに胎土が異なる資料も存在する。後者は、 II

区およびV区で少量確認されているのみである。

無台椀
高台を持たない椀。以下の通り、 5種類のタイプに大別される。

①身が深く底部は丸底となり、内外面ヘラミガキされた精製品。主に II区から出土してお

り、平成9~10年度調査時における資料では、内外面ともに赤彩されたものが目立ったが、今回の第5~

6次調査では赤彩された資料は確認できなかった。

②身が浅く丸底となり、内外面ヘラミガキされた精製品。①と同様に両面赤彩される場合が多く、平成

9年度調査時に II区から出土した資料には、内面に暗文を有するものがあり、畿内の土師器を模倣したも

のとも考えられる。第5~6次調査では、 II区および水路 l区SK1053から良好な資料が出土しており、前

者は8世紀前半に、後者は8世紀後半に位置付けられる。

③底部の切り離しが糸切りであるいわゆるロクロ土師器。器面調整はロクロナデの後未調整のものがほ

とんどであるが、内外面ヘラミガキを施した精製品も少量みられる。下ノ西遺跡におけるこのタイプの最

古の例は、 II区SB71周辺の包含層 (9世紀前半～中葉）から出土した資料であるが、食膳具の中で占める

割合は極めて低い。しかし、 9世紀後半に位置付けられる水路l区SX852では急増し、続く 10世紀前半の

遺構（水路 l区SE956・1009等）では、須恵器の食膳具がほとんど確認できなくなる。

④ロクロ土師器の椀で内面が黒色処理されたもの。大ぶりで身が深く、器面が再調整された精製品が多

い。内面に暗文を有するものもある。9世紀中葉以降に見られるが、食膳具の中で占める割合はそれほど

高くない。

⑤内外面黒色処理されたもので、水路 l区SX852よりほぼ完形のものが 1点、 V区SK504より底部片が

l点出土しているのみである。

高台を持つ椀である。食膳具の中では稀な器種で、全形をうかがえる資料はない。唯一器形

有台椀
が推定できるものとしては、水路 l区SX998から出土した口縁部を欠<1点である。本資料

は高い高台を持ち、身がやや浅＜口縁部が端反りになるものと推定される。これ以外の資料は、高台部分

が残存するのみで詳細は不明である。

坪部が残存する資料では、いずれも内面が黒色処理されている。口縁部が大きく外反する古

高坪
墳時代タイプのものと、身が浅く口縁部が短く立ち上がる 2つのタイプがある。脚部は、柱

状を呈するものと、中空でラッパ状に裾が開くものがみられる。本器種は、水路2・3区を除いた全地区

から定量出土しており、 7世紀代の遺構からの出土が多い。

壷
倒卵状の体部を持ち、短く 「く」の字に折れる口縁部をもつもので、 7世紀代の遺構である

SD556から出土した 1点（図版26-104)が唯一図示できた資料である。本例は器面の風化が

著しく、内外面の調整は不明であった。この器種は、小破片の場合に甕などとの識別が困難であり、他追

跡の例からみて、 7世紀代には定量存在する器種と推定される。
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長甕
長胴の体部に短くくびれる口縁部を持つ甕。頸部のくびれは、明確に「く」の字に折れるも

のとルーズなものとがあり、口縁端部の形状も、単純に丸いもののほか、肥厚した端面を持

ち凹線状のくぽみが観察されるものなど幾つかのタイプがある。7世紀代の資料は、長胴で平底。8世紀

になると丸底のものが現れ、ハケ目成形のものと須恵器技法を用いたものに大別されるが、ハケ目成形の

ものが主流である。

器高の低い小型の甕で、平底と丸底のものとがある。口縁部は、端部が単純な形状のものの
小甕

ほか、端面が凹線状にくぼむもの、端部が上方につまみ上げられるものの 3タイプがある。

長甕と同様に、ハケ目成形のものと須恵器技法を用いたものとがある。正確な量比は不明だが、 9世紀代

まではハケ目成形のものが主流である可能性が高い。

半球状の体部で、短く 「く」の字に外反する口縁部をもつもの。出土例は少なくないが、甕
鍋

などとの識別が困難な小破片が大半を占める。このため図示できたのは、 II区SB71周辺の

包含層から出土した図版42-551が唯ーであった。

全形をうかがえる資料はないが、多孔となる底部片がV区および水路 l区から 5点出土して
甑

いる。図示した 1点は、 V区ITから出土したもので、底部に7ヶ所の穿孔がみられ、底部の

外周にはヘラケズリが施されている。

頸部のくびれが不明瞭なもので、バケツ状を呈する深鉢形のものや、身が浅く口縁部が内湾
鉢

気味に立ち上がるもの、椀に近いものとがあるが全体的に出土量は少ない。作りは厚手で粗

製のものが多く、深鉢形の図版42-550のように、外面に粘土紐の積み上げ痕を残すものも存在する。

(2) 主要遺構出土土器

a. V区

(SK504)図版23-1~図版24-33

須恵器坪蓋8. 有台坪 1. 無台坪18・瓶類 1. 横瓶 l・甕（個体数不明）、土師器坪2・椀2• 長甕8・

小甕4・鍋 l、黒色土師器椀（両面黒色処理） 1が確認されている。食膳具では器種に著しい偏りがあり、

須恵器の有台坪は8の底部片 l点のみであった。土師器煮炊具は個体識別が困難な破片もあり、実数は数

字より多くなる可能性が高い。

1~7は須恵器坪蓋である。器形には 1のように偏平なものと、 2のように山笠形のものとがある。ロ

径は13.6cm ~ 17. 8cmを測るが、 14cm前後のものが主体である。 1は、内面に4文字以上の墨書が見られる。

その内の 1字は、「騨」と読める可能性も指摘されているが、墨書された後に硯として転用されたため、 ニ

次的な磨れ、墨の付着によって判読することはできなかった。

9~23は須恵器無台坪である。平底で口縁部が直線あるいは外反気味に立ち上がるものが多いが、 12の

ように丸底となるものもある。口径12.2cm ~ 14. 6cmを測るが、 13.5cm前後のものが主体である。14は側面

に墨書がみられるが、欠損により字画の大半が失われており判読できなかった。13~14・17~18・23は、

胎土などから佐渡小泊窯跡の製品と推定される。

24は土師器無台坪である。口径9.5cm・器高3.8cmを測る小型品で、口縁部はハケ目の後に丁寧に横ナデ

され、底部外周にはヘラケズリが施されている。

26は口径10.0cm・器高4.6cmを測る土師器小型鉢であり、 25も同様の器形をとるものと推定される。

27は土師器無台椀の底部片で、両面黒色処理された薄手の精製品である。

28は須恵器瓶類の肩部、 29は横瓶の体部片と推定される。
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30~33は土師器長甕で、いずれも内外面にハケ目調整が施される。頸部のくびれがルーズなもの (30)

と、明確に「く」の字にくびれるもの (31~33) とがある。

(SE669)図版24-35~49

須恵器坪蓋 l・有台坪 l・無台坪14、土師器甕（個体数不明）、黒色土師器椀（内面黒色処理） 2が確認

されており、須恵器は全て佐渡小泊窯跡の製品とみられる。土師器甕を除いて完形品が主体であり、これ

らは井戸廃絶時に執り行われた祭祀に関連する遺物とみられる。

35は須恵器坪蓋である。著しく形骸化した偏平なつまみを持ち、端部はわずかに肥厚して丸い受け部を

形成している。

36は須恵器有台坪である。身が深く、方形で外端接地の高台を持つ。

37~46は須恵器無台坪である。口径11.8cm ~ 13. 0cm・器高2.6cm ~3. 3cmを測り、法鼠は比較的良くまと

まっている。形態的には、身が浅く口縁部の外傾度の大きなものが主体である。39の外側面および41の底

部内面（見込み部分）には墨書が見られ、前者には「W」字状の記号、後者には合わせ文字風の記号？が

書かれている。

47~48は土師器無台椀で、いずれも内面は黒色処理されている。ほぼ完形の47は、口径15.3cm・器高5.4

cmを測り、外面は底部を含めヘラミガキによる再調整が施されている。

49は土師器甕の底部破片である。

(SK583)図版24-72~75

72は須恵器高坪である。酸化炎焼成のため、にぶい赤褐色を呈するが、硬質の焼き上がりである。坪部

は身が深く、口縁は直立気味に立ち上がる。脚部は坪部の大きさと比較して低く、端部は強く外につまみ

出され、内端接地となる。

73は古墳時代タイプの土師器坪で、内面は黒色処理されている。大きく外反する口縁部を持ち、内面に

は体部と口縁部の境界に明確な稜を持つ。

b. 水路 1区

(SE956)図版29-168~197

土師器無台椀51・有台椀（皿） 1・須恵器坪蓋 1. 有台坪 1このほか土師器煮炊具の細片が若干出土し

ている。土師器無台椀は、完形あるいはそれに近い形で出土しており、井戸廃絶時に執り行われた祭祀に

関連する遺物とみられる。

168~194は、土師器の無台椀である。法量は、口径11.5cm ~ 16. 0cm・器高3.0cm ~5. 3cmのものが見られ

るが、口径12cm~l3cm・器高4cm前後の資料が主体である。口縁部の形状は、①内湾気味にたちあがるも

の (168など）と、②直線的なもの (174など）、③端部でわずかに外反するもの (190など）の3タイプが

ある。内外面ともに、丁寧にロクロナデされ、ナデ l単位の幅も狭いものが多いが、器面をヘラミガキ等

で再調整するものは存在しない。168・183・188・192~194は、口縁部などに煤 ・タールが付着しており、

灯明皿として使用されたものと推定される。

195は土師器有台椀（皿）であり、高台部の破片が 1点のみ出土した。

196は須恵器坪蓋である。偏平なつまみを持ち、天井部はヘラケズリされている。口縁部は全周鋸歯状

に割り取られており、内面に墨 ．磨耗痕を確認できなかったが、転用硯であった可能性もある。

197は須恵器有台坪である。底部の内側に寄った位置に高台が付けられている。本資料も口縁部は全て

鋸歯状に割り取られ、高台の内側に墨の付着 ・磨耗が観察されることから、明らかに転用硯として使用さ
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れたものである。

(SX998)図版30-200~214

SX998はSE1009の上段テラスであり、器種が明らかなものでは、土師器無台椀39・有台椀 l・須恵器瓶

類 I. 鉢 lが出土している。これらの資料のうち土師器無台椀は、完形あるいはそれに近い形で出土して

おり、井戸SE1009廃絶時に執り行われた祭祀に関連する遺物とみられる。

200~211は土師器無台椀である。法量は、口径II. 4cm ~ 13. 0cm・器高3.3cm ~4. 3cmのものが見られ、器

形 ・調整のあり方等も前述したSE956のそれに近く、両者は近似した時期の所産とみられる。203の口縁部

内外面には煤 ・タールが付着しており、灯明皿として使用されたものと考えられる。

212は有台椀である。高い高台を持ち、口縁部を欠くが端部は端反りになるものと推定される。

213は須恵器瓶類の肩部、 214は須恵器鉢の底部破片である。214は方形・幅広のしつかりした高台を持

ち、 SKI053出土の259のような口縁部形態を持つものと推定される。214の見込み部分には著しい磨耗が

観察され、摺鉢のような機能が想定される。

(SE1009)図版30-215~229

土師器無台椀18・ 同（内面黒色処理） 1が出土している。これらは完形品が多く、やはり井戸廃絶時に

執り行われた祭祀に関連する遺物と考えられる。

215~218・220~229は、土師器の無台椀である。法量は、口径11.3cm ~15. 7cm・器高3.5cm ~5. 9cmのも

のが見られる。器形 ・調整のあり方等は前述したSE956・SX998のそれに近く、顕著な時期差は認められ

ない。218・224・226の3点には煤・タールの付着が認められ、灯明皿として使用されたものと考えられ

る。

219は内面が黒色処理された土師器無台椀である。口径16.6cm・器高5.4cmを測り、底部を含め外面全体

にヘラミガキによる再調整が施されている。

(SK1053)図版31-230~図版32-272

器種が明らかなものでは、須恵器坪蓋7・ 有台坪14・無台坪10・ 鉢 1. 瓶類3・甕（小片個体数不明）．

土師器無台椀（赤彩） 4・ 鉢 1. 長甕10・小甕4が出土している。土師器煮炊具は個体識別が困難な破片

も多く、実数は数字より増える可能性が高い。

230~233は須恵器坪蓋である。230・233は口径が17cmを超える大型品で、 235のような大型身深身の有台

坪とセットになるものと推定される。231は口径15.0cmを測り、偏平な擬宝珠形のつまみを持つ。232はロ

径8.0cmの小型品で、硯に転用され内面に墨の付着・磨耗が見られる。

234~247は須恵器有台坪である。235~237は深身のタイプで、口径11.6cm ~ 15. 7cmと大小のサイズがあ

る。235は高台脇にヘラケズリが施されている。234・238~245は、身が浅いもので、口径12.4cm ~ 13. 8cm 

を測るが、 13cm前後のものが主体を占める。高台は方形を呈し、わずかに内端接地となるものが多く、高

台脇を特徴的にヘラケズリする例が目立つ (234・239~240・244~245・247)。

248~254は須恵器無台坪である。全形をうかがえる資料が少なく詳細は不明だが、平底のものと丸底気

味のものとがある。253の底部と体部の境界付近には、ヘラケズリが施されており、有台坪に顕著であった

癖がここにも認められる。

255~257は土師器無台椀である。法量は、口径14.1cm ~ 14. 6cm・器高3.4cm ~3. 6cmを測る。255~256は

内外面がヘラミガキの後に赤彩されている。257は風化のため調整等の詳細は不明だが、同様に赤彩され

ていた可能性が高い。

258は土師器の鉢である。口径14.2cm・器高6.0cmを測る。厚手で器面調整はやや粗く、表面には凹凸が
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目立つ。底部外周にはヘラケズリが施されている。

259は大型の須恵器鉢である。口縁部は「く」の字に短く外反し、端部は上方に摘み上げられて面を持つ。

底部以下の形状は不明だが、他遺跡の例からみて高台が付く可能性が高い。

260~265・267は土師器長甕である。全形をうかがえる資料は長胴 ・丸底の264だけであるが、底部片を

みると丸底と平底の両者が存在する。器面調整は内外面ハケ目調整のものが主体で、須恵器技法のものは

見られなかった。

266・268~272は土師器小甕である。ほぼ完形の270は、丸底で体部下半にはヘラケズリが施されている。

271~272は口径が10cm以下の小型品である。

(SK939)図版33-274~276

274は深身の須恵器有台坪、 275~276は無台坪であり、いずれも佐渡小泊窯跡の製品と考えられる。

(SK952)図版33-277~281

277は深身の須恵器有台坪で、高台の脇をヘラケズリする特徴がある。278は須恵器無台坪で、側面に

「e」という記号状の墨書が見られる。279はロクロ成形の土師器無台椀。280は瓶類の肩部破片、 281はロ

縁部が短く直立する短頸壷である。

(SK999)図版33-282~285

282は須恵器坪蓋、 283は小型の須恵器有台坪の底部片である。284~285は土師器小甕で、 285はロクロ成

形のものである。

(SK1043)図版33-286~290

286はやや鈍い返りを持つ小型の須恵器坪蓋で、口径8.1cmを測る。287は須恵器有台坪。口径14.4cmを

測り、高台は低いが幅広で、低部の外周に近い位置に付加される。288・290は土師器の高坪である。288は

大きく外反する坪部を持ち、内面は黒色処理されている。脚部は柱状で短く「ハ」の字に開く裾部を持つ。

289は口頸部を欠く長頸瓶であり、外面は沈線および櫛歯列点文によって飾られている。

(SX852)図版34-299~図版35-349

器種が明らかなものでは、須恵器坪蓋6. 有台坪8・無台坪17・甕、土師器無台椀31・無台椀（内面黒

色処理） 5・ 無台椀（両面黒色処理） 1 . 長甕 ・小甕が出土している。須恵器甕 ・土師器煮炊具は個体識

別が困難な破片が多く、個体数をよみとることができなかった。

299~302は須恵器坪蓋である。口径14.6cm ~ 16. 4cmを測り、つまみの形状はボタン状のもの (299)と、

環状となるもの (300) とがある。

303~308は須恵器有台坪である。308以外は深身のもので、 303~304・306~307は佐渡小泊窯跡の製品と

みられる。305の外面には、 2条 l組の沈線が施されている。308は唯一身が浅いもので、ほぼ完形で出土

したが、型式的には他の土器群より明らかに先行するものである。高台の内側には墨書が見られるが、判

読することはできなかった。

309~323は須恵器無台坪である。法量は、口径11.6cm ~12. 8cm・器高2.5cm ~3. 5cmの領域に入り、身

が浅く、平底 ．口縁部の外傾度の大きなものが主体を占める。これらは、胎土 ・成形技法等からみて佐渡

小泊窯跡の製品とみられる。

324~341は土師器無台椀であるが、全形をうかがえる資料は少ない。法量は口径10.0cm ~ 15. 6cm・器高

3. l cm ~4. 5cmの領域に入るが、口径12cm前後・器高4cm前後のものが主体である。ロクロナデの単位は細

かく、内面をヘラミガキするもの (334)や、底部外周をヘラケズリするもの (340~341)など、器面を再

調整する例も存在する。
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342は両面黒色処理の土師器無台椀である。平底で直立気味の口縁部を持つ。器壁は全体的に厚い。

343~344は内面のみ黒色処理を施した土師器無台椀である。口径13.4cm ~ 13. 6cm・器高5.0cm ~5. 3cmを

測る。

345~347は土師器長甕である。いずれも内外面にハケ目調整が施され、底部破片には丸底と平底の両者

が確認できる。

348~349は土師器小甕である。全形がうかがえる丸底の349は、内外面ハケ目調整の後、体部下半にヘラ

ケズリが施されている。

(SX1008)図版36-350~353

350~351は須恵器有台坪で、 350は口径13.6cm・器高7.4cmを測る深身のタイプ。352は佐渡小泊窯跡の製

品とみられる須恵器無台坪、 353は外に踏ん張る高台を持った瓶類の底部である。

(SXlOl l)図版36-355~379

355~359は須恵器坪蓋である。355は口径18.6cmを測る大型品で、外面全体に暗緑色の自然釉が厚くか

かる。357は唯一完形のもので、口径12.0cm・器高2.7cmを測り、ボタン状のつまみが付く 。

360~368は須恵器有台坪である。360はおおぶりで型式的にみても他の資料より明らかに先行する。そ

れ以外は口径13cm前後で、高台脇のヘラケズリの多用 (361・364・366)など、 SK1053出土資料に近似し

た内容のものが主体である。363の高台内側には、墨書「大」が観察される。

370~377は須恵器無台坪である。全形をうかがえる資料は少ないが、 370~372・374~375は、佐渡小泊

窯跡の製品と推定される。それ以外の産地のものでは、 373・377のように底部外面および底部外周をヘラ

ケズリしたものが特徴的である。

369は土師器無台坪である。口径13.4cm・器高3.8cmを測り、底部がヘラ切りであるなど須恵器と同じ技

法で作られている。

378~379は須恵器瓶類である。378は肩部の外面に4条の沈線が施された小型品。379は卵型の体部と、

内端接地の高い高台を持ち、高台と体部の接合部より上3cmの範囲で、丁寧にヘラケズリを行っている。

(S0848)図版37-383~384

383~384は須恵器無台坪である。口径12.4cm・器高2.6cmを測り、胎土 ・成形技法等から佐渡小泊窯跡の

製品と推定される。

(S0849)図版37-382

382は須恵器無台坪である。それぞれ口径13.0cm・12. 6cm・ 器高2.7cm・3. 2cmを測り、胎土や成形技法

等から、やはり佐渡小泊窯跡の製品と推定される。SD848(古）→SD849 (新）の切り合い関係が確認さ

れているが、両溝出土土器に明確な型式差は確認できなかった。

(S01030)図版37-385~391

385は口縁部を欠く須恵器無台坪、 386~387・389は須恵器有台坪である。ほぼ完形の386は、方形で外端

が鋭く外に伸びる高台を持ち、口縁部は端反りとなる。法量は口径16.1cm・器高4.6cmを測り、かなり大型

である。387・389も同様の器形となろう。

388は須恵器椀の底部破片と推定される。外面は丁寧にヘラケズリされており、酸化炎焼成のため、にぶ

い赤褐色を呈する。

390は脚端部と口縁部を欠損する須恵器の小型高坪。391は土師器長甕の口縁部である。
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c. 水路2・3区

（水路2区） 図版38-416~427

416~418は須恵器坪蓋。416は偏平な器形のもので、口径14.6cm・器高2.8cmを測り、擬宝珠形のつまみ

が付く 。417~418は、口径9.8cm ~9. 9cmを測る小型の坪蓋で、内面に返りを持つタイプである。

419~426は須恵器有台坪。口径17.0cmを測る卓越した大きさの422を最大に、口径14cm前後の419~420・

423と、やや小型である425~426(口縁部欠損のため口径は不明）、の 3法量がある。全体的に厚手のもの

が多く、高台は方形で幅広のものが主体である。遺構出土のものとしては、 419(S01080)・420 (SK1072)・ 

421 (S01064)・422~423 (S01063)があげられる。

421・ 427は無台坪。421はS01064出土。427はおおぶりで身が深く、口径13.6cm・器高3.9cmを測る。

（水路3区） 図版38-428~443

428~433は須恵器坪蓋。口径15.0cm ~ 16. 8cmを測り、全体的におおぶりである。つまみが残存するもの

では、つぶれた擬宝珠形のもの (428~429)と、典型的な宝珠形のもの (433)とが確認されている。遺構

出土のものとしては、 432(S866、P-1100)・433(S868、P-1088)があげられる。

434~438・443は須恵器有台坪。口径14.0cm ~ 16. 0cmを測るが、口径14cm代のものが主体である。443は

小型で身が深いタイプと推定されるが、口縁部を欠き詳細不明。形態的な特徴は、全体的に前述した水路

2区出土のそれと共通する。遺構出土のものとしては、 434(S868、P-1088)・436(S01087)があげられ

る。

439~442は須恵器無台坪。口径12.6cm ~ 13. 4cm・器高3.0cm ~3. 5cmを測る。厚手・丸底で、口縁部が内

湾気味に立ち上がる439と、比較的薄手 ・平底で、口縁部が直線的に立ち上がる440~442とがある。

d. 水路4区

(SK1151)図版39-445~454

445は須恵器無台坪。佐渡小泊窯跡の製品と推定され、口径12.2cm・ 器高3.1cmを測る。

446~454はロクロ成形の土師器無台椀。口径11.9cm ~ 14. 6cm・器高3.7cm ~4. 9cmの大きさのものがある

が、口径13cm前後・器高4cm前後の資料が主体である。いずれも口径と比較して身が深く、口縁部が内湾

気味に立ち上がる447・454以外は、明確な端反りとなる。

(S817)図版39-458~459

458はP-1156の柱抜き取り穴から出土した、ロクロ土師器の無台椀である。口径12.8cm・器高4.7cmを測

り、身が深く端部はわずかに端反りとなる。

459はP-12の柱抜き取り穴から出土した、小型の長頸瓶である (1996年度、第 1次調査）。口縁上部を欠

く以外、ほぼ完形品。底部外周を強くナデて高台風に見せているが、高台は付けられていない。底部外面

には、切り離し時の回転糸切り痕を明瞭に残す。

(S820)図版39-455~457

455~457はP-1128柱穴覆土から出土した、ロクロ土師器の無台椀である。口径12.7cm ~ 13. 0cm・器高

3. 7cm ~3.9cmを測り、いずれも口縁部は内湾気味に立ち上がる。456の内外面には煤 ・タールが付着して

おり、灯明皿として使用された可能性が高い。

(S007)図版39-460

460はSD07(板塀の掘り方）の板材抜き取り部分から出土した須恵器有台坪である。身が深くおおぶり

で、口径17.0cm・器高7.7cmを測る。高台は方形 ・幅広で、ほぼ水平に接地する。
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e. TI区

(S871周辺） 図版40-490~49I・493・496・499~500・502~507、図版41-510~517・523~530・535・538

~540・547・図版42-550~552

平安時代の掘立柱建物S871周辺のグリッド (-ill-23~24・-N-23~24)では、同時代の包含層が部分

的に残存しており、多量の土器が出土した。S871に直接伴うものとしては、柱穴であるP-1108から出土し

た506および、同じく P-1106から出土した526の2点がある。

490~491は須恵器坪蓋であり、いずれも内面に墨の付着・磨耗が観察され、硯に転用されている。490は

推定口径11.8cm・推定器高2.3cmを測り、口径と比較して大きな擬宝珠形のつまみを持つ。

493・496・499~500・502~507は有台坪である。平安時代のものを中心とするが、 493などのように明ら

かに古い時代の資料も、わずかだが含んでいる。それらを除くと、おおむね9世紀前～中葉頃に位置付け

られるものと推定される。平安時代の一群の法量は、口径Il. 8~ 15. 6cm・器高3.8~7.4cmを測り、 505~507

のように深身のものと、それ以外の身の浅いものとに細分できる。505の外面には、 2条の沈線が施されて

いる。身の浅いものは、口径12.5cm・器高4cm前後のものが主体である。502の内面には漆が付着してお

り、漆塗り作業時のパレットとして使用された可能性が高い。503~504・506~507は胎土・成形技法など

からみて、佐渡小泊窯跡の製品と推定される。

511~517・523~530は須恵器無台坪である。法批は口径1l. 6~12. 8cm・器高2.9~3. 9cmのものが見られ

るが、前後のものが主体である。512の内面には漆が付着しており、漆塗り作業時のパレットであった可能

性が高い。523~530は胎土・成形技法などからみて、佐渡小泊窯跡の製品と推定される。528の底部外面に

は墨書が見られるが、欠損のため判読することはできなかった。

510は土師器無台坪である。口径12.0cm・器高3.5cmを測り、底部の切り離しがヘラ切りであるなど、須

恵器技法でつくられている。

536・539~540は土師器無台椀である。536は内外面ヘラミガキされた精製品で、口径16.8cmを測る。こ

のタイプの椀は 8世紀後半が下限と考えられることから、本資料もS0202に代表される 8世紀前半の土器

群に伴う可能性が高い。539~540はいわゆるロクロ土師器の椀で、底部の切り離しは、回転糸切りである。

538・547・550は土師器の鉢である。538は小型で身が深く、口縁部が内湾気味のものである。547は身が

浅く、口縁部が内湾気味に立ち上がるもので、底部外面には製作時に敷かれた木の葉の圧痕が観察される。

550は底部を欠損するが、やや身が深くバケツ状を呈する。外面には接合痕を明瞭に残しており、体部下半

にはヘラケズリが施されている。

551は土師器の鍋である。須恵器技法でつくられており、丸底で口縁部は短く「く」の字に折れる。法量

は、口径32.0cm・器高13.2cmを測る。

552は須恵器技法で作られた土師器小甕である。口縁部は「く」の字に折れた後に短くつままれ、受けロ

状を呈する。

(S0202)図版40-475・483・497、図版41-531~532・537、図版42-543・545~546

S0202は、後述するSDI116および、平成9~10年度に調査したS0201と共に、内部で確認された掘立柱

建物S823に関連する区画・排水施設とみられる。これらの溝から出土した土器は、共伴した木簡の記載内

容より、奈良時代前半の養老～天平頃の年代観が与えられている（和島村教育委員会1998)。

475・483は須恵器坪蓋である。475は口径19.8cmを測る大型品で、内面に返りを持つタイプである。483

は口径16.2cmを測り、口縁端部は短く下方につまみ出されている。

497は須恵器有台坪である。法量は口径13.3cm・器高4.4cmを測る。高台は内端接地で断面方形だが、端
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部はやや丸みを帯びて鋭さに欠ける。

531~532・537は土師器無台坪である。531~532は須恵器技法で作られており、底部の切り離しはヘラ切

りである。法量は口径が共に12.4cm、器高はそれぞれ3.9cm・3. 4cmを測る。両者は胎土に砂粒をあまり含

まず、粉を吹くような表面が特徴的である。537は須恵器技法によらないもので、口径10.0cm・器高3.5cm 

を測る小型品である。

543は須恵器の甕で、口径22.6cm・器高48.5cmを測る大型品。倒卵形の体部と、わずかに外傾し短く立ち

上がる口縁部を持つ。体部外面には平行タタキ、内面には同心円タタキが施される。

545は須恵器短頸壷、 546は同じく瓶類の頸部破片である。545は直立気味に短く立ち上がる口縁部を持

ち、肩部には 2条の沈線が施されている。

(SDl 116)図版40-482、図版41-518

482は須恵器坪蓋。口径17.2cmを測り、端部は下方につまみ出されている。518は須恵器無台坪。口径

14.4cm・器高3.0cmを測り、口径の割に身が浅く、口縁部の外傾度が大きい。

3. その他の遺物

(1) 瓦（図版38-444)

今回の調査では、 15点の瓦が出土しているが、いずれも凹面に布目、凸面に格子目タタキが施された厚

手の平瓦である。軒平瓦は無く、型式的には第 1次～第4次調査で検出されているものと同一である。こ

れらは、下ノ西遺跡の南背丘陵斜面に所在する旧北辰中学校瓦窯跡の製品と推定される。

出土状況では、水路3区SD1085から 5点が集中して検出されたほか、新しい時期の遺構覆土や包含層中

に散漫に含まれていた。これらはSD1085から出土した 1点 (444)を除き、転磨を受けた小片がほとんど

であった。

444は木口面の 1端と 1側縁が残存しており、大きさは縦16.5cm・ 横14.3cm・ 厚さ3.6cmを測る。凹面は

．布目で布綴り痕が観察される。凸面には細かな長方形の格子目タタキが施されており、側縁部の面取りは

丁寧である。

(2) 土製品（図版29-198、図版36-354)

198は水路 l区SE956から出土した輛羽口の先端部である。外径6.3cm・ 内径1.9cmを測り、端面を中心

に、溶融によるガラス化や発泡が著しい。胎土には、スサ ・砂粒を多く混入している。

354は水路 l区SX!OOSの覆土から出土した土馬である。上半身を欠損しており、残存部分の大きさは、

長さ7.2cm・幅6.0cm・高さ3.4cmを測る。器面調整は比較的粗く、表面の凹凸が顕著である。本資料は背中

部分に鞍の表現が無く、裸馬とされるもの（金子1988)に分類できよう。

(3) 石製品（図版26-98、図版29-199、図版41-541)

98はV区SD653から出土した砥石である。一端を欠損しており、残存部の大きさは長さ6.2cm・幅2.5cm・ 

厚さI.7cmを測る。端部を除いた4面に、使用痕が観察される。石材は細粒の凝灰岩を用いている。

199は水路］区SE956出土の砥石である。平面形はやや歪んだ三角形状を呈し、長さ11.3cm・幅6.4cm・ 

厚さ2.6cmを測る。正面および左側面の一部に、使用痕が観察される。石材は中粒砂岩を用いている。

541はII区出土の紡垂車で、約半分を欠損する。大きさは、外径5.5cm・ 内径1.0cm・ 厚さ2.8cmを測る。
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断面形は完全な台形ではなく、側辺がやや丸みを帯びる。石材はやや軟質の緑色凝灰岩である。

(4) 布製品（図版25-74)

74はV区SK583から出土した布である。全面に漆が付着しており、これが原因で古代の布が腐朽せず残

存したものと推定される。上下端を欠損するため本来の大きさは不明だが、現存長5.9cm・ 直径最大で2.3

cmを測り、時計回りの方向にねじれている。本資料は形状・漆の付着からみて、漆液をろ過する際に使用

された漉し布と推定され、使用後に絞った状態で廃棄された可能性が高い。

(5) 金属製品（図版32-273)

273は水路 l区SKI053から出土した、銅製帯金具の巡方（表金具）である。大きさは、縦3.8cm・ 横4.0

cm・厚さ0.9cm (銅板厚約2mm)を測る。表面には部分的に黒漆膜が確認されており、裏面側にはベルト本

体に固定するための鋲が、 6ヶ所すべて残存する。

(6) 木製品（図版43-553~565)

木製品の出土地点は、 557・560がII区SDl116の出土、その他はすべて同区SD202において検出された。

所属時期については、共伴土器・木簡から、奈良時代前半（養老から天平頃）に位置付けられよう。

553~554は曲げ物の底板。約三分の二強が残存する553は直径17.1cm・ 厚さ0.9cmを測る。

555は紡績具である糸巻きの横木。全長11.9cm・幅2.1cm・ 厚さ0.9cmを測り、中央には直径3mmほどの穴

があけられている。

556は漁具の浮子。一端を欠損しており、現存長11.0cm・幅I.6cm・厚さI.2cmを測る。端部の両側面には、

網綱に結ぶための切り欠きが施されている。

557は文房具の算木。両端が圭頭となる方柱状の木製品で、長さ6.3cm・ 幅1.3cm・ 厚さI.4cmを測る。4

つの側面には、それぞれ1・2・3・4ヶ所の刻線が施されている。

558~561は祭祀具で、 558は頭部が圭頭形で両側辺に切り欠きがある斎串、 559は琴柱形、 560は馬形、

561は刀形と推定される。これらの木取りの方向は、すべて板目である。

562~565は何らかの部材。562~563は目釘が打ち込まれた板材。564は厚手の板材の片側に、縦10.5cm・ 

横2.5cm・深さ最大1.5cmの彫り込みが見られるもの。565は一端にホゾが作り出されており、机などの脚部

の可能性がある。
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第V章出土木簡

1 . 第6次調査出土木簡について

(1) 木簡の出土状況

新混大学教授 小林

長岡技術科学大学非常勤講師相 沢

日ー
戸

央

第6次調査では、 22点の木簡が出土している。出土地点は、第22号が水路 l区のSE956である以外、す

べてII区S0202の覆土下層から出土したものである。S0202はそれと直交するS01116および、平成9~10

年度に調査したS0201と共に、内部で確認されたS823に関連する区画 ・排水施設とみられる。出土木簡群

は、内部にあった何らかの施設から供給された可能性が高く、 S0201・S0202から出土した木簡の総数は、

合計37点にもおよぶ。各木簡の出土位置については、第6図中にドットで表示した。

(2) 木簡の釈文および意義の概要

以下では、第6次調査出土木簡の釈文（第2表）および、主要なものの意義・概要を記す。

2片に割れ、左辺以外は原形をとどめない。表面に「越後國」の記載があり、それに続く文
第 16号

字は「遣召」と読める可能性が高く注目されるが、小断片のため詳細は不明である。裏面に

も2文字分の墨痕跡があるが、腐蝕が著しく判読することはできなかった。

完形の付け札。頭部右側の切り欠きに近い部分に穿孔が見られる。表面に物品名である「志
第 18号

多々美」の文字、裏面には貢進者である「丈部」の人名が記されている。「志多々美」（した

だみ）は、「海螺」あるいは「海細螺」とも書く 。

上下端および右辺を欠損する。原形をとどめる左辺は、下に向けてやや細く成形されてお
第 19号

り、 一見封鍼木簡の柄部に似る。両面に文字が認められ、一面は人名を列記しているものと

推定される。ウジ名の「道君」 ・「阿刀連」は、いずれも越後国では初見である。

本木簡のみ、水路 l区SE956から出土した資料である。頭部には小さな切り欠きがあり、一
第 22号

面に文字や墨線状のものが記されている。特に 7本の墨線の形状は、 II区SD201出土の斎串

（和島村教育委員会1998)に書かれていたものと酷似し、呪符的な機能を想定できるのではないか。

2片に割れており、上端は表面から刃物を入れて切断している。「大夫」の表記については、
第 25号

既調査時にII区SD201から出土した第 1号木簡（和島村教育委員会1998)に「橡大夫」とあ

り、国司に対する尊称と考えられる。

上下左右ともに、文字を切って二次加工がなされている。断片資料のため詳細は明らかでな
第 26号

いが、「出挙」の表記から出挙関連の木簡と推定される。

5片に割れて出土した。下端と左辺は現状で、表面は「口連得麻呂」などの人名の列記とみ
第 29号

られる。裏面は「神亀二」（年）と書かれている可能性が高く、 II区SD201・SD202出土資料

の所属時期の一端を示すものであろう。神亀2年は西暦で725年にあたり、前出第 1号木簡の記載内容か

ら推定されていた、養老～天平の初め頃という年代観（平川1998) と矛盾しない。
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第31~37号は、いわゆるケズリ屑である。字画の一部をとどめるだけで判読できない
第31号～第37号

ものがほとんどであるが、第33号の二文字目は「三」、第35号は「越道」と読める可能

性があろう。

(3) まとめ

第6次調査出土の木簡は、ケズリ屑や切断 ・再加工されたものが主体である。このことは、既調査出土

資料にもあてはまり、 II区周辺で盛んに木簡の製作や、使用済み木簡の再加工が行われていたことを示し

ている。内容的には、断片的なものがほとんどなため詳細は不明だが、文中に「越後國」の記載がある第

16号や、国司の尊称である「大夫」の記載がある第25号、「出挙」に関連する第26号などが注目される。

これらの木簡は、既調査時出土の木簡群とともに、地方官術における行政機能を考える上で、極めて重

要な示唆を与える資料といえよう。
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2. 下ノ西遺跡第3次調酉出土第12号「今浪人司」関係木簡について

国立歴史民俗博物館教授¥ 川 南

早稲田大学大学院生 小林洋介

(1) 木簡の出土状況

今回再報告する第12号木簡は、第3次調査時に発見されたものである。『下ノ西遺跡II』（和島村教育委

員会1999年）で報告した際には、墨痕が非常に薄く、比較的墨の残りが良い「三村田人」の部分以外は、

ほとんど解読できなかった。その後保存処理を実施したところ、今までほとんど見えなかった文字が明瞭

に確認できたので、新たに釈読を行ない、木簡の意義について再考する必要が生じた。

本木簡の出土位置は、 II区SD201溝跡の西端近く （第6図）であり、同溝出土の他の木簡と同様に、覆

土下層の暗灰褐色砂質土に含まれていた。 SD201はそれと直交するSD202・SDI116と共に、内部で確認さ

れた掘立柱建物SB23に関連する区画・排水施設とみられる。出土木簡群は、内部にあった何らかの施設

(SB23)から供給された可能性が高い。

(2) 釈文

「今浪人司謹牒丸部臣専司ニロ

「寵山俣水取小布西三村田人口

(3) 形状

(260) X26X4 019型式

上端は方頭をなし、下端はオモテ面より刃物を入れキリオリしている。ウラ面が植物の根により多少荒

れている以外、材の保存状態は良好である。

(4) 内容

a. オモテ面

「牒」の書式を持つ文書木簡である。「牒」とは律令公文書の一書式で、所管・被官関係のない官司の間

で取り交わされるものだが、本木簡は「謹牒」という表現をとっていることから、上級官司に上申する際

に用いた「解」に近い用例と思われる。

◎ 今浪人司

本木簡の差出者は「今浪人司」である。「今浪人司」という官司名は、これまでの文献資料には見られな

いため、具体的な職掌は不明だが、おそらく律令国家の課役負担から逃れるために本貫地から逃亡してい

た「浪人（浮浪人）」を管理するための官司であったと考えられる。

なお、参考までに正倉院文書中の山背国愛宕郡雲上里および雲下里計帳（神亀3年〈726〉）に山背国か

ら越後国へ逃亡した人物の記載がみえる。

「妹出雲臣参歳賣年騨拾壱歳丁女養老六年逃

妹出雲臣御川費年牌拾歳 丁女和銅五年逃

右二人越後国」（雲上里計帳）
（ママ）

「戸出雲臣意美麻呂 年参拾騨歳正丁和銅二年逃越中国蒲原郡」（雲下里計帳）

49 



「今浪人」の「今」とは、古代の文献史料にしばしば登場する「今来漢人」 (5世紀以降、新たに中国から

渡来した人々）や「今良」（官戸・官奴婢の解放された者で、律令制官司において雑役に従事した者）など

の表現と同じく、従来からの浪人とは異なる、新たに浪人となった者を管理する官司名が付けられたと考

えられる。「今浪人司」がどこに属した官司であるかを考える上で示唆的な資料は、同じ和島村の八幡林遺

跡から出土した郡符木簡である。

（新混県和島村八幡林遺跡出土第 1号木簡）

「郡司符 青海郷事少丁高志君大虫 右人其正身率［ ］」

・ 「虫大郡向参朔告司口率申賜
（身力） 符到奉行火急使高志君五百嶋

九月廿八日主帳丈部［ ］」
584 X 34 X 5 Q 11型式

この郡符木簡は、蒲原郡司が青海郷の高志君大虫に対して「朔告司」に赴くように命じた木簡であるが、

「朔告司」とは、月のはじめに行なわれる「告朔の儀（行政報告の儀式）」を行なうための官司で、越後国

府内に置かれた官司の一つと考えられている。すなわち 8世紀前半頃には、すでに越後国府内に「 ・・司」

と呼ばれる官司が存在していた。

このことを踏まえると、「今浪人司」も「朔告司」と同様に、越後国府内に存在した官司の一つと考える

のが妥当であろう。

◎ 「丸部臣」と「専司」

本木簡の宛先は「丸部臣」である。国府に所属する「今浪人司」が「謹牒」として文書を発行している

ことからすると、この人物は郡司レベルというより、むしろ国司に相当する人物ではないかと考えられる。

この点に関して注目されるのは、下ノ西遺跡のSD201溝跡から1997年に出土した出挙に関わる木簡である

（和島村教育委員会1998)。

（新潟県和島村下ノ西遺跡出土第 1号木簡）

「殿門上税四百五十九束先上

三百五十束後上ー百九束 十四

又後六十六束

橡大夫借貸舟五束 八十束」 252 X (80) X 10 061型式

この木簡には、郡司を意味する「殿門」と並んで、国司の第三等官を意味する 「橡大夫」という表現が

見える。下ノ西遺跡周辺では、郡司の稲とともに、国司の操の稲をも農民に貸し付けていたことがここか

らわかり、さらに越後国司の橡（第三等官）が下ノ西遺跡のある古志郡に常駐していた可能性も指摘され

ている。第12号木簡も、「今浪人司」から古志郡にいる国司「丸部臣」に対して宛てた文書木簡とみれば、

下ノ西遺跡で廃棄された意味も理解できるのではないかと考えられる。

「丸部臣」に続く「専司」の語は、これまでの文献史料にはみられない。一つの可能性として、史料にみ

える「専嘗国司」の意味とも考えられる。

b. ウラ面

ウラ面は、オモテ面の記載に続いて一連の内容と思われる。本木簡は下端部を欠損しており、地名また

は人名と思われる固有名詞が並べられているが、釈読については、いくつかの可能性が考えられる。
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① 「山俣」「水取」「小布西」を地名（村名）とみなし、 一文字目を「寵＝籠」と解すると、「山俣 ・水取 ・

小布西の三村に籠める（浪人）」と読む。

② 「寵山俣（寵＝穴）」「水取小布西」「三村田人」をそれぞれ人名とみて、浪人名を列記していると解

する。

③ 「山俣」を地名、「水取小布西」「三村田人」を人名と解釈して、「山俣に籠もる（浮浪する）、水取

小布西、 三村田人」と読む。

(5) 本木簡の意義

本木簡では、従来の資料にはみられない「今浪人司」という官司の存在が確認され、 8世紀前半におい

て浮浪人を管理する役所が越後国府内に設置されていたことをものがたっているといえよう。

ここでは、 8世紀前半における律令国家の浮浪人対策の変遷について、これまでの文献史料からみてお

きたい。

まず、『日本書紀』天武天皇六年 (667)九月己丑 (30日）条（史料 1)によると、いったん本貫地に送

還した浪人が、またその浮浪先に戻ってきた場合、本貫地と浮浪先において「課役」を科すという厳しい

方針が取られた。

続く和銅八年 (715)には、史料2にみられるような命令が出された。これは、本貫地を離れて浮浪する

‘史料―' -史料 -史料 -史料

調のを如勅 4 これるす太 3 送逗天 2 彼詔 l
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浪人の内、その地に 3ヶ月以上逗留するような帰る意思のない者から調庸を徴収し、又その本貫地と姓名

を録し、中央に報告することを定めたものである。この格は、浮浪人を浮浪先に残して把握・管理するこ

とを具体的に明文化したことを意味し、ここに至って、浪人は単に逃亡して本貫地以外に逃亡する者とい

う漠然とした概念に加えて、国家によって管理される存在という意味を帯びることになった。

養老四年 (720)の格（史料3)によると、逃亡後6年を経た者のうち、過を悔いて帰還を望む者につい

て、復 l年 (1年間の課役免除）という優遇措置と共に、本貫地に帰還させることを奨励している。その

背景には、和銅八年格以後の浮浪先に居住する浪人の増加と、それに応じて働き手の多くが逃亡して活力

を失った浪人の本貫地の戸に対して、国家が課役を徴収するという厳しい現実があったと考えられる。

さらに天平八年（七三六） 二月二五日格（史料4)によると、浪人を本貫地まで逓送することを定める

一方で、「自余の無貫の者」（本貫地の戸が無くなってしまった浮浪人）については、名簿に登録して、調

庸を輸させ、浮浪先で労役に従事させることにした。

このように 8世紀前半の時期は、浮浪人に対する律令国家の政策が次々と打ち出された時期であり、各

地方社会においても、中央の政策に対応して浮浪人対策がとられたものと考えられる。「今浪人司」という

官司も、 8世紀前半の浮浪人対策の中でとらえていかなければならないであろう。

(6) まとめ

① 本木簡は従来の資料にはない「今浪人司」という官司名が確認され、 8世紀前半の越後国府内に浮浪

人を管理する官司が置かれていたことが推定できる。

② 「今浪人司」の宛先である「丸部臣」は国司であると考えられ、すでに同じ下ノ西遺跡から出土してい

る「橡大夫」の木簡と合わせて考えると、古志郡に国司が滞在していた可能性が指摘できる。

③ ウラ面の解釈はさきに 3つの可能性をあげたが、下半部を欠損しているのでいずれとも決めかねる。

「謹牒」という書式の文書木簡の内容は、現段階では次のように想定しておきたい。

国府に置かれた「今浪人司」から、この地に滞在していたと考えられる国司の一人「丸部臣」に対し

て、古志郡内（その周辺を含むか）の浪人探索を依頼した文書、あるいは「今浪人司」が管理する浪人

を「丸部臣」のもとに径役労働などの目的で派遣した時の送り状、などと想定できよう 。

④ 浮浪人に関わる本木簡は、下半部を欠損し、不明な点も多いが、律令国家の浮浪逃亡対策の大きな転

換期とされる 8世紀前半のものであるだけに、その資料的価値はきわめて高いと考えられる。

(7) 今後の課題

本木簡が出土した遺構は、 SB23掘立柱建物跡を区画するSD201溝跡である。このSD201溝跡からは、

1997年に「殿門」（郡司）や「橡大夫」（国司の第三等官）の出挙稲を収納する際に作成されたと考えられる

記録簡（第 1号木簡）や、荷札木簡のような切り込みを片側に持ち、「越後國高志郡」と習書された木簡

（第5号木簡）、刑罰の図と思われる絵が書かれた木簡（第10号木簡）などがこれまでに出土している。

いずれも内容の異なる木簡が、なぜ同じ区画溝から出土しているのか、これらの内容に対応する役所と

してどのようなものが想定できるだろうか、また、その中でSB23掘立柱建物跡がどのような機能を持つ建

物であったかなどは、今後に残された課題となろう 。
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第VI章まとめ

1 . 遺構について

(1) V区検出の建物群

第5・6次調査を通じて最も大きな成果は、 V区において多数の掘立柱建物が検出され、官術中枢部に

特徴的な建物配置を確認できたことである。V区建物群の機能を考える上で重要なポイントとして、次の

4点をあげることができる。

① 溝で囲われた東西29mx南北27mの内郭と、それを取り巻く建物群（外郭）とで構成される。

② 内郭建物群は、庇付きのSB32を中心として、左右対称形に近い配置をとる。

③ 内郭には、 「馬の洗い場」（奈良国立文化財研究所1985)に類似した長大な土坑SK504が存在する。

④ 建物群の維持された時期は、共伴遺物から 9世紀前半～後半に及ぶものと推定される。

①～②の要素は、官術の中枢部である政庁などに特徴的なものであるが、内郭の大きさや建物の規模か

らみて、郡庁院とするには貧弱すぎる。③の特徴から考えて、 V区建物群は馬に関わる施設、具体的には

郡術の中の「伝馬」を司る官術、あるいは「駅家」を想定できるのではないか。前者は、発掘調査で具体

的に遺構が特定された例はないが、後者についてはいくつかの追跡で内容が明らかになっている。

現在知られている駅家関連の遺跡の中で、構造・規模において最も近いのが、山陽道の野磨駅家に比定

されている落地遺跡（兵庫県教育委員会1991)である（中枢部の大きさが30mx23m)。しかし、下ノ西遺

跡と落地遺跡は機能した時期が異なり、山陽道と北陸道という地域差についても考えに入れて、内容を検

討する必要があろう。

下ノ西遺跡V区に駅家が存在したとすると、位置的にみて北陸道上に置かれた『大家駅』である可能性
［大力）

が最も高く、八幡林迫跡I地区から出土した口家騨」の墨書土器は、本地区から持ち込まれたとみることも

できよう。しかし、 V区建物群を駅家と考えるには大きな問題点もある。駅家であるならば、この付近で

は東西方向に通じると予想されている北陸道に面していなければならないが、下ノ西迫跡周辺で発見され

た明確な道路遺構は、南北に伸びるものだけであった。これらは方向的にみて、海岸部と島崎川流域を結

ぶか、小島谷川に沿って南下し峠越えで与板に抜ける、信濃川方面（東古志）への連絡路と考えられ、推

定される北陸道とは明らかに異なる。

下ノ西遺跡の既調査区の中で、北陸道に比定しうる明確な迫構は確認できなかったが、 V区官衡の北面

を区画する溝SD954より北へ約25mの位置に、同方向の溝SD926があり、その外側が4もしくは 6m幅で

遺構のほとんど分布しない空白域となっている点が注目される。過去6次の調査が実施されたJR越後線

南側の村道に沿う地域では、ほかにこのような箇所はない。溝SD926は、後世の削平を受け基底部のみが

残存している状態であり、対応する反対側の側溝が削平で失われていると理解すれば、この空白域を道路

として捉えることも不可能ではない。

V区官術の具体的性格および北陸道の問題については、調査範囲が限られていたこともあり、今回の調

査で解明することはできなかった。今後、島崎川流域で明確な北陸道が発見され、そのルートが特定され

た時点で再検討されるべき課題と考えられる。
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第8図 下ノ西遺跡検出V区官街および道路模式図

遺構名 遺跡名 地区名 方向 時 代 規 模 備 考

道路 l 八幡林 H 南北 SC中葉 4.0m (側溝心々 ） 路面にバラス舗装？

木道 // // 東西 9C末以降？ 1. 5m (下部構造の幅） 粗染組上に半裁丸太設置

道路2 下ノ西 1区東 南北 8C~9C中葉 4. 9m~5. 3m (側溝心々） 同位置で3回以上改修

道路3 II 水路 l 東西 9C? 4もしくは6m 遺構空白域より推定

道路4 II V 南北 中世？ ？ 波板状凹凸面のみ確認、側溝不明

第3表 下ノ西遺跡周辺の道路遺構一覧表
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2. 出土土器について

第5~6次で検出された土器は、 7世紀代から10世紀前葉のものが主体であり、それより明らかに先行

する時期のものや、中世の資料もわずかだが確認されている。以下では、中心をなす古代の土器 (7世紀

中葉~10世紀前葉）について、食膳具を中心に概観したい。

古志郡西部における古代の土器編年については、出雲崎町梯子谷窯跡（新混県教育委員会ほか2001)お

よび、和島村八幡林遺跡（和島村教育委員会1992~1994)・門新追跡（和島村教育委員会1995~1996)・下

ノ西遺跡（和島村教育委員会1998~2000)などによる調査資料の蓄積によって、編年の基軸が固ま りつつ

ある。下ノ西追跡における今回の調査成果は、それをさらに補強するものといえよう。

本地域における 7世紀末から10世紀の土器については、梯子谷窯跡の報告書の中で春日真実によって編

年の大綱が示されており（春日2001)、本項でもそれを基軸に出土土器群の位置付けを行う。

1 期

梯子谷窯跡に先行する時期である。須恵器食膳具では、口径10cm以下の小型の坪Gとそれとセットにな

る返りのある坪蓋が主体で、これに著しく矮小化した坪Hおよび坪H蓋を逆さにしたような椀、器高の低

い高脚銃形の高坪がみられる。土師器では、内面黒色処理された口縁部が大きく外反する古墳時代タイプ

の坪と高坪が確認されている。

田嶋1988 春日1999

600 I 1 (古） I I 

I 1 (新） I 2 

I 2 I 3 

II 1 II 1 

II 2 II 2 
700 
II 3 III 1 

IIl III2 

IV 1 NI 

IV 2 (古） N2 
800 
N2 (新） IV3 

VI V 1 

V2 V2 

VJ I VI 1 

VJ 2 VI 2 
900 
VI3 VI 3 

Vil 1 VII 1 

VD 2 (古） VII 2 

1000 

第4表編年対照表

春日2001

I・2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

9期

10期

11期

下ノ西2003

1期

2期

3期

4期

（＋） 

5期

6期

7期

8期

9期

10期
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1期の資料を主体に出土する遺構としては、 V区

SD556・SK583があげられるにすぎず、大半の資料

は、包含層あるいは新しい時期の遺構に含まれてい

たものである。このため、型式内容・組成の詳細に

ついては不明瞭であり、坪Hの消長などから、さら

に新旧に細分される可能性もある。

2 期

梯子谷窯跡（春日2001の 1・2期）にほぼ並行す

る段階である。須恵器食膳具では、坪Gがほとんど

みられなくなり、口径10cm~12cm程度の無台坪と、

15cmを超える大型の有台坪が主体をなす。坪蓋はい

ずれも内面に返りを持ち、口径が18cm~l9cm前後の

大型のものと、 12cm~l3cmを測る小型のものとがあ

り、大型品のみを焼成していた梯子谷窯跡とは様相

が異なる。そのほかの器種としては、坪H蓋を逆さ

にしたような椀、中 ・小型の高坪、大型の盤などが

確認されている。

土師器では、古墳時代タイプの内面黒色処理され

た坪 ・高坪が定量みられるが、図化できた資料は少

ない。

2期の資料を出土した遺構としては、水路 l区の

SKI043および、第4次調査（和島村教育委員会



2000)時に検出した田区 1SD400、Ill区2SK494などがあげられ、遺構外ではIll区1~2からの出土が多

し)

゜
3 期

梯子谷窯跡に後続し、下ノ西遺跡SD201出土資料 (4期）との間をつなぐ資料を本期とする。良好な一

括資料に恵まれず、詳細な組成 ・型式内容には不明な部分が多い。

須恵器食膳具では、有台坪・坪蓋・無台坪 ・椀 ・小型高坪が確認されている。有台坪は、口径16cmを超

えるおおぶりでやや身が深いものが目立つ。有台坪とセットとなる坪蓋は、内面に返りを持つタイプが見

られなくなる。無台坪は、口径13cm前後のものが主体だが、 15cmを超える大型品も少量認められる。

土師器食膳具については、小型の無台坪および、赤彩された深身の無台椀が確認されている。

3期の資料を出土した遺構としては、水路 l区SDI030・SDI041があげられ、第4次調査（和島村教育

委員会2000)検出の田区 1SK408、皿区2SK430・S829柱抜き取り穴出土資料も当該期に位置付けられよ

う。

4 期

下ノ西遺跡II区SD201・SD202出土資料を基準としており、春日2001編年の3期と一致する。当該期の

資料は、 II区および、水路2区西側 ・水路3区など遺跡西部を中心に検出されている。

須恵器食膳具には、有台坪 ・坪蓋・無台坪 ・高坪がある。有台坪は口径14cm~15cmのものが主体だが、

10cm ~12cmを測る小型品や、 16cmを超えるおおぶりなものも確認されている。II区SD201からは、このほ

か身の深い椀タイプの有台坪が 1点出土している（第3次調査資料、未報告）。坪蓋は、 16cm前後の口径で、

偏平な擬宝珠形のつまみを持つものが主体。無台坪は、口径13cm~14cmのものが多いが、 11cm前後の小型

品や、 16cmを超える大型品も見られる。大型品の中には、沈線が施された金属器模倣とみられるものも存

在する。高坪は短脚で、大型 ・皿状の坪部を持つものである。

土師器の食膳具には、須恵器模倣の有台坪 ・無台坪 ・無台椀 ・高坪のほかに、畿内系の土師器を模倣し

たもの、ハケ目調整の高坪 ・無台坪などが見られる。須恵器系のものは、多くの場合赤彩されている。

4期の実年代は、 SD201・SD202において共伴した、養老4年 (720)もしくは養老6年 (722)から天

平2年 (730)の間に限定される第 1号木簡（平川1998)および、神亀2年 (725)の年号が記されている

可能性が高い第29号木簡の存在から、奈良時代前半の養老から天平の初め頃に位置付けられよう 。

5 期

下ノ西遺跡水路 l区SK1053出土資料を基準とする。前述4期との間には 1型式程度のブランクが想定

され、春日2001編年の3期、すなわち八幡林遺跡H地区S001出土資料などが間に介在するものと推定され

る。このブランクを埋める資料は、下ノ西迫跡においては良好な資料に恵まれておらず、各調査区の遺構

外出土資料に、その時期と推定されるものが散見される程度である。

5期の須恵器食膳具には、有台坪 ・坪蓋 ・無台坪が確認されている。有台坪は器高4cm前後の身が浅い

ものと、深い椀タイプのものとがある。前者は、口径13cm前後のものが主体で、後者には口径15cm前後の

大型のものと、 11.6cmを測る小型のものが確認できる。有台坪は高台の脇をヘラケズリする癖を持つもの

が目立つ。坪蓋は、偏平な擬宝珠形のつまみを持つ口径15cm前後のものが主体で、やや高い宝珠形のつま

みを持つ大型のものや（口径17cm超）、口径8.0cmの極めて小型のものもみられる。無台坪は、口径13cm前

後のものが主体で、底部外周をヘラケズリする有台坪と共通した癖を持つものも存在する。

土師器の食膳具には、須恵器を模倣した無台椀（赤彩）が確認されている。このタイプの赤彩無台椀は

7世紀代から続く器種で、当該期を最後に姿を消す。
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5期の資料を出土した追構としては、水路 l区のSK1053およびSXIOIIがあげられる。SXIOIIは当該期

の資料以外に、 9世紀以降のものも定量含んでいる。このことは、同遺構が長く開口状態に置かれ、時期

差のある遺物が混入した可能性を示すものと言えよう 。

6 期

春日2001編年の6期に並行する段階。下ノ西遺跡においては良好な資料が無く、断片的にしか確認でき

ないが、水路 l区P-924出土土器などは本期に位置付けられる可能性がある。

P-924からは、須恵器の有台坪と無台坪が確認されており、小泊窯跡の製品は含まない。無台坪には、 5

期には見られなかった身が浅い皿状の器形をとるものがある。

7 期

下ノ西遺跡 I区西SE201出土資料（和島村教育委員会1998)を基準とする。第5~6次調査では、 V区

SK504および、水路l区SK952、II区SB71周辺の包含層出土資料などが当該期に位置付けられよう。

須恵器の食膳具では、有台坪 ・坪蓋 ・無台坪が確認されている。これらには佐渡小泊窯跡の製品を定量

含んでいる。有台坪は、口径12cm~ 13cmを測る身が浅いものと、 14cm~ 16cmのおおぶりで深身のものと

がある。坪蓋は、口径14cm~15cm前後のものが多いが、深身のものとセットをなす17cmを超える大型のも

のも存在する。無台坪は、口径12cm~13cmのものが主体である。SK952出土無台坪の側面に記された記号

状の「e」は、下ノ西迫跡を代表する同墨書の初見資料といえる。
土師器の食膳具には、無台坪 ・無台椀が確認されている。無台坪には須恵器を模倣したものと、ハケ目

成形のものとがあるが、後者はV区SK504から出土したものが唯一である。無台椀はいずれもロクロ成形

で、黒色土器（内黒 ・両黒）を含むが、全体的に組成の中で占める割合は低い。

8 期

下ノ西遺跡第3次調査 I区西SE203出土資料（和島村教育委員会1999)を基準とし、第4次調査rn区2

のSE422(未報告）や、第5次調査V区SE669などからも良好な一括資料が出土している。

須恵器の食膳具には、有台坪・坪蓋・無台坪があり、ほとんどが小泊窯跡の製品で占められている。有

台坪は深身のもののみとなる。それとセットとなる坪蓋は、端部が丸みを帯び、低く形骸化したつまみを

持つ。無台坪は、口径12cm~13cmを測るものが主体である。7期に出現した無台坪側面の「e」あるいは
「日」字状の嬰書は、当該期に盛行する。

土師器の食膳具は、ロクロ成形・底部糸切りの無台椀が主体で、わずかに有台椀を伴う。内面が黒色処

理されたものでは、外面にもヘラミガキを施した精製品が目立つ。

9 期

八幡林遺跡C地区17T出土土器に並行する段階。下ノ西追跡においては、第6次調査水路 1区SX852か

ら良好な資料が出土している。

SX852出土資料は、一部4期など古い段階のものが混じるが、大半の資料は当該期に位置付けられる可

能性が高い。

須恵器食膳具はすべて佐渡小泊窯跡の製品であり、 8期と同様に深身の有台坪 ・坪蓋 ・無台坪で構成さ

れている。無台坪は口径12cm~13cmを測るものが主体であり、 8期と比較して身の開きが大きくなる。

土師器の食膳具は、ロクロ成形 ・底部糸切りの無台椀が主体であり、黒色士器も定量みられる。食膳具

の中での土師器の占める比率は当該期に急増し、八幡林遺跡C地区17Tでは約65%、SX852では約57%(明

らかに古い個体を除いた数値、口縁部計測法では約69%)に達する。
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須恵器蓋坪 須恵器有台坪 須恵器無台坪 須恵器椀 須恵器高坪 土師器高坪・坪 士師器無台椀
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□日／ SK583 (72~ 73) 

SK556 (102) 

田区 l包含層 (ill集ー39)

V区包含層 (132)

水路 l区包含層 (399)、P-866(400) 

SK494 (ill集ー24~26)

P-803 (ill集ー27)

SD400 (ill集ー6・ 13)

SK1043 (288) 

水路 l区包含層 (395・406)

~-=ゴー~、 Ill -16

こ l

~ g -35 

~ -36 （ロクロ成形）

→ I -28 

4
 口闊 ~:-·:·::WIノ39

三 231

□ :9 
~~ 十::_~242

／ 幻0

ロこj
~49 

□三已一~48

▽□一7,92

（非ロクロ）

¥7丁―夏
m-37 

（赤彩）

ー／m-10 
SK408 (Ill集ー10・16)

SB29 (Ill集ー35~37)

S01041 (401・405) 

SD201 

(I集ー28~29・38~40・44~45・48~49)

II区包含層 (I集ー78)

◄八幡林遺跡H地区SDOl

SK1053 

~ 91 
P-924 

~ 三→—~93 土師器椀

ー ー 1-1 

7
 

~ -3 □ 7 
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（無台椀）
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（ロクロ成形）

~ ニ尻20

（非ロクロ） 内外面黒色処理）

SE201 (I集ー1・ 3・20)

SK504 (14・24・27) 

SK952 (277~279) 

乙 35
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SE669 (35~37・47) 

SE203 (II集ー16・27)

□二二dog
SX852 

10 ~ 三／
（有台椀）

□三ご□□□□ SX998 (212) 

SE1009 (215・219) 

第9図 下ノ西遺跡出土食膳具編年概要 (I,.:__, 皿は既報告のもの、番号のみは本書報告のもの、 S=1/6) 
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10 期

下ノ西遺跡第3次調査 I区西SE202出土資料（和島村教育委員会1999)を基準とする。門新遺跡外割田

地区SD07・SK14(和島村教育委員会1996)などと同時期と考えられる。

10期は下ノ西遺跡における最終段階であり、第 1次調査 I区東で検出された土器廃棄土坑SKOlや、第6

次調査水路 l区SE956・SX998・SE1009はこの時期に位慨付けられよう。

当該期は須恵器の食膳具がほとんど確認できなくなり、 1,000個体近い土師器椀が出土したSKOIにおい

ても、須恵器有台椀 ・無台坪は、それぞれ数個体が共伴しただけであった。

土師器の食膳具には無台椀 ・有台椀があり、内面黒色処理されたものも定量確認されている。有台椀の

出土量は全体的に少ない。土師器無台椀は口径12cm~13cmを測るものが主体であるが、口径15cmを超える

大型のものも存在する。器面調整は、 9期と比較してロクロナデの一単位が幅広となり、凹凸が顕著なも

のが現れるなど粗雑化領向がうかがえる。内面黒色処理されたものには、おおぶりで深身のものが多く、

外面が研鹿された精製品も存在する。

3. 遺跡の動態について

下ノ西遺跡は6次にわたる調査によって、 7世紀後半から 8世紀にかけて機能した重要な地方官術であ

ることが明確になった。その広がりは 7万面を超えるものと推定され、北西約800mに位置する八幡林遺

跡と連動して、地方支配を行ったものと推定される。下ノ西遺跡の全体構造や機能、時期的変遷について

は、調査面積が遺跡全体の一割にも満たない状況であるため、詳細が判明していない部分も多い。以下で

は、現段階で明らかになっている範囲で、成立から終焉までの遺跡の動態および八幡林遺跡との関連につ

いて述べてみたい。

【7世紀後半~8世紀初頭】

下ノ西遺跡の成立は7世紀にさかのぼのり、八幡林追跡より確実に先行する。その成立期において、す

でに掘立柱建物を中心とした建物群が造営されており、主に小島谷川に沿った地域 (I区 ・ill区 ・水路 l

区 ・V区）に展開する。それらは広い範囲で棟方向を揃え、桁行5間で柱掘り方が 1辺Imを超える大型

の建物を含むなど、一般集落とは明らかに異なった様相を呈する。遺跡の性格を具体的に示すような資料

の共伴はないが、次の段階の郡に関連する木簡の存在からみて、八幡林遺跡に先行する郡（評）術であっ

た可能性がある。

この時期の北陸地方は、越国の 3分割 (690年頃）や、大宝2年 (702年）における越中国4郡の越後へ

の編入など、国域のめまぐるしい変化があった。それに伴って、下ノ西遺跡が所在する本地域も『越国』

から『越中国』を経て『越後国』へと所管が変更されており、下ノ西遺跡がどの段階で整備されたかは、

律令的な地方支配体制の成立過程を考える上で、重要な意味をもってくる。

【8世紀前半】

若干の粗密はあるが、迫跡全域から遺構 ・遺物が検出されるようになる。大半が狭小な範囲の調査であ

るために、遺跡全体の構造や中枢部の位置などは判明していないが、 II区において区画溝を伴う大型の掘

立柱建物が検出され、溝の堆租土から多量の木簡が出土している。

木簡の内容としては、次に記す4点の資料が重要である。
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(1) 出挙および国司（橡）借貸に関わる記録簡

(2) 越後国から書きはじめられ、都への貢進を意図したとみられる付け札

(3) 越後国府内の一機関と推定される「今浪人司」から、古志郡にいる国司「丸部臣」にあてた文書

(4) 「符大宅万呂符符符 ．．． 」 と記された郡符木簡の習書とみられるもの

このほか、厳密には木簡ではないが、中国古代の地誌 ・博物書である『山海経』の中の「武負の臣」処

刑場面を図案化したとされる絵画板（桐本 ・長谷山2001)も注目される。これらの資料は、 (1)の記載内容

や「神亀二 （年）」と読める可能性が高い木簡との共伴から、おおむね養老から天平の初め頃のものと推定

され、八幡林遺跡の創建期（養老前後）とほぽ重なる。

区画溝から出土した木簡群は、いずれも区画内に所在した施設に関連するものと推定される。その多岐

にわたる内容をもとにして、施設の具体的性格を絞り込むことは難しいが、公出挙の事務・都へ向けた貢

進物の発送作業 ・郡符木簡の発給はいずれも郡の職掌であることから、当該期の下ノ西遺跡に郡レベルの

官術が存在したことは確実であろう。『山海経』の一場面を図案化したとされる絵画板についても、桐本東

太 • 長谷山彰の両氏が指摘するとおり（桐本 ・ 長谷山2001) 、 『山海経』が和銅年間の『風土記』 選進を契

機に地誌編纂のテキストとして地方に伝えられ、風土記編襄の実質的な担い手であった郡司あるいはその

下の官人層が、『山海経』の知識をもとに描いた可能性が高く、郡レベルの官徊であったとする考えを、

いっそう補強するものといえよう。

ここで問題になってくるのが、養老前後に創建する八幡林遺跡との関係である。下ノ西遺跡が郡レベル

の官術であったとすると、八幡林遺跡はどのような役割を担って設置されたのであろうか。当該期の八幡

林遺跡は、 C・G地区の丘陵斜面を雛壇状に造成するなど大規模な地形改変を行ない、建物が建設されて

いる。創建期から 8世紀中葉頃までの共伴遺物には、奈良三彩や緑釉形象硯（鳥形）、帯金具、墨書土器、木

簡など、官術に特有な追物が多くみられる。中でも『石屋城』を表す可能性が高い「石屋木」の墨書土器

や、沼垂城とのつながりを示す第2号木簡の存在、過所機能を併せ持つ蒲原郡符がこの遺跡で廃棄されて

いる点は、その立地条件とともに、城柵や関といった国レベルの機能をうかがわせるものである。また、

これに関連して、下ノ西遺跡第 1号木簡に「橡大夫借貸」とあり、下ノ西遺跡で国司（橡）借貸の事務が

行なわれていた事実から、古志郡内に国司第三等官の橡が常駐し、その派遣先が八幡林迫跡であったこと

が想定されている（平川1998)。八幡林遺跡に橡が常駐していたかどうかは、さらに資料が蓄積される必要

があるが、中条町蔵ノ坪遺跡から出土した「少目御舘米五斗」の付け札（平川 ・小林 ・相沢2002)も、陸

奥 ・出羽と同じ支配システムである国司分置の実施を示す状況証拠のひとつとなろう。

越後国が出羽国分置後も蝦夷政策に関わる物資・人員輸送の中継点として機能を持ち続けていたことは、

新潟市的場遺跡における「秋食」と書かれた習書木簡の存在などからすでに指摘されている（小林1992)。

このような状況の中、頚城郡に移転した越後国府と沼垂城との空間的へだたりを解消するために、ほぼ中

間地点にあたり、古志郡家に近接する軍事・交通の要衝の地に設置されたのが八幡林迫跡（石屋城？）だっ

たのではないだろうか。

【8世紀後半】

当該期の下ノ西遺跡は、土坑 • 井戸などが少数確認されているだけで、前後の時期と比較すると、遺跡

の動向があまりよくわかっていない。この傾向は、八幡林遺跡においてより顕著であり、何らかの社会情

勢の変化に伴い、施設の廃止 ・移転等が行なわれたとことも考えられる。この点については、下ノ西遺跡

の動向も含め、今後検討すべき課題である。
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【9世紀前半~9世紀後半】

当該期の下ノ西遺跡は、成立期と同じく小島谷川に沿った地域を中心に展開する。おびただしい建物が

確認されており、特に I区とV区の2ヶ所に建物のまとまりが確認された。

I区においては、東西棟と南北棟（庇付き）が9尺を単位とする完数値で計画的に配置されているエリ

ア（和島村教育委員会1999)や、平面積が250rrlに達する巨大な四面庇付建物などが確認されている。後者

の四面庇付建物は9世紀後半に機能していたもので、調査区の制約のために、脇殿など関連する建物は確

認されていない。規模や構造からみて郡家の政庁正殿あるいは上級官人の居宅と推定されるが、機能を特

定するような遺物は出土していない。

小島谷の谷口に位置するV区でも、官術風の建物配置をとる遺構群が検出されている。この施設の性格

としては、本章 lで述べたように、『大家駅』である可能性がある。同駅に比定するには、北陸道の問題な

ど解明すべき課題も多いが、古志郡家の一角に駅家が併設されていたとすると、平川南氏が指摘するとお

り（平川1998)、『出雲国風土記』意宇郡条の「黒田の騨、郡家と同じ慮なり」と記載されている状況と一

致する。下ノ西遺跡は、島崎川 ・小島谷川 ・梅田川の合流点を前面にひかえ、北陸道と信濃川流域（東古

志）とを結ぶ連絡路の分岐点に近い、水 ・陸上交通の要衝の地に所在しており、駅家が設置される場所と

しても好適地といえるのではないか。

次に、この時期の八幡林迫跡の状況をみてみたい。八幡林迫跡は8世紀後半のブランクの後、 8世紀末

頃に再興されるが、断絶の前後で遺跡の性格が変化している可能性が高い。創建期にみられた国レベルの

機能をうかがわせる文字資料は確認できなくなり、郡に関連する内容のものだけとなる。さらにこの時期

は、遺構 ・文字資料の検討から、 9世紀中葉頃に大きな画期が想定されている（田中1995)。

9世紀前半の八幡林遺跡は、主にC・I地区を中心に展開しており、 C地区ではこの逍跡最大の四面庇付

建物（平面積180rrl)が、 I地区では桁行3~5間の中 ・小規模建物が多数確認されている。この時期の遺

物は、低地部にあるI地区からの出土量が最も多く、帯金具 ・皇朝銭（神功開賽） ・太刀外装具 ・円面硯．

風字硯 ．漆器の優品 ・多量の文字資料（木簡 ・墨書土器）など、官術遺跡に特徴的なものが目立つ。文字
［上力］

資料では、郡や大領に関わる内容のものが卓越しており、特に「口郡殿門」「上大領殿門」と宛書された封

鍼木簡の存在は、郡に関連する施設であったことを如実に物語っている。四面庇付建物の存在から、 C地

区を古志郡の政庁とみる向きもある。しかし、同建物が単独に近い形で所在し、 1地区を含めても建物数が

貧弱すぎる点から考えると、古志郡家の本体ではなく、 C地区の四面庇付建物とI地区の付属施設（墨書土

器にみえる「南殿」「大（領）厨」など）で構成される、『大領館』と考えるのが妥当であろう。

9世紀後半になると、 I地区の建物群は存続するが、 C地区の四面庇付建物は廃絶してしまうようであ

る。当該期の遺物では、緑釉陶器と多量の墨書土器の存在を除き、 一般的な集落遺跡との格差がなくなる。

墨書土器は200点を超えるが、「由」「草」「有」といった一字墨書が主体で、前半に顕著であった郡関連の

表記は無くなる。わずかに、施設名とみられる「北家」「冒殿」に官術的色彩を読み取ることができるが、

『家』『殿』に冠せられた方角が、前半の『南』から『北』に変化している点は、 C地区の四面庇付建物の

廃絶と密接に関わる可能性が高い。四面庇付建物が機能していた段階では、同建物からみて南にあるI地

区の建物群は、その位置関係から『南殿（家）』と呼称されていたものと推定され、四面庇付建物廃絶後に

方位が逆転している事実は、中心となる施設が1地区より南方に移転するなど、官徊内部のレイアウトに変

更があったことを示している。八幡林遺跡での四面庇付建物廃絶に対し、それと入れかわるように出現す

るのが、下ノ西遺跡 l区東の巨大な四面庇付建物SB17である。下ノ西遺跡は、八幡林迫跡からみて南西方

向に約800mの位置にあり、遺跡間を越えた機能の移転等も考慮する必要があろう。
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【IO世紀前半】

下ノ西遺跡の最終段階で、 I区を中心に掘立柱建物・井戸・土坑などが確認されている。掘立柱建物は、

主軸方向が大きく東に偏向するものに変化し、最大の建物は、庇が付く桁行4間以上のSB20であった。本

建物は、前段階の四面庇付建物SBI7と重複し、規模からみてSB17の機能を引き継いでいた可能性がある。

SB20の北辺から2,6mの位置には、主軸方向を同じくする長大な土坑SKOiがある。この土坑の中から、

I, 000個体近い土師器椀が出土しており、土器の示す年代を考慮すると、 SB20の廃絶時に執り行われた祭

祀に関連するものと見られる。

当該期を最後に下ノ西遺跡は衰退し廃絶を向かえるが、八幡林遺跡の終焉はこれより若干早く、 IO世紀

初頭頃には機能を終えている可能性が高い。古志郡家に関連する下ノ西遺跡と八幡林遺跡の終焉前後に、

沖積平野の中央部に進出し充実をみせるのが門新遺跡（和島村教育委員会1995)である。門新遺跡は、

3,000rriという狭い面積ながら明確な区画施設を持ち、卓越した規模の主屋を中心にして大小の建物が整

然と配置されている。律令体制の崩壊後、新たな地方支配の拠点として成立するのがこのタイプの施設で

あり、その造営主体は『開発領主』と呼ばれる階層であったと推定される。
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遺 物 観 察 表（土器 ・陶磁器 ・土製品 ・石製品 ・金属製品 ・布製品 ・木製品）

※ I • 胎土の表記、 英＝石英 • 長＝長石 ・チ＝チャート・海＝海綿骨針 ・雲＝雲母 ・赤＝赤色粒子 ・白＝白色粒子 ・黒＝黒色粒子

2 . 土器の色調は、土色計 (MINOLTA SPAD-503)を使用して計測した。

No. 出土地点 遺構名 種別 器種 口径 底径 器翡 色調（外・ 内） 胎上 備 考

I V区 SK504 須恵器 坪蓋 13. 8 2. 7 黄灰・黄灰 密、白少 転用硯・内屋8「口開力」・天井へうケズリ

2 “ ” ” 
II 14. 4 3. 3 灰黄褐・黄灰 やや粗、白 天井部ヘラケズリ

3 ” ” ” 
II 17 8 灰黄・ にぶい黄橙 粗、白• 黒 II 

4 ” II ” ” 17. 2 ” ” 密、白黒少 瓦門の焼成

5 ” ” ” ” 14. 0 灰褐・灰 やや密、白• 海

6 ” ” ” 
）） 13. 6 褐灰 ・黄灰 粗、白 ・黒

7 II II 

“ 
II 14. 2 黄灰 ・黒褐 密、白• 黒 天井部ヘラケズリ

8 ” " II 有台坪 IO. 0 黄灰・黄灰 やや粗、白

9 ” ” ” 無台坪 14. 6 10. 8 3 8 ”” 密、白• 海

10 II II ” ” 14. 0 IO. 2 3. 6 灰白 ・灰褐 密、白

II II II ” “ 12. 
8 9. 0 3. 6 灰黄褐．灰黄褐 " " 

12 I/ ” ” ” 12. 4 7 4 3. 7 灰黄褐．にぶい黄橙 やや粗、白

13 ” II II II 13. 2 黄灰．灰黄 密、白少

14 ” ” " ” 13. 3 8. I 4. I 灰．灰 密、白 側面に屋苔「口」

15 ” ” ” II 13. 2 9. 2 3. 6 にぷい橙．にぶい黄橙 密、白少

16 ” ” ” 
II 13.4 9. 4 4. I 灰 ．灰 密、白 底部外面ヘラ記号

17 ” ” ” ” 12 2 8. 4 3.6 灰黄褐・ 灰オリーブ 密、白少

18 II 

“ ” “ 7. 8 灰・ 灰 やや密、白

19 ” ” ” 
II 13.4 9. 4 3. 7 灰 ．灰貨褐 やや粗、白

20 ” ” ” ” 13. 6 II. 2 3. 2 にぶい黄橙．灰黄 やや密、白少

21 II II ” II 13. 4 10 6 3. 3 灰黄褐，赤灰 ” II 
22 // " ” ” 13 6 9. 6 3 2 灰白・ にぶい黄橙 密、白少

23 " II II ” 8. 6 黄灰・ 灰褐 密、白

24 II II 上師器 " 9. 5 5. 5 3. 8 灰黄褐，にぶい黄 英•長・チ • 海 （外）ハケ後日鼠ナデ・下位ケズリ（内）ハケ

25 II II ” 鉢？ 4. 0 にぶい黄橙 ・灰黄褐 英• 長・チ （外・底外）ハケ、（内）ナデ

26 II ” // 鉢 10.0 4 2 4. 6 にぶい橙 ．にぶい褐 英 ・長 ・チ・赤 （外）ハケ（内）不明

27 II 

“ 黒色上箇器 無台椀 9. 4 黄灰・黄灰 英長微貝 （外・内）ヘラミガキ、黒色処理

28 II I/ 須恵器 瓶類 灰黄褐・褐灰 やや密、白• 黒

29 ” ” ” 横瓶 ” 
II やや密、白少

30 ” ” 上師器 長甕 17. 6 にぶい貨橙・ 灰黄褐 英• 長 ・ チ・赤• 海 （外・内）ハケ

31 II ” ” ” 17. 0 灰オリープ・にぶい黄橙 ” ” 
32 ” ” ” 

II 23 6 明褐灰・ にぶい黄橙 ” ” 
33 ” ” 

II ” 23.0 にぶい橙 ・にぶい橙 英• 長・チ・赤 ” 
34 ” SK505 珠洲焼 帽l鉢 20. 0 8.8 7. 9 黄灰・黄灰 やや粗、白• 黒• 海 注口部内外面にタール付着

35 ,, SE669 須恵器 坪益 14. 0 2. 3 灰．灰 密、白

36 II ” II 有台坪 13. 0 7. 8 6. 2 褐灰・ 焦褐 密、白• 黒

37 ” ” ” 無台坪 12. 2 7 6 3. 2 黄灰・灰 密、白少

38 ” ” ” 
II 12. I 7. 6 2. 9 渇灰・褐灰 II 

39 ” ” ” ” 11.8 7. 2 2. 8 
灰 ．灰 JI 底内外墨付tl・転月凧・体外に記号状晨け

40 ” ” ” ” II. 8 7. 8 2. 6 ” 
JJ 

41 II ” ” ” 13. 0 7. 4 3 3 
II ” 底部内面に合わせ文字風の墨苔

42 II 

“ 
II ” 13. 0 8. 0 2 6 褐灰・褐灰

II 

43 II ” ” ” 12. 8 灰・黄灰 ” 
44 ” ” ” ” 12. 2 灰 ・褐灰 II 

45 ” II ” ” 12. 6 灰．灰 II 

46 ” ” ” ” 8. 4 褐灰・ 褐灰 II 

47 II " 煎色七師器 無台椀 15. 3 6. 0 5. 4 灰黄 ・暗灰 英• 長・チ• 海 内外面ヘラミガキ・内面黒色処理

48 ” II II " 16. 0 にぶい橙・褐灰 英・長 ・チ 内面馬色処理

49 ” ” 土師器 甕？ 7. 2 にぶい貨橙・ 褐灰 英 • 長 ・ チ• 海 （外・底外）ハケ、（内）ナデ

50 ” SE507 須恵器 有台奸 7. 4 灰 ・褐灰 密、砂粒微

51 ” " II 11.0 灰黄褐・灰貨褐 やや密、白少• 海

52 ” 
// II 無台坪 I I. 2 褐灰 ・褐灰 密、白少

53 ” ” ” 麻杯 黄灰・黄灰 やや密、白• 海

54 ” SE575 土師器 無台椀 13 6 明赤褐．にぶい橙 英• 長 ・チ ・箕・赤

55 ” ” ” 
// 13. 2 5. 3 3. 9 にぶい褐・ 灰褐 英• 長・チ• 海

56 “ ” 黒色上師器 II 16.0 にぷい褐 ・黒褐 ” 内面黒色処理

57 II ” 土師器 II 5. 0 にぶい褐 ．にぶい橙 “ 
58 ” ” ” 有台椀？ 9 4 にぶい赤褐．にぶい橙 II 

59 " II 須恵器 長頸瓶 II. 8 灰・ 灰 やや密、黒 ・白

60 II SE559 ” 有台坪 12.8 黄灰 ・褐灰 密、白 体部外而・底部外面に沈線

61 ” ” 灰釉陶器 有台椀 16. 6 灰黄褐・褐灰 密

62 II II 土師器 無台椀 4. 6 にぶい橙．にぶい橙 英 • 長 ・ チ• 海

63 II SE555 珠洲焼 播鉢 26. 0 8.4 3. 6 褐灰 ・黄灰 やや密、白• 黒

64 ” SE513 上師器 無台椀 6. 0 にぷい橙・褐 英 ・長・チ ・雲 ・赤海 内外面スス付着、灯明llll

65 II SE562 須恵器 横瓶 9. 4 灰．灰 やや密、白
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No. 出上地点 遺構名 種別 器種 n径 底径 器麻 色調（外・内） 胎上 備 考

66 V区 SE562 上師器 無台椀 4. 8 明赤褐 ・明赤褐 英• 長・チ

67 ” SE564 珠洲焼 壷 9. 6 褐灰・赤灰 やや粗、白少• 黒

68 IJ SK563 倶色上師器 高坪 13. 8 にぶい黄橙・黒褐 英・艮 ・チ・雲 （外）ナデ、（内）へうミガキ、内黒色処理

69 II SK568 須恵器 無台好 11.8 にぶい黄橙 ・黄褐 密、白微

70 ” SE734 ” 
II 12.8 10.4 3. 7 褐灰・ 暗赤灰 やや密、白

71 ” ” 上師器 無台椀 4.8 にぶい赤褐．にぶい赤褐 英• 長・雰

72 ” SK583 須恵器 高坪 14. 0 9. 9 8.6 にぷい赤褐．にぶい赤褐 密、白• 海 酸化炎焼成

73 ” ” 皿色土師器 坪 15. 2 灰黄褐 ・黒褐 砂粒微• 海 （外・内）ヘラミガキ、内面黒色処理

74 I/ “ 布製品 漆漉布 長 5.9 径 2.3 黄灰 絞りによる捩れ

75 ” 
II 土師器 長甕 19. 0 にぶい橙．にぶい黄橙 英• 長・チ• 海 （外）ハケ、（内）ハケ・ナデ

76 ” SK567 須恵器 坪蓋 15.8 灰黄褐 ．にぶい黄橙 やや密、白少

77 // II ” 甕 20. 6 赤褐・ 褐灰 英• 長・チ・海 焼成不良 ・酸化炎焼成

78 II S833 P-509 II 壷蓋 14. 0 黄灰 ・褐灰 やや粗、白• 黒 外面自然釉

79 // S833 P-618 ” 坪蓋
灰黄・灰黄 やや粗、白• 黒 II 

80 ” S833 P-616 ” 
有台坪 11.2 灰黄 ・灰黄 やや密、白• 海

81 II S833 P-618 ” II 12. 4 2. 3 黄灰・黄灰 やや密、白

82 II S833 P-623 ” 無台坪 13. 4 白灰・褐灰 密、白微• 海

83 " S844 P-658 
II " 14.4 II 6 3.

 7 にぶい黄橙・ にぶい黄橙 やや密、白

84 II II I/ ” 10. 2 J/ II 焼成不良

85 " SB52 P-667 “ ” 10.0 にぷい黄橙．にぶい黄橙 やや密、白 • 海

86 ” S844 P-644 
II II 10.6 灰黄 ・灰白 密、白少

87 ” S844 P--647 
II ” 9. 4 灰黄褐・ 灰 密白• 海

88 ” P-531 
II 有台坪 8. 4 灰．灰 やや密・白多

89 // SB46 P-540 須恵器 有台坪 10.2 灰・ 褐灰 やや密・ 白

90 ” S849 P-744 
II ” 14. 4 

黄灰・黄灰 密、白

91 ” S847 P-698 
II ” 14. 2 

灰黄褐．にぶい黄橙 やや密、白

92 ” SB50 P-926 
II 無台坪 12.0 灰．灰 密、白

93 II SB52 P-635 上師器 皿 8. 2 6.8 I 3 にぶい橙・褐灰 長 ・雲 口縁部内外面にスス付着、灯明皿

94 ” S0653 須恵器 無台坪 8. 3 灰黄褐 ．灰黄渇 密、白少

95 ” 
II 土師器 II 12.8 にぶい橙．にぶい橙 砂粒微

96 ” ” ” 小甕
7. 6 にぶい橙．にぶい褐 英• 長・海少

97 ” ” ” 甕
7. 4 にぶい橙 ・褐 英• 長 ・チ （外）ハケ・（内）ナデ

98 ” ” 石製品 砥石 長 6.2 幅 2.5 厚 1.7 （石材）凝灰岩

99 ” S0561 須恵器 瓶類 5.6 にぶい橙・ 褐 密、英微 焼成不良

100 ” ” ” 臆？
灰黄褐．灰黄 やや粗 外面にカキ目、 2条の沈線

IOI II SD556 土師器 甕 7. 8 にぶい黄褐 ．にぶい黄橙 英•長・チ• 海 内外ハケ・接合部で剥離、擬口縁

102 ” 
II 須恵器 椀 12. 7 7 0 2. 7 灰・暗灰 密、白• 海

103 ” 
II 土師器 長甕 13. 2 8. 2 24. 6 にぶい橙・灰黄褐 ・ 英• 長・チ • 海 風化のため潤整不明

104 ” 
II II 壷 17 6 灰白・ 灰黄褐 英• 長・雲 ” 

105 I/ 須恵器 坪蓋 灰黄褐・褐灰 やや密、白少• 海 天井部ヘラケズリ・外面に自然釉

106 ” ” ” 18. 4 
褐灰・黄灰 やや粗、白多 ” 

107 ” ” ” 17. 8 
灰白．にぶい黄橙 密、砂粒微• 海 瓦質の焼成

108 ” ” ” 17. 5 3.2 褐灰・黄灰 やや密、白• 海 天井部ヘラケズリ

109 " 
// “ II 3 

灰 ・黄灰 やや粗、白 外降灰

110 “ ” ” 9. 4 
灰．灰 密、白少• 海 天井部ヘラケズリ

Ill II 2T // ” 8. 6 灰・ 黒褐 密、白少 外降灰

112 ” ” ” 7.8 
灰．灰 密、白少• 海 天井部ヘラケズリ

113 II ” ” 14.0 
(2. 7) 灰黄褐・灰 密、白少 ” 、つまみ脇に墨計「口」

114 II II II 13.2 3. 4 灰 ・黄灰 やや粗、英長の大礫 天井部ヘラケズリ

115 II ” 有台坪 16.8 12. 6 4.6 黄灰 ・黄灰 やや粗、白多

116 II ” 
II 14. 8 II. I 5. 4 ” やや密、黒・白

117 ” ” ” 
14. 7 8. 8 4. 3 灰黄・灰黄 やや密、白少 • 海

118 ” ” ” 15 0 I I. 0 
3.8 II やや密、白

119 ” 
// ” 14. 8 9. 8 3. 

9 褐灰．灰褐 やや粗、白

120 ” ” ” 15. 4 
II. 0 3. 6 灰・ 褐灰 やや密、白 • 海

121 II " II 14. 2 9. 6 4. 0 灰黄．にぶい黄褐 やや密、白少• 海

122 ” ” ” 13. 2 9. 2 
4. 6 褐灰．灰黄褐 やや密、白少 内面に漆付看

123 ” 
II 無台坪 7. 3 褐灰・黒褐 密、白•海

124 II 3T II II 10.0 灰 ．灰 やや密、白• 海

125 ” 
II II 無台椀 10.0 11.6 3. 4 暗灰黄・黄灰 やや密、白少 • 海 底外ヘラケズリ後ロクロナデ

126 ” ” ” 
無台坪 7. 4 灰 ・黒褐 やや粗、白多 • 海

127 II ” 
II 11. 9 8.2 3. 2 灰貨・灰黄褐 やや密、白

128 ” IT 
// ” 7. 4 褐灰．灰 やや粗、白多 • 海

129 II ” 
）） 9 6 黄灰・黄灰 やや密、白少 • 海 底外ヘラケズリ

130 ” 2T ” 坪H
灰 ．にぶい黄褐 やや密、白少• 海

131 ” ” ” 
(8, 6) 5. 8 (2. 5) 黄灰・褐灰 密、砂粒微 店へう切り未翼整，外面に他襲品一器融着

132 " ” ” 8. I 5. 2 
3 I 灰 ．灰オリープ 密、白少 底部ヘラ切り未調整
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No. 出土地点 遺構名 種別 器種 ロ径 底径 器高 色調（外 ・内） 胎上 備 考

133 V区 須恵器 無台坪 14. 6 9. 8 3. 3 灰 ・黄灰 やや密、白

134 II 土師器 無台椀 7. 8 橙 ・橙 密、英 • 長

135 II 須恵器 高坪 14. 0 灰黄褐 ・灰 密、白 • 海 瓦質の焼成

136 II I/ II 9. 3 褐灰・褐灰 やや密、白多 • 海

137 ” 3T II 鉢 15. 6 灰 ．灰 密、白少 • 海

138 ” 2T ” 円面硯 黄灰 ・黄灰 密、白少

139 ” ” 聡 灰 ・黄灰 密、白 • 海

140 “ 2T ” ” 黄灰 ・暗灰 密、白• 海 体部下半ヘラケズリ

141 “ 3T ” 甕 I 1.0 灰褐 ・灰黄褐 密、砂粒微 • 海 （外）平行タタキ・（内）同心円タタキ

142 “ ” ” IO. 4 赤灰・暗オリ ープ灰 やや粗、白多 （外）調整不明（内）同心円タタキ後ナデ

143 “ 3T ” 
JI 14.0 褐灰 ・暗緑灰 密、白少 • 海

144 II “ 
提瓶 13. 8 灰褐 ・灰 密、砂粒微 • 海

（外）平行タタキ後カキ目

（内）同心円タタキ後ロクロナデ

145 ” 
II 甕 23. 2 褐灰 ・灰黄褐 やや粗、白少

146 ” 3T II 

“ 18. 4 
灰 ・灰 やや密、白 • 黒 外面カキ目と 2条の凹線

147 II II II 提瓶 黄灰 ・褐灰 密、砂粒微 • 海
（外）平行タタキ後カキ目

（内）同心円タタキ後ロクロナデ

148 " II 瓶類 6 4 黄灰 ．灰 やや密、 n 外面に2条の凹線

149 “ 3T ” 提瓶 灰黄 ．にぶい黄橙 密、砂粒微 屑にボタン状の粘土粒貼り付け

150 ” ” 甕
灰 ．灰 // 外面に沈線及び波状文2段

151 “ 
IT II 瓶類 12 4 灰 ・黄灰 やや密、白 （外）平行タタキ後ロクロナデ

152 II 土師器 小甕 14. 8 灰貨褐 ．灰黄褐 英 • 長 ・チ （外）カキ 目・ （内）ハケ

153 II ” 甕 5. 7 にぶい黄橙 ．にぶい褐 ” 外・底外 ・内ハケ

154 II IT II 甑 6. 2 灰黄褐 ．にぶい黄褐 英 • 長 ・海 （外）ナデ後、下郁ヘラケズリ・（内）ナデ

155 “ 
須恵器 鉢 30. 2 褐灰 ・褐灰 やや密、白

156 ” 3T 唐津焼 皿 II. 4 4 6 3. 4 藁灰釉

157 ” 
II II 4 2 II 

158 I/ II II 3 4 I/ 

159 II ,, II 4. 0 ” 見込み砂目

160 ” 瀬戸美濃 " 5.8 灰釉 見込み釉剥ぎ

161 I/ II II JO. 2 4. 6 2. 2 // ” 
162 ” 4T I/ ” 11. 2 6. 4 I. 6 I/ ” 
163 ” “ ” 

IO. 6 ” 
164 ” lT II JI 9. 0 ” 二次焼成を受ける

165 ” 宵磁 椀 縞蓮弁文

166 ” 珠洲焼 播鉢 11.8 黄灰・褐灰 やや粗、白 • 黒 • 海

167 ” ” ” 12. 0 にぶい黄橙・灰 やや密、白 • 海

168 水路 l区 SE956 土師器 無台椀 14. 6 7 0 4 9 にぶい黄橙 ・褐 英 • 長 ・海 ロ縁部内外面に煤タール・灯明皿

169 ” ” ” " 14. 4 
にぶい赤褐 ．橙 英 • 長 ・ チ • 海

170 II ” II II 12. 7 6. 2 3.5 にぶい赤褐・ にぶい褐 英 ・長・チ・雲 ・赤• 海

171 ” ” ” ” 13. 2 6. 6 4.0 
にぶい黄橙 ．にぶい黄橙 英 • 長 ・ チ ・ 赤• 海

172 ” “ ” 
II 13. 0 6. 0 3. 0 // 英 • 長 ・ 赤 • 海

173 ” ” 
// II 12. 2 6. 2 3. 4 II 英• 長 ・ チ ・ 赤• 海

174 ” ” ” ” 12. 6 5. 6 4. 3 
にぶい黄褐 ・にぶい褐 英 • 長 ・ チ・雲 ・ 赤• 海

175 ” ” ” 
II II. 9 4. 9 4. 2 にぶい褐・褐灰 英 • 長 ・ チ ・ 雲 • 海

176 ” ” ” ” 12. 2 3. 8 5. 3 
にぶい黄褐 ．にぶい黄褐 英 • 長 ・ チ ・ 赤 • 海

177 II ” ” ” 13. 4 6. 8 4 I 
にぶい黄橙 ．にぶい黄橙 英 • 長 ・海

178 II " ” ” 13. 0 6 0 4. I 
にぶい黄橙 ．にぶい黄褐 英 • 長 ・雲 ・赤 • 海

179 " " 
II ” 12. 7 6. 4 3. 9 にぶい黄橙 ．にぶい

黄橙 英 • 長・雲 • 海

180 II II ” ” 12. 6 5. 8 3. 9 
にぶい褐 ．にぶい黄橙 英 • 長 ・ チ ・ 赤 • 海

181 II ” 
II II 13.5 5. 5 3. 3 灰褐 ・にぶい黄橙 英•長 ・ チ ・ 雲 ・ 赤 • 海

182 II ” " ” 12. 4 5. 8 
3. 6 にぶい黄橙 ・にぶい黄橙 英•長 ・ チ ・ 雲 ・ 赤 • 海

183 II // " ” 12. 3 5. 6 4. I 
暗紫灰 ．灰褐 英 ・ 長 ・ チ ・ 雲 • 海 外、底部内面に煤タール ・灯明皿

184 II II II ” 12. 2 5. I 4. I 黄灰 ・黄灰
英 • 長 ・ チ • 海

185 II II 

“ " 
16. a にぶい橙 ．にぶい橙 英 • 長 ・ チ・雲 • 海

186 II ” 
II II 13. 5 6. 8 3. 7 にぶい黄橙 ．にぶい黄橙 英 • 長 ・ チ・赤 • 海

187 // II II II 12 9 5. 9 4.3 にぶい黄橙 ・にぶい黄橙 英 • 長

188 ” ” ” ” 12. 7 6. 0 3. 9 
灰黄褐 ．にぶい橙 英• 長・チ ・ 赤 • 海 口緑部内外面に煤タール・灯明皿

189 ” ” II II 12 8 5 9 3. 9 にぶい黄橙 ．にぶい黄橙 英 • 長 ・ チ ・ 雲 • 海

190 II II II II 13 4 4 6 3. 0 にぶい橙 ・にぶい黄橙 砂粒微 • 海

191 ” ” " " 11 5 6 4 
3. 0 にぶい黄橙 ・にぶい黄褐 ” 

192 II ” ” " 12 7 5 6 
4.0 にぶい黄褐 ．にぶい褐 英 • 長 ・ チ • 海 口縁部内外面に煤タール ・灯明皿

193 ” // ” II 12 2 5 5 3 9 灰黄褐 ，灰黄褐 ” 内外面に煤タール付着 ・灯明皿

194 ” ” 
II ” 14. 4 6. 0 4 6 

暗灰黄 ，黒褐 英 • 長 ・海 II 

195 II ” 
II 有台椀 7 4 にぶい黄橙．にぷい黄橙 ” 

196 II // 須恵器 坪蓋 褐灰 ．灰 やや密、白

197 II II II 有台坪 7. 4 灰 ．灰 密、白少 • 海 高台の内側に墨付着 ・転用硯
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池 出上地点 遺構名 種別 器種 n径 底径 器高 色調（外・内） 胎土 備 考

198 水路1区 SE956 土製品 羽口 外 6.3 内 I.9 灰貨褐．にぶい黄 英• 長 ・ スサ• 海 端部が溶解しガラス化（暗緑灰色）

199 // // 石製品 砥石 長11.3 幅 6.4 厚 2.6 （石材）中粒砂岩

200 II SX998 上師器 無台椀 12. 6 6. 2 3. 8 にぶい橙・ にぶい橙 英 • 長・赤 • 海

201 ” ” ” ” 
12. I 5. 6 3. 3 にぶい黄橙・ にぶい黄橙 英• 長・チ少• 海

202 II ” ” 
II 12. 4 5. 8 3. 6 にぶい赤褐．にぶい赤褐 英• 長・チ・赤• 海

203 II ” ” ” 1
2. 4 黒褐・黒褐 英• 長 ・ チ • 海 口緑部内外面に煤タール・灯明皿

204 II “ ” ” 13. 0 5. 
8 3. 6 にぶい褐 ．にぶい褐 英• 長・チ・赤• 海

205 ” II ” ” 13. 0 5. 9 3. 7 
にぶい橙 ．灰黄褐 英• 長・チ ・赤

206 ” II ” ” 12. 5 5.4 4. 3 
にぶい褐 ・にぶい褐 英 • 長・チ ・ 赤 • 海

207 II II ” ” 5 2 にぶい黄橙．にぶい黄橙 英• 長・赤 • 海

208 II ” ” ” 12. 4 6.
0 3. 7 にぶい橙・ にぶい橙 砂粒微•海

209 II ” ” ” 
12. 0 6. 8 3. 9 にぶい黄橙 ．灰黄褐 英• 長・チ • 海

210 II II I/ II 11. 4 5. 8 3. 6 にぶい橙．にぶい橙 英• 長 ・ チ ・ 赤 • 海

211 ” ” 
II // 4. 6 にぶい褐 ．にぶい橙 砂粒微•海

212 ” II II 有台椀 6. 6 にぶい黄褐・ にぶい黄橙 英• 長・チ

213 II II 須恵器 瓶類 灰．灰 やや密、白多

214 II II " 鉢
14.0 灰黄褐．灰白 密、白少 内面磨耗・焼成不良

215 I/ SE1009 士師器 無台椀 14 2 6. 2 4.4 にぶい黄橙・ にぷい黄橙 英 • 長 ・ 赤• 海

216 ” “ 
II II 14 4 6. 8 3. 8 にぶい褐．にぶい褐 英 • 長 ・ チ・赤 • 海

217 ” ” " ” 
12. 8 5. 8 3. 6 にぶい黄橙．にぶい橙 II 

218 ” 
JJ II II 13. 0 5 0 4.0 にぶい黄橙．にぶい黄褐 英• 長 ・ チ • 海 口縁部内外に煤タール・灯明皿

219 II ” 黒色J:師器 II 16. 6 7. 6 5. 4 にぶい黄橙・暗灰 英• 長 ・ チ ・ 雲• 海 内外、底外ヘラミガキ・内面黒色処理

220 ” ” 土師器 // 15. 2 6. 2 5. 9 にぶい黄橙 ．にぶい褐 英・長・チ・雲・ 赤• 海

221 ” ” 
II II 15. 7 6. 5 3. 9 にぶい橙・ にぶい橙 英• 長・チ・雲・赤• 海

222 ” ” 
II ” 12. 6 6. 4 

3. 7 にぶい黄橙 ．にぶい黄橙 ” 
223 ” ” 

II II 12 6 6. 2 3 8 にぶい橙・ にぶい黄褐 JI 

224 ” ” ” ” 
12. 5 5. 8 4. 3 にぶい褐・ にぶい黄橙 II 口緑部内外に煤タール・灯明皿

225 ” ” ” ” 
14. 2 6. 4 4. 5 にぶい黄橙 ．にぶい橙 英• 長・チ ・ 赤• 海

226 ” ” ” 
II 12. 9 6. I 3. 8 にぶい黄褐・ 灰褐 英• 長・チ・雲•海 ロ縁部内外に煤タール ・灯明皿

227 ” 
II II II 12. 8 5. 8 3. 5 灰褐 ・褐灰 英• 長 ・ チ ・ 赤• 海

228 II ” ” ” 
11. 3 5. 2 3. 5 にぶい褐 ．にぶい褐 I/ 

229 ” ” ” 
II 12 8 5 8 3. 6 にぶい褐・ にぶい黄橙 英 • 長 ・チ ・雲 ・赤・洵

230 ” SKI053 須恵器 坪蓋 17 2 4. 7 褐灰．灰 やや密、白少 天井部ヘラケズリ

231 II II ” I/ 15. 0 3 0 灰．灰 密、砂粒微• 海 I/ ・内面に墨付着 ・転用硯

232 II ” ” 
II 8. 0 2. I 褐灰・ 灰 密、砂粒微 内而に墨付府・転用硯

233 II ” ” ” 
17 0 灰・黄灰 ” 外面に降灰

234 ” ” ” 有台坪
13. 2 10 2 4. 4 灰黄・灰黄褐 やや密、白黒少 底郁と体郁境界へうケズリ・やや焼成不良

235 II ” ” “ 
15. 7 10.8 7. 5 灰・褐灰 やや密、白• 海 ” 

II 

236 II II “ 
II 14. 2 褐灰．灰 やや密、白 • 黒

237 ” ” ” ” 
11.6 灰・黄灰 密、白• 海 底部と体部の境界ヘラケズリ

238 " 
// ” ” 13. 8 8. 6 

3. 4 褐灰，灰 I/ 

239 // ” ” ” 
13. 2 9. 8 4. 6 灰黄褐．灰 密、白• 海 底部と体部の境界ヘラケズリ

240 // ” 
// II (13. 4) 9. 4 (4.0) ” やや密、白• 黒 • 海 ” ・やや焼成不良

241 ” ” 
I) 

” 13. 2 
(9. 6) (4. 2) 灰黄褐．灰黄褐 密、白少 • 海 高台接合部から剥落

242 /J II // “ 8. 4 灰．灰 密、白

243 ” ” 
II ” 12. 7 8.8 4. I 

にぶい赤褐・ にぶい赤褐 密、白

244 ” ” ” ” 
13. 2 IO. 0 3. 9 黄灰・黄灰 密、白• 海 底器と体器の境界へうケズリ・酸化炎焼成

245 ” ” 
II II 12. 4 8. 6 3. 9 灰褐 ・黄灰 密、白少 底部と体部の境界ヘラケズリ

246 II ” 
II ” 9.8 灰．灰 やや密、白

247 // // II I/ 7. 6 灰白・ 灰 密、白少 • 海 底郁と体都の境界ヘラケズリ・焼成不良

248 ” ” ” 
無台坪 13. 0 8.8 3. 3 灰黄褐．灰黄褐 やや密、白• 海 底外、底と体都の境界ケズリ・焼成不良

249 II ” 
II II 13. 4 10.0 3. 5 灰白・黄灰 密、白少• 海

250 ” ” 
II II 9. 8 灰 ・オリープ灰 密、白少

251 JI ” ” 
I/ 8.6 灰黄褐・黄灰 " 

252 II I/ II ” 13. 4 黄灰・オリープ黄 やや密、白

253 ” 
// // ” 10. 6 黄灰．灰 やや密、白• 海 底部と体部の境界ヘラケズリ

254 JI ” 
II ” 9. 6 II 密、白 • 海

255 ” ” 土師器 無台椀 14. 4 9. 4 3 4 にぶい黄橙．にぶい橙 英• 長・チ （外・内）ヘラミガキ、赤彩

256 ” ” 
II ）） 14 I 8. 7 3. 6 にぶい黄橙．にぶい黄橙 英• 長 ” 

257 ” “ ” ” 
14 6 灰黄・灰黄褐 長 風化のため赤彩確認できず

258 “ 
II ” 鉢 14 2 7 2 6. 0 黒褐・暗褐 英• 長・チ • 海 （外）ナデ、底と体境界ケズリ・（内）ナデ

259 ” ” 須恵器 ” 37 8 黄灰・黄灰 やや密、砂粒微 • 海

260 ” 
II 土師器 長甕 22. 6 にぶい黄橙・ にぶい黄橙 英 • 長・チ （外・内）ハケ

261 II II ” 
II 21. 0 にぶい黄橙・ にぶい黄橙 英 • 長 ・チ ・赤 II 

262 II “ ” ” 
20. 4 灰褐・灰黄褐 英• 長・チ• 海 II 

263 “ 
II “ ” 20. 8 

灰黄褐．にぶい黄橙 英• 長・チ ・赤 II 

264 ” 
II ” ” 20. 0 

(30. 7) にぶい橙・ 灰白 英• 長・チ・雲 II 
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池 出上地点 遺構名 種別 器種 「I径 底径 器麻 色調（外・内） 胎土 備 考

265 水路 l区 SKI053 土師器 長甕 18.0 にぶい黄橙．灰黄褐 英・チ・赤 • 海 （外・内）ハケ

266 “ “ ” 小甕 16. 2 明褐灰．灰黄褐 英• 長・チ II 

267 I/ ” ” 長甕？ 16. 4 灰黄褐．にぶい黄橙 英• 長・チ ・ 赤• 海 II 

268 II ” 
II 小甕 14. 8 にぶい橙．にぶい黄橙 英• 長・チ 風化のため調整不明

269 ” 
II II ” 13. 4 にぶい橙．にぶい橙 英• 長 ・チ ” 

270 ” 
// ” 

II 14. 0 I 1.0 にぶい褐 ．灰黄褐 英 • 長・チ ・ 雲• 海 （外）ハケ、体下半へうケズリ（内） Iヽケ

271 ” ” ” ” 9. 4 にぶい褐 ．灰褐 英• 長・チ・赤 （外）ナデ・（内）ハケ

272 ” ” ” ” 8.8 黄 ・黄灰 英• 長・チ 風化のため調整不明

273 II ” 金属製品 巡方 縦 3.8 横 40 高 09 （材質）銅 黒漆殷が郁分的に残る・留め鋲6本残存

274 ” SK939 須恵器 有台坪 13. 6 7 2 6. I オリープ灰・灰 やや密、白

275 ” ” ” 無台坪 13. 0 灰．灰 密、砂粒微

276 II II ” ” 12. 8 ” 密、白

277 ” SK952 
JI 有台坪 14. 2 9. 0 6. I 黄灰・黄灰 やや密、白 底部と体部の境界ヘラケズリ

278 ” ” “ 無台坪 12. 0 7. 7 3. 2 褐灰 ・褐灰 ” 体部外面に展苔「e」
279 ” ” 上師器 無台椀 6. 8 にぶい黄橙．にぶい黄橙 英 • 長・赤 • 海

280 II ” 須恵器 瓶類 灰 ・凶灰 やや密、白 • 黒 外面眉部に自然釉

281 ” ” 
II 短類壷 9. 6 灰黄・褐灰 ” 

II 

282 ” SK999 ” 坪蓋 13. 0 灰・ 灰 密、砂粒微

283 II II ” 有台坪 6. 8 褐灰・褐灰 やや密、白• 黒 底部と体部の境界ヘラケズリ

284 ” ” 土師器 小甕 14. 0 にぶい橙・ にぶい黄橙 英• 長・チ・雲 （外・内）ハケ

285 " ” ” ” 15. 0 褐灰・褐灰 英・長・チ・赤• 海 （外・内）ロクロナデ

286 ” SK!043 須恵器 坪蓋 8. I 灰．灰 やや密、白 天井部ヘラケズリ

287 II " ” 有台坪 14. 4 11.6 3. 5 黄灰・黄灰 やや密、白• 海

288 ” ” 黒色土師器 高坪 17. 2 8. 5 12. 9 明褐灰•黒褐 英• 長・チ• 海 外と坪内ヘラミガキ・坪内面黒色処理

289 ” ” 須恵器 長頸瓶 11.0 灰．灰 やや密、白• 海 体外カキ目・沈線区画された櫛歯列点文

290 ” 
// 土師器 高坪 13. 4 灰黄褐．灰黄褐 英• 長・チ• 海 （内）ナデ・（外）ヘラミガキ

291 ” P-924 須恵器 有台坪 8. 4 灰 ・褐灰 密、白少

292 ” 
JI 

” 無台坪 II. 8 8.2 3. 3 灰黄・黄灰 ” 
293 II ” ” 

// 13. 2 9. 8 2. 6 黄灰・褐灰 やや密、白• 黒

294 II SKI044 II II 7. 4 褐灰・ オリープ やや粗、白

295 I/ SKI060 II 杯蓋 灰 ．灰白 やや密、白• 海 天井部ヘラケズリ

296 II P-1010 // 有台坪 15. 8 10.8 3. 5 灰 ．灰 II 

297 ” P-911 ” 瓶類 6. 4 灰 ・褐灰 密、砂粒微 • 海 内面に漆付着 ・漆容器

298 II SKI049 " 長頸瓶 黒褐 ．灰 II 外面に沈線

299 II SX852 II 坪蓋 15. 4 2. 6 灰 ．灰黄 やや密、白• 海 天井部ヘラケズリ

300 II // ” 
II 14. 6 2. 6 灰 ・褐灰 やや粗、白・黒 II 

301 ” ” ” ” 16.4 黄灰．灰黄 やや密、白• 海

302 II ” ” 
II 15.8 灰 ．灰黄褐 ” 

303 II JI 11 有台坪 13. 2 7 0 5. 6 褐灰・オリープ灰 やや密、白

304 ” ” ” II 11.6 灰黄褐．灰黄褐 II 

305 ” " 
II 

” 16. 0 褐灰・黄灰 密、白少 外面に2条の沈線

306 ” ” ” ” 6. 0 灰．灰 II 

307 ” ” II ” 6. 6 灰．灰オリープ 密、白

308 ” 
）） 

” 
II 15. 2 9. 4 4. 4 灰 ・黄灰 やや密、白多• 海 底部外面に墨甚「D」

309 ” ” ” 無台坪 12 8 7. 8 2. 8 灰・黄灰 密、白少

310 ” ” ” 
II 12.8 7. 8 3.0 灰 ．灰黄 密、砂粒微

311 ” ” ” II 12. 4 7. 4 2. 7 灰．灰 密、白少

312 ” ” 
// // 12. 2 7. 3 2. 6 II ” 

313 II ” ” 
II 11.8 7 6 2. 9 オリープ灰．灰黄褐 JI 

314 " ” ” ” 7.8 黄灰．灰 密、白

315 II II ” ” 12. 0 7. 0 2. 7 
灰．灰 密、砂粒微

316 ” ” 
II II 12. 6 8. 4 2. 8 黄褐 ・灰 やや密、白

317 // ” ’’ 
II 11.8 7. 6 2. 9 灰白 ・灰白 やや密、白• 黒 焼成不良

318 ” 
II 

” 
II 7. 8 灰 ．灰黄褐 やや密、白 II 

319 ” ” ” 
II II. 6 7. 8 3. 5 灰 ・オリープ灰 I/ 

320 ” ” 
II II 11. 8 7 2 2. 7 灰オリープ・灰 密、白

321 I/ ” 
II II II. 6 6. 8 3. 0 灰・黄灰 密、砂粒微

322 II II // ” 12. 0 7. 0 2. 5 
灰 ．灰 やや密、白 口緑部内外面に煤タール・灯明皿

323 II II ” “ 12. 0 6.8 2.8 灰・ 灰
密、白 ” 

324 ” “ 土師器 無台椀 11.6 5. 2 3. I にぶい黄橙・ にぶい黄褐 砂粒微•海 底部糸切後、ヘラケズリ

325 II II II ” 13.2 5. 2 4. 5 にぶい
橙．にぶい黄橙 英 • 長・チ・雲 • 海

326 II II II II 4.8 にぶい赤褐．にぶい橙 英 • 長・チ• 海

327 II II ” 
II 12. 0 4.8 4.0 にぶい黄橙 ・にぶい橙 英 • 長・赤 • 海

328 ” 
II ” 

II 12. 4 にぶい黄橙．にぷい黄橙 英• 長・チ

329 ” ” ” 
II II. 2 5. 0 3. 9 にぶい黄橙・ にぶい黄褐 英• 長・雲• 海

330 II ” ” 
II 11 2 にぶい黄橙．にぶい黄橙 英• 長 ・チ

331 ” I/ 

“ ” 13. 4 6 6 
3. 8 灰黄．にぶい黄橙 英• 長・チ ・ 赤• 海
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No. 出上地点 遺構名 種別 器種 口径 底径 器高 色調（外・内） 胎上 備 考

332 水路 l区 SX852 上師器 無台椀 11.3 5. 2 3. 7 にぶい赤褐．にぷい橙 砂粒微• 海

333 “ 
II II 

” 12. 0 にぶい黄橙．にぶい黄橙 砂粒微

334 II II II II 15. 6 にぶい黄橙．にぶい褐 英• 長・赤 • 海 （外・内）ヘラミガキ

335 ” II II II 10. a 5. 0 3. 9 にぶい黄橙．にぶい黄橙 砂粒微
336 ” 

// II // 7. 2 にぶい橙．にぶい黄橙 ” 
337 ” ” ” ” 5. 2 にぶい橙・明赤褐 英 • 長少• 海

338 " II II ” 5. 4 にぶい貨橙．にぶい橙 砂粒微

339 ” ” 
II II 5. I にぶい橙．にぶい橙 英 • 長・赤

340 ” ” 
II II 5.4 にぶい橙．にぶい黄橙 英 • 長・チ 底部と体部の境界ヘラケズリ

341 II 

” II 

” 5. 4 にぶい黄橙．にぶい黄褐 英 • 長・海 底と体郁の境界ヘラケズリ ・内ヘラミガキ

342 II II 黒色土師器 II 15. 4 9. 0 6.6 褐灰・暗緑灰 （外・内）ヘラミガキ・黒色処理

343 ” 
II ” ” 13. 6 5. 4 5.0 にぶい黄橙・ 灰 英• 長・チ 内面黒色処理

344 I/ II I/ I/ 13. 4 5. 2 5. 3 にぶい黄橙・ 黒褐 砂粒微•海 ” 
345 II ” 

II 長甕 24. 0 にぶい黄橙・ にぶい黄褐 英•長・雲•海 （外 ・内）ハケ

346 ” ” 
II " 21. 4 灰黄褐．にぶい黄褐 英• 長・チ II 

347 ” 
II II II 23. 4 にぶい黄橙．灰黄褐 英• 長・チ・雲 II 

348 II ” ” 小甕 15. 2 にぶい褐・黒褐 英• 長・チ• 海 ” 
349 ” ” 

II II 14. 8 14. 5 灰黄・灰白 英• 長・チ （外）ハケ、下半ヘラケズリ（内）ハケ

350 ” SXI008 須恵器 有台坪 13. 6 10. 2 7. 4 暗灰・暗灰 やや密、白• 海

351 II ” 
JJ // 11.0 灰黄・ にぶい黄橙 密、白少

3521 II II ” 無台坪 II. 4 8. 2 2. 9 灰・ 灰 密、白

353 ” ” " 瓶類 13. 0 灰・褐灰 底部内面に降灰

354 ” I/ 土製品 土馬 長 7.2 幅 6.0 高 3.4 にぷい褐 ・暗灰黄 英• 長・チ 上半身を欠損

355 II SXIOII 須恵器 坪益 18. 6 灰・ 褐灰 やや密、黒 外面に自然釉

356 ” ” ” 
II 14. 2 黄灰．灰 密、白少

357 ” 
,, 
” ” 12. 0 2. 7 暗灰黄・灰黄褐 密、砂粒微 瓦灯の焼成

358 II II 

“ ” 16. 0 
灰．灰 密、白少• 海 天井部ヘラケズリ

359 ” ” 
II II 14. 0 黄灰・灰 密、砂粒微 瓦質の焼成

360 II II ” 有台坪 12. 4 灰 ・貨灰 やや密、白少• 海

361 ” " ” “ 12. 6 
灰．灰 やや粗、白多• 海 底部と体部の境界ヘラケズリ

362 II II II 

” 13. 0 11. 6 3. 8 
黄灰，灰白 やや密、白• 海 5D950と接合

363 II II II 

“ 13. 0 8.8 4. 4 
灰 ・褐灰 やや粗、白• 海 底と体器境界へうケズリ・底外面に墨督「大J

364 II II II 

” 8.8 灰黄・ 灰 やや密、白• 海 底と体器の境界ヘラケズリ ・やや焼成不良

365 II ” 
II 

” 10.0 にぶい褐・灰褐 密、白 瓦質の焼成

366 ）） II II II 9. 0 黄灰・黄灰 やや粗、白• 黒 底部と体部の境界ヘラケズリ

367 )/ 

“ 
I/ 

“ 8.2 灰・黄灰 やや密、白

368 ” ” 
II II 7. 2 灰黄褐・ 灰 やや密、白• 黒 II 

369 ” ” 土師器 無台坪 13. 4 9 0 3. 8 黄灰・ にぶい褐 英• 長・チ・赤• 海 底部ヘラ切り

370 II ” 須恵器 ” 12. 6 7. 8 3. 0 
黄灰．灰黄褐 密、白少

371 II ” 
// I/ 8. 2 灰・ 灰 II 

372 ” ” 
II // 8 0 ” ” 

373 II II ” “ 
8 7 灰白・灰 やや密、白• 黒 店外および底と体器の境ケズリ・焼成不良

374 JI II ” ” 8.0 灰．灰 密、白少

375 ” ” 
II II 11. 2 8 2 2.8 灰．灰オリープ ” 

376 ” ” 
II 

” 9 2 灰．灰黄 ” 
377 ” ” ” 

J} 8 8 白黄・褐灰 やや粗、白• 黒• 海 底外面および底器と体那の境界へうケズリ

378 II II ” 瓶類 黄灰・黄 やや密、黒 外面に4条の沈線

379 II II II // 10.8 黄灰・灰白 やや密、白• 黒 • 海 底部と体部の境界ヘラケズリ

380 ” SD947 
II 坪蓋 15. 4 灰・黄灰 やや密、白少• 海 天井部ヘラケズリ

381 ” 
II II 無台坪 13. 6 9. 6 3. 5 にぶい貨橙・ 灰黄褐 密、白少 • 海

382 II S0849 ” II 13. 0 9. I 2. 7 灰・褐灰 密、砂粒微

383 ” SD848 “ ” 12. 4 8.4 2. 6 
灰．灰 密、白• 海

384 ” ” ” 
II 12. 6 8.8 3. 2 灰・オリープ灰 密、白

385 II S01030 ” 
II 10. 2 灰・黄灰 密、白 内面にタール付肴

386 ” ” ” 
有台J;f; 16. l 10. 3 4. 6 褐灰・黄灰 やや密、白

387 ” ” 
II 

” 9. 8 黄灰・褐灰 II 

388 ” ” 
II 椀 にぶい褐．にぶい赤褐 密、白• 海 底部外面ヘラケズリ・酸化炎焼成

389 ” ” 
II 有台坪 9. 4 にぶい黄褐・ 灰 やや粗、白

390 II II II 高坪 オリープ黒・オリープ黒 密、白少• 海

391 ” ” 土師器 長甕 18.8 にぶい黄褐．にぶい褐 英• 長 ・チ

392 ” 須恵器 坪蓋 19. 0 3. 2 黄灰・褐灰 やや密、白 • 海 天井部ヘラケズリ

393 ” 
II 

” 17. 8 褐灰・ 灰 やや粗、白

394 ” -N・I・14 
II 

” 17. 8 黄灰・褐灰 やや粗、白• 黒

395 ” ” 
II II 12 6 灰．灰白 やや密、白 天井部ヘラケズリ

396 ” 
// II 12. 2 灰・褐灰 やや密、白 ” 

397 ” -I・I・II 
II I/ 14. 7 暗灰黄・黄灰 やや密、黒 ” 

398 ” -U・I・16 
II II 8. 4 褐灰・ 暗オリープ灰 密、白• 海 II 
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No. 出上地点 遺構名 種別 器種 「l径 底径 器高 色調（外・内） 胎上 備 考

399 水路 1区 -II・I・15 須恵器 坪益 8.4 褐灰・暗オリープ灰 密、砂粒微• 海 ” 
400 ” P-866 無台坪 9. 0 4. 4 3. 0 灰 ．灰オリーブ 密、白

401 II SDI041 // 有台坪 16.8 12. 0 5 0 褐灰・黄灰 やや密、白 麻台と体部の境界ヘラケズリ

402 ” ” II 17 2 11. 2 4 8 黄灰・ 灰黄褐 II II 

403 II -IX・I・16 II II 15. 6 11. 2 4. 5 褐灰・褐灰 II ” 
404 // ” ” 7 6 褐灰 ・黄灰 ” 
405 ” S01041 ” 無台坪 13. 0 10. 0 (3. 6) 黄灰 ・褐灰 II 底部ヘラケズリ

406 ” -V・I・18 I/ ” I 1.6 8.4 (4 3) 灰黄 ・褐灰
II 

407 ” ” // 9. 6 灰．灰 やや密、砂粒微

408 I/ -n・I・17 ” II 13. 0 9.4 3. 5 灰貨 ・灰貨 やや密、砂粒少

409 II ” 
II 14. I IO. 4 3. 3 灰 ．灰 密、砂粒微 外面に自然釉

410 ” -IX・1・20 
II ” 8.6 7. 2 3. 6 黄灰 ・褐灰 密、砂粒少• 海

411 II II II 9.2 暗緑灰・褐灰 密、白• 海

412 II -IV・I・12 ” II 6. 4 暗緑灰．灰 やや密、白

413 II -II・I・12 II ” 6. 2 灰黄褐・オリープ灰 密、白 • 海

414 ” -ill・I・20 ” ” 9. 0 灰．灰 やや密、白 底部ヘラケズリ

415 ” 
II ” 7. 0 JJ やや粗、白• 海

416 水路2区 ” 坪蓋 14. 6 2. 8 ” やや密• 黒

417 I/ II " 9 8 灰・ 褐灰 やや密• 黒・白 天井部ヘラケズリ

418 ” ” II 9 9 にぶい褐．にぶい褐 密、白• 海 II 

419 ” SDI080 
II 有台坪 14. 4 10. 0 4. I 灰．灰 やや密、白少• 海

420 ” SKI072 ” ” 13. 6 9.6 3. 8 
灰．灰貨 やや密、白• 海

421 ” S01064 ” 無台坪 14. 0 灰 ．灰 ” 
422 ” SDI063 ” 有台坪 17. 0 11. 9 4. 2 灰白・黄灰 密、白少

423 ” 
II I/ 14. 2 9.6 4. I 灰・黄灰 やや密、白• 海

424 ” 
II II 9.2 黄灰．灰 やや密、白

425 ” 
II ” 7. 8 褐灰 ・暗灰黄 密、砂粒微 内面に自然釉

426 ” 
II 

” 8. 2 灰・貨灰 密、白• 海

427 ” 
I/ 無台坪 13. 6 9. 2 3. 9 灰 ．灰 密、白

428 水路3区 II 坪蓋 16. 0 2. 8 褐灰・褐灰 やや粗・白• 海 天井部ヘラケズリ

429 II II II 15. 0 3. 3 灰黄褐・ 黄灰 やや粗、白 ” 
430 ” 

// // 16.8 灰．渇灰 やや密、白• 海 ” 
431 ” ” ” 15. 2 灰白・灰 密、砂粒微• 海 ” 
432 “ SB66 P-1 IOC ” ” 15. 2 にぶい黄橙・ 灰白 密、白 " ・焼成不良

433 ” SB68 P-1088 
II ” 16. 8 4. 0 黄灰 ・黄灰 やや密、白• 海 ” 

434 II II // 有台坪 14. 0 10. 2 3. 9 灰．灰黄褐 やや密、白

435 “ ” ” 14. 6 9. 6 4. 4 灰・ 黄灰 やや粗、白• 黒• 海

436 II S01087 ” ” 16. 0 
灰．灰 やや密、白 ・黙

437 I/ ” ” 14.6 10. 6 3. 9 
II やや密、砂粒微• 海

438 " ” " 10. 2 褐灰・ 暗赤灰 やや密、白

439 II ” 無台坪 13. 2 10 6 3 I 褐灰・黄灰 密、砂粒微• 海

440 II ” ” 13. 4 10.8 3 2 灰黄褐・黄灰 やや密、白• 海

441 II ” ” 13. 0 9. 6 3 0 灰・ 暗灰黄 やや密、白多• 海

442 II ” ” 12. 6 9. 0 3. 5 褐灰 ・黄灰 やや密、白• 海

443 II II 有台坪 6. 6 灰白・灰黄褐 密、黒 やや軟買

444 JJ SDI085 瓦 平瓦 縦16.5 横143 厚 36 黄灰 ．灰黄褐 やや密、白• 黒• 海 凸面細かい格子タタキ・凹面布目で布綴痕

445 水路4区 SK1151 須恵器 無台坪 12. 2 8. 4 3. I 灰．灰 密、砂粒微

446 II ” 土師器 無台椀 14. 6 5. 5 4. 9 橙 ．にぶい橙 英• 長・チ• 海

447 ” ” ” II 13. 2 6. 2 4. 4 にぶい橙．にぶい黄橙 II 

448 ,, ” ” ” 6. 8 ” “ 
449 ” ” 

JI 

” 13. 4 5. 4 3. 7 にぶい橙．にぶい橙
II 

450 ” “ “ ” 12. 4 5. 3 4.0 “ 英• 長・チ・赤• 海

451 ” ” 
II JJ 12. 8 6. 0 3. 9 にぶい褐．にぶい橙 II 

452 ” ” 
II II 13. 6 6. 0 3. 9 橙．橙 II 

453 ” ” ” 
II 12. 6 5. 2 4.0 にぶい黄橙 ．にぶい黄褐 " 

454 ” ” ” ” 11. 9 5. 3 4. I にぷい黄褐・ にぶい黄褐
II 

455 // S820 P-1128 ” ” 12. 7 6. l 3. 7 にぶい褐・ にぶい褐
II 

456 ” II IJ “ 13. 0 5. 9 3. 9 にぶい黄橙．にぶい貨褐 英•長 ・ 雲• 海 口縁部内外面に煤タール・灯明皿

457 ” // ” ” 13.0 6. 2 3. 9 にぶい黄橙 ．にぷい黄
橙 英• 長・海

458 ” S817 P-1156 ” ” 12 8 6. 2 4. 7 
明赤褐．にぶい赤褐 砂粒微

459 ” 11 P-12 須恵器 長頸瓶 8.0 褐灰・褐灰 やや密、白少• 海 底部回転糸切り•平成 8 年度出土

460 II S007 ” 有台椀 17 0 9.8 7. 7 灰黄褐・ にぶい黄橙 やや密、白• 黒• 海 やや焼成不良

461 ” 
II 布台坪 7. 8 黄灰．にぶい黄橙 やや粗、白・凩

462 ” ” 
II II. 4 7. 8 3. 6 にぶい貨褐・灰貨褐 密、白• 海

463 // I/ II 8. 4 灰オリープ・灰黄褐 やや密、白

464 ” " ” 7. 5 オリープ灰・暗灰黄 密、白少

465 ” 
II 無台杯 14. 0 9.8 3. 7 にぶい黄橙・灰黄褐 やや密、白• 海

72 



ぬ 出上地点 遺構名 種別 器種 口径 底径 器高 色調（外・内） 胎土 備 考

466 水路4区 須恵器 無台坪 10.6 黄灰 ・黄灰 密、白少

467 ” II II 12. 2 8 4 3. I 黄灰 ．灰 やや密、白少

468 ” ” ” 12 4 8. 6 3. 0 灰 ．灰 やや密、白多

469 II // 壷蓋 II. 8 黄灰 ・褐灰 密、白多• 海 天井部ヘラケズリ

470 II ” 長頸瓶 灰 ．灰 やや密、白多・

471 ” 黒色上師器 高坪 20.0 9. 4 10. 4 明褐灰．灰 長・海 風化のため調整不明・内面黒色処理

472 ” 須恵器 坪蓋 黄灰・黄灰 やや密、白

473 // ” 有台坪 5. 6 褐灰・褐 やや密 ・白

474 ” 上師器 長甕 18. 6 にぶい黄橙．にぶい黄橙 英• 長 ・ チ・赤• 海 （内・外）ハケ

475 II区 S0202 須恵器 坪蓋 19. 8 褐灰・褐灰 やや密、白• 海 天井部ヘラケズリ

476 II -I・26・12 ” “ 15. 2 灰白・褐灰 やや密、白 II 

477 “ 
-11・25・22 ” II 灰 ・褐灰 やや密、白• 海 II ・外面に2条の沈線

478 II II II 17. 6 褐灰・褐灰 やや密、白 ” 
479 ” -II・25・11 II ” 17. 2 褐灰・黄灰 やや密、砂粒微

480 ” -II・25・19 ” ” 17. 2 黄灰・灰白 密、砂粒微 天井部ヘラケズリ

481 II ” ” 
II 16. 0 (2.1) 褐灰・褐灰 やや密、砂粒微 II 

482 ” SDlll6 ” ” 17 2 灰黄褐・黄灰 やや密、白 ” 
483 II SD202 ” ” 16. 2 褐灰・褐灰 ” 
484 II -n-2s-19 ” ” 15. 0 褐灰・褐灰 やや粗、白多• 海 天井部ヘラケズリ

485 ” ” ” 15. 0 2. 2 褐灰 ．灰 密、白 II 

486 II -I・26・16 “ 
IJ 16. 0 褐灰 ．灰 やや密、白

487 ” -II・25・13 II II 16.0 褐灰 ・黄灰 // 天井部ヘラケズリ

488 ” -II・25・4 
II II 15. 2 黄灰・褐灰 やや密、白• 海 ” 

489 ” // II 14. 0 褐灰・黄灰 密、白 • 海

490 II区 ー田 ・24・16 須恵器 坪蓋 (II 8) (2 3) 褐灰 ・灰 やや密、砂粒微• 海 天井器ヘラケズリ•内面に墨付着転用硯

491 ” SB71周辺
// ” II 4 にぶい赤褐・ 灰褐 密、砂粒微• 海 天井ヘラケズリ ・内面墨付行転用硯・瓦

492 II -U・25・10 ” 坪H 灰褐．灰褐 やや密、白• 海 体部下半ヘラケズリ

493 II ー田 ・24・21 ” 有台坪 17 2 11. 6 4. 7 黄灰・ 灰 ” 
494 II -1・25・25 II 

“ 14. 2
 灰黄褐．灰黄褐 I/ 

495 II -II・26・I " II 13.8 IO. I 4.3 灰 ・黄灰 やや密、白

496 ” -m-24・8 ” 
II 14. 0 8.5 4. I 褐灰・褐灰 ” 

497 J/ S0202 II 

“ 13. 3
 9 I 4. 4 黄灰・褐灰 やや粗、白多 • 海

498 ” -II・26・I // // 13. 2 9. 2 4. 5 灰 ．灰 やや密、白• 海

499 ” -lll・23・23 II // 12 6 7 0 4. 5 黄灰 ・黄灰 やや密、白 • 黒 • 海

500 ” -III・23・23
II ” 12 2 7 I 4. I 

灰 ．灰 密、砂粒微 • 海

501 ” ” 
// 13. 6 3 6 9. 2 黄灰 ・黄灰 やや密、黒

502 ” -ill・23・14 ” ” 12. 6 4. 0 7. 6 灰・ 褐灰 やや密、白 内面に漆付着

503 II -Ill・23・19 II ” 11.8 7. 7 3. 8 灰・ 灰
II 

504 II -m・24・II ” ” 12. I 7. 3 3. 9 灰 ・褐灰
II 

505 ” ” ” ” 15. 6 JO. 6 7. 4 灰・ 灰
密、砂粒微 外面に2条の沈線

506 ” S871 P-1108 ” ” 13. 9 9. 4 6. 3 灰
・褐灰 やや密、白

507 ” -Ill・24・16 ” ” 5 7 灰 ．灰 密、砂粒微

508 ” -I・25・5 上師器 無台牙 12. 4 9 4 4 2 にぶい橙 ．にぷい褐 砂粒微・赤

509 I/ 須恵器 ” 13. 0 9 2 4 0 灰・黄灰 やや密、白• 海

510 // -Ill・24・11 上師器 ” 12 0 8. 0 3. 5 にぶい褐・明赤褐 英 • 長・チ・赤 • 海 底部ヘラ切り

511 II -IV・23・19 須恵器 ” 11.8 9. 8 3. 3 灰黄 ・灰黄 密、白• 黒

512 II ー田・ 23・23 ” ” 12. 2 8.0 3. 2 灰・褐灰 密、砂粒微 内面に漆付莉

513 II -Ill・24・16 ” ” 12. 6 9. 0 3. 9 灰黄褐．
灰 II やや焼成不良

514 // -Ill・24・7 ” 
// 12. 8 10.0 3. 8 灰黄・黄灰 密、白 ・チ少

515 // -III・26・I ” 
II 12. 4 9. 8 3. 3 灰 ・褐灰 やや粗、白• 黒

516 “ 
-IV・23・19 ” ” II 6 8 0 3.0 灰オリープ・暗灰黄 密、砂粒微 口縁部還冗不十分

517 // -IV・23・25 ” ” 12 8 9. 6 3 3 にぶい橙
．にぶい黄橙 密、白少 底部還7G不卜分

518 // SDIII6 ” ” 14 4 9. 2 3 0 暗灰黄・暗灰黄 やや粗・白多• 海

519 “ 
-[0•26·2 ” ” 13 4 7 8 3. I 

灰．灰 密、白

520 II -LI・25・9 II ” 13. 2 IO. 2 3. 0 灰・黄灰 やや密、 r'l・ 海

521 II ” II II. 0 5. 6 3. 4 灰．灰 やや密、白

522 II ー田・ 25・2 ” ” IO. 6 7. 4 3. 5 灰黄褐 ・褐灰 ” 
523 ” ー田 ・24・11

// II 13.0 8. 6 3. 2 黄灰 ・黄灰 密、黒少・白少 やや焼成不良

524 II ー田・ 24・16 II 

“ 
12. 8 8. 8 3. 4 灰黄褐・黄灰 密、白少

525 ” ” 
II 
,, II. 6 8 6 2. g 灰．灰 やや密、白

526 ” S871 P-1106 
II I/ 12. 2 8 7 2. g 灰黄・黒褐 密、砂粒微 瓦宜の焼成

527 ” -m•23·25 ” ” 13. 0 8. 6 3 I 灰黄褐・黄灰
II やや焼成不良

528 ” -m• 24• 12 ” ” 7 8 暗灰黄 ・灰 II ” ・底外に星3 「D」
529 ” -IV・23・25 II II 12. 4 8.4 3. I 灰黄褐 ・黄灰 やや密、 n
530 ” -lli・24・13 

II II 12. 8 9. 2 3 0 灰 ．灰 II 

531 II S0202 土師器 ” 12. 4 IO. 4 3. 9 
にぶい橙 ．にぶい黄橙 砂粒微・赤 やや焼成不良

532 “ ” ” 
// 12. 4 10.0 3. 4 にぶい黄橙・暗灰黄 砂粒微 I/ 
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~ 出土地点 遺構名 種）/U 器種 ロ径 底径 器高 色調（外・内） 胎土 備 考

533 II区 - n•25·4 上師器 無台椀 12 8 4. I 4 7 にぶい黄橙 ．にぶい褐 英• 長・チ （外・内）ヘラミガキ

534 ” -U・25・13 
II 無台坪 12. 0 ” 英• 長・海

535 -ill・23・23 ” 無台椀 13. 4 8. 2 3. 6 II 砂粒微 （外 ・内）ヘラミガキ

536 II -11・25・25 ” ” 16. 8 にぶい黄橙．にぶい黄褐 英•長・海 （外・内）ヘラミガキ・赤彩

537 ” S0202 ” 無台坪 10.0 4. 4 3. 5 灰黄褐・褐灰 英• 長・チ・赤 （外）ハケ・（内）ナデ

538 II -lli・23・24 ” 鉢 8.6 にぶい黄橙．にぶい黄橙 英• 長 ・ チ • 海 ” 
539 ” -m• 24• 5 ” 無台椀 11.8 4 6 4. 3 にぶい橙．にぶい黄褐 英• 長・海

540 ” ー Ill・23・24 “ ” 
4. 8 にぶい黄橙・ にぶい黄橙 英• 長・チ • 海

541 ,, 石製品 紡錘車 外 5.5 内 I0 厚 2.8 （石材）凝灰岩

542 “ 
須恵器 長頸瓶 JO. 8 灰・褐灰 やや密、白多• 海

543 I/ SD202 ,, 甕 22. 6 48. 5 暗灰．灰 やや密、白多 • 海 （外）平行タタキ（内）同心円タタキ

544 II -II・26・I II ” 20. 2 黄灰・褐灰 やや粗、白• 黒 （外）平行タタキ（内）同心円タクキ後ナデ

545 II S0202 ” 短頸壷 10.8 褐灰 ・褐灰 やや密、白多 外面に2条の沈線

546 II ” ” 瓶類 13. 6 3. 6 9. 2 II やや密、砂粒微

547 I/ -Ill・23・19 七師器 鉢 13. 8 8.0 8. 5 黒褐 • 黒褐 英 • 長 ・ チ• 海 （外）ハケ、底外に木葉痕（内）ナデ

548 ” 一 n• 25• 5 II 長甕 18. 8 にぶい黄橙．にぶい黄橙 “ 
（外）ハケ・（内）不明

549 ” 
II II II 16. 8 灰黄褐・灰黄褐 II （外・内）ハケ

550 ” -m• 23• 19 II 鉢 17. 4 にぶい黄褐・灰黄褐 II （外）ナデ、体下半ケズリ、輪積摂（内）ナデ

551 // -m• 23 • 12 II 鍋 32 0 13. 2 にぶい褐．にぶい黄褐 ” （外）ハケ、体郁下半ヘラケズリ（内）ハケ

552 ” -m -24 -12 
II 小甕 12. 4 明赤褐 ・赤褐 英 • 長 ・チ

遺 物観 察表（木製品）

池 出上地点 遺構名 分類 器種 長 幅 厚さ 木取り 備 考

553 n区 S0202 容器 曲物（底板） 17. I (12. 5) 0. 9 柾目

554 II // ” ” (13. !) (3. 4) 1.0 // 

555 ” 
II 紡織具 糸巻（横木） 11 9 2. I 0. 9 // 

556 II II 漁具 浮子 (I I 0) 1.6 l. 2 II 

557 ” SDlll6 文房具 箕木 6 3 I. 3 I 4 ” 上下両端を圭頭形に作り、四面に I・2・3・4ヶ所の刻みをもつ
558 II SD202 祭祀具 斎串 7. 9 2. 0 0. 2 板目

559 II II // 琴柱形 2. 2 (3. 4) 0. 4 ” 
560 II SDlll6 ” 馬形 (6. 3) 1.6 0. 3 ” 
561 ” S0202 II 刀形 (24. 3) I. 3 0. 5 II 

562 II ” 部材 (23 7) (3. 8) 0. 9 “ 一端にほぞ
、 目釘穴4ヶ所（木釘4本遺存）

563 II ” ” 
(19.0) I. 5 0. 5 柾目 U釘穴3ヶ所（木釘2本遺存）

564 ” I/ // 16. 0 6. 6 2. 6 // 右側辺に、縦IO.5cm・ 横2.5cm・ 深さI.5cm前後の彫りこみ

565 “ 
II ” 16.4 4. 4 2. 2 I/ 一端にほぞ、机等の脚部か？
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第1-6次調査主要遺構分布図 図版1
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遺構平面図割り付け図 図版2
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V区主要遺構分布図（中世）
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図版5
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V区遺構平面図(2)
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図版7
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V区遺構断面図(1) 図版8
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図版9 V区遺構断面図(2)
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水路1区遺構平・断面図(1) 図版10
A
9
 

凡例

~ 柱根
一号玉

◎ 

c
 

SB54(P-835)①黒灰色土

R1'r灰色土十黒灰色土

.i
 -II-21-II-1 

-m-21-m-1 

D互 Om ② -

二三二嗣□蓼D
SK952 ①暗灰色土＋炭化物（少）

②黒灰色土＋炭化物（多）

③暗灰色土＋廿灰色土

④暗灰色七（小溝覆土）

E 
15. 70m 

一ー一`讐
①黒灰色土＋炭化物（多） (SD849覆土）

②暗灰色土＋存灰色土 ( " ) 

③暗灰色土＋青灰色土 (S0848覆土）

④暗灰色土＋炭化物（少） ( " ) 

F 
15. 70m 

③
 

①黒灰色土＋炭化物（多）

②暗灰色土＋炭化物（少）

③冑灰色土

④暗灰色土＋青灰色土

G 
15. 50m - - G' 

①黒灰色土

②行灰色土＋黒灰色土

- C' 

SB54(P-l l2l)①黒灰色土

加灰色土＋黒灰色土

- E' 

— F' 

SE1009 

SB55 (P-878) 

断面囮スケール ゜
゜平面図スケール

Im 

5m 



図版11 水路 1区遺構平・断面図(2)
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水路 1区遺構平・断面図(3) 図版12
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図版13 水路 1区遺構平・断面図(4)
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水路2区遺構平・断面図(1) 図版14
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図版15 水路2区遺構平・断面図(2)
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望

・8 

VII-12'-Vlll-12 
VII-131-Vlll-13 

-IX-12 
-IX-13 

-V[—141-VIII-14 

6
 ，
 
゜

~
 

P
/
 

マ，口
〗、マ ◎

◎
 

A 
15. 60m -A' 

゜断面図スケール

P-1096①暗灰色上

②陪灰色土＋廿灰色土（少）

Im 

゜平面図芥ケール

5m 



図版17

A旦~60m —A' 

~ SDll05 ①暗灰色土

②暗灰色土＋青灰色土

③陪灰色砂

B 
15. 60m 
- - B' 

SB67 (P-1094) ①暗灰色土

②暗灰色土＋＃灰色土（少）

-VJ-14,-VII-14 

-VJ-15-VII-15 

断面図スケール゜
Im 

-VII-16 

C 
15. 50m 

゜断面図スゲール

・8 

SX1086 ①黒灰色土（少）＋暗灰色土

Im 

②賠灰色土

゜平面図スケール

水路3区遺構平・断面図(2)

-VIIIー15

-VIII-16 

- C' 

5m 



水路3区遺構平・断面図(3) 囮版18

-N-171―V-17 
-N-18-V-18 

・8 

A&.§Om ―A' 

二
S01085 ①賠灰色土十，？灰色土＋植物遺体

断面図スケール゜
Im 

-N-19 -V-19 

＋ -V-20 

゜平面図スケール
5m 



凡 例

◎
 柱根
R
 

◎
 

゜
5m 



水路4区遺構断面図 図版20
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図版29 水路 1区出土遺物(1)(168~199=SE956) 
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固版33 水路 1区出土遺物(5)
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▲V区完掘状況・▼水路4区完掘状況（第 1次調査写真と合成） 図版46



図版47 V区調査状況(1)
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V区調査状況(2) 図版48
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図版49

水路l区完掘状況
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水路 1区調査状況(2) 図版50
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図版51 水路2・3区調査状況

水路2・3区完掘状況（東→西）

S866 (東→西） SDll05・SB67 (東→西）

SB68・69・70 (東→西）



水路4区調査状況 図版52
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図版53 II区調査状況

II区完掘状況 SB71 (北→南）
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V区出土遺物(1)(1~29=SK504) 図版54
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図版55 V区出土遺物(2)(30~33=SK504、34=SK505、35~49= SE669) 
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V区出土遺物(3) 図版56
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図版57 V区出土遺物(4)
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V区出土遺物(5) 図版58
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囮版59 V区出土遺物(6)
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水路1区出土遺物(1)(168~199=SE956) 図版60
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図版61
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水路 1区出土遺物(3)(230~259 = SK l 053) 図版62

.,,,, 

255 

/.'-' .・ 

251 

, 
ロシ~257 

i
 
243 

241 

~ 迄 ー 247．． 

236 

~ 242 

｝ 
ゞ~"-'",cゴ 252

、- 237 

\~ ーノ 49

~-----:-,: ~ ヽー／ ―-三2 戸 253

:ヽ • l .. ＼，砂ウ

244 

じ[
\>

g
 

＊
 

．
 

“
 

l
 



図版63 水路 1区出土遺物(4)(260~273=SK1053) 
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水路 1区出土遺物(5) 図版64
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図版65 水路 1区出土遺物(6)(299~333=SX852) 
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水路 1区出土遺物(7)(334~349=SX852) 囮版66
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図版67 水路 1区出土遺物(8)(350~354=SX1008、355~379=SX1011)
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水路 1区出土遺物(9) 図版68
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図版69 水路2・3区出土遺物 (416~427=水路2区、428~444=水路3区）
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水路4区出土遺物 図版70
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図版73 II区出土遺物(3)
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II区出土木製品 (557・560=SD1116、その他SD202) 図版74
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図版75
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II区出土木簡 （第12号=S0201、その他S0202)
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